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１１ 研究の概要（※ 項目全体を１０枚以内で作成 ） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

 本研究は順天堂大学内の臨床研究室と再生医学・細胞生物学的解析技術を有する基礎研究室

が協力して生活習慣病（糖尿病・脳血管障害・心血管障害・腎障害・神経変性疾患・認知症な

ど）の病態解明・新規治療方法の開発を目指す。順天堂医院に通院する豊富な患者リソースを

各研究グループが充分に活用し、各研究室が連携して統合的に生活習慣病の病態研究を行える

体制の基盤形成が目的である。具体的には①患者検体の収集（バンク化）と臨床情報を含めた

情報のデータベース化 ②収集した患者検体（iPS 細胞樹立のための体細胞）を活用した研究

方法の開発およびその利用体制の整備 ③将来的な患者検体利用を見越した生活習慣病の病態

解析技術方法の確立と、それらを利用した治療方法の開発 を行い、プロジェクト終了までに

大学内の生活習慣病研究者が患者検体を活用し①→②→③をスムースに行える体制を構築する

ことを目標とする。 

 生活習慣病を研究する大学内研究者が、本研究で構築される細胞および情報リソースを利用

することにより、各小グループでは従来利用できなかった規模のリソースを活用することが可

能になり、個別の疾患研究を大きく発展させることができる。また、バンクする細胞種を iPS

細胞に限定せず、体細胞（血液細胞・線維芽細胞）や不死化細胞株などを同時に蓄積すること

により、将来的には血管内皮前駆細胞などの組織幹細胞を用いた疾患研究や再生医療の前臨床

研究に活用し、生活習慣病研究が大きく促進することが期待される。 

 

（２）研究組織 

本事業では、新井一学長（ゲノム・再生医療センター長）のもと、上記 10に記載した研究者

が連携・分担しながら、Ⅰ生活習慣病患者リクルートと患者リソースの収集（およびその利用

体制の整備） Ⅱ生活習慣病患者検体を活用した病因解明・病態解析技術の開発 Ⅲ生活習慣

病に対する治療方法の開発 を進めた。iPS 細胞および体性幹細胞に関しては本事業で学内で

共同利用可能な培養施設・解析機器が整備され研究が推進されている。本事業では上記の 18

名の中心研究者に加えて、教員 24名、大学院生 21名、PD7 名、RA1 名、研究支援者 4名、その

他 14 名の若手研究者が研究を推進しており、そのうち PD5 名、RA1 名、研究支援者 2名（期間

内延べ人数 PD8名 RA2名研究支援者 3名）は本プロジェクトで雇用資金が助成された。事務局

はゲノム・再生医療センター内に設置され、新井一研究代表および服部信孝運営委員長の下、

年間 2回以上の全体会議を開き、スムースな運営および効果的な事業計画の推進のための情報

交換を行った。 

 

（３）研究施設・設備等 

当該拠点は、順天堂大学医学部 10号館 8 階を中心に設置され、大学院医学研究科附属施設

であるゲノム・再生医療センターを中心に研究施設の整備を行った。さらに 8,9 号館（大学の

増改築と再整備のため 2018 年度末までに 10号館及び A棟へ移設）に設置されている各研究室

においても研究が遂行され、研究組織全体としては常時約 90名の研究者が研究に従事してい

る。本研究のために 2018年度末までに設置された主な研究装置とその内容・利用時間は以下の

通りである。 

1. iPS 細胞・幹細胞樹立培養のための培養システム：5000 時間/年 (100時間/週) ：54人 

2. 解析用倒立顕微鏡システム：6000 時間/年 (120 時間/週) ：58人 

3. 幹細胞純化・解析システム：750 時間/年 (15 時間/週) ：46人 

4. 動物個体に移植した iPS細胞・体細胞解析システム 2250 時間/年 (45時間/週) ：28人 

5. 分化細胞解析システム 1500時間/年 (30 時間/週) ：28 人 

6. iPS・体細胞バンク用システム 8760時間/年 (常時稼働) ：55人 

上記施設は共同利用施設としてゲノム・再生医療センターおよび形成外科によって管理される。

使用に際しては使用登録と使用方法の説明が行われ、各研究グループがスムースに基盤設備を

活用できる体制が整っている。 
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（４）研究成果の概要 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 
 

本研究プロジェクトは 5 年間の研究期間に、研究設備・器機などのハード面を整備し、さら

に一部研究者の雇用および情報交換などのソフト面での基盤も整備することで、患者検体およ

び患者データの蓄積と学内各研究グループの研究を推進した。その結果、英語原著論文 532 編、

和文論文 154 編、図書 95 冊を発表、特許出願は 8 件、国内外での学会発表は 803 件を数える。

以下に本事業の研究成果の概要を示す。 
 
① 患者検体の収集（バンク化）と臨床情報を含めた情報のデータベース化 
 生体試料の収集に関しては、脳神経内科（服部ら）とゲノム・再生医療センター（赤松ら）

との共同研究で、試料収集とデータベース化を行った。順天堂医院に通院するパーキンソン病

を初めとする神経変性疾患患者に同意を得て末梢血の採取を行い、本資金で整備された幹細胞

培養施設を用いて単核球の状態で蓄積を行った。2016 年 2 月に 赤松・服部らによって学外協

力研究者である慶應義塾大学生理学岡野栄之教授との共同研究で、開発・報告されたヒト iPS
細胞からの高効率な神経分化誘導方法(*1)は、単核球でバンク化された多数の患者体細胞を効

率よく iPS 細胞化し、多くの検体を簡便な手法で神経分化させることを可能にしたため、神経

変性疾患 iPS 細胞樹立のための細胞バンクの活用方法が大きく広がった。この方法の開発に伴

い、順天堂大学内にパーキンソン病細胞バンクを構築することを決定し、併せて記者会見を行

った（2016 年 2 月 19 日順天堂大学にて記者会見およびプレスリリース）。2018 年度までに孤

発性の神経変性疾患（パーキンソン病、アルツハイマー病など）と正常対照約 50 例の体細胞が

約 400 検体本研究施設にストックされ、その一部は不死化リンパ芽球としてストックされてい

る。さらにこれらのうち 147 検体については解析可能な iPS 細胞として樹立されており、順次

解析が進行している。 
データベース化に関しては、まずこれらの検体の情報を脳神経内科とゲノム・再生医療セン

ター間で共有するシステムを構築した。データベース項目としては臨床経過（所見）・検査所

見・服薬歴に加え、遺伝子解析情報・体細胞採取と iPS 細胞樹立などの項目が含まれ、高度な

セキュリティの専用サーバ上に保存されている。2018 年度末までに約 500 症例が登録されてお

り、今後も登録数を順次増加させる予定である。このデータベース構築をモデルとして今後も

生活習慣病全体に対象疾患を拡大し、本研究グループ全体、将来的には学内全体で利用できる

細胞バンク・データベースへと拡張していく予定である。 
上記細胞バンクとデータベースの拡充に加え、2017 年に赤松・服部らと学外協力研究者であ

る慶應義塾大学生理学岡野栄之教授との共同研究で、iPS 細胞からより短期間・高効率で体細

胞への分化を促進する細胞誘導法を報告した（*2）。本技術を用いることにより、バンク化し

た細胞から iPS 細胞を作製することで、あらゆる種類の体細胞への分化を効率よく行うことが

可能になり、各研究グループの研究を促進することが可能である。実際本手法を用いることで、

脳神経内科服部らとともに、パーキンソン病患者由来 iPS 細胞を効率よく神経細胞に誘導し、

病態解明や病態に影響する化合物の効果を患者ドーパミン神経細胞で確認し、報告することが

できた。 
 実際にこれらのヒト iPS 細胞誘導法とバンク化されたパーキンソン病患者を活用した研究提

案として、AMED 難治性疾患実用化研究事業（課題名「疾患 iPS 細胞を用いた遺伝性・孤発性

パーキンソン病の新規治療薬探索」 代表：赤松和土 2017-2019）および創薬基盤推進研究事

業（課題名「ゾニサミドの抗パーキンソン病薬作用機構の解明」 代表：赤松和土 2017-2019）、

創薬基盤推進研究事業  産学官共同創薬研究プロジェクト(GAPFREE)（課題名「パーキンソン

病における疾患修飾薬候補の同定と precision medicine の実現に向けたアカデミアと企業の技術

融合による新たな創薬エコシステムの開発」 代表：赤松和土 2019-2022）に採択され、本事

業で整備された研究リソースを活用する研究に繋げることができた。 
②収集した患者検体の活用を想定した生活習慣病の病態研究および解析技術の開発 

 腎臓内科（鈴木ら）は、慢性腎臓病(CKD)が末梢動脈疾患(PAD)発症の独立した危険因子で

あり、この理由のひとつとして、末梢血幹細胞や内皮前駆細胞（EPC）の機能不全が存在する

ことに着目した。「CKD で蓄積する ADMA が末梢血幹細胞や EPC の機能不全を引き起こし、
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血管新生・修復不全を経て、PAD の発症進展並びに治療抵抗性に強く関与する」との仮説をた

て、その検証をするために、本プロジェクトで収集された検体を利用し、①ADMA と PAD の

有病率、重症度、また患者 EPC 機能不全との関連を分析 ②PAD 患者における ADMA と幹細

胞治療効果との関連を分析した。現時点まで 約３００の維持透析中の糖尿病性末期腎不全患者

を本研究にリクルート済みであり(＊3 Gohda T, et al Sci Rep. 2017)、ADMA を測定、PAD の有

病率、PAD 指標(ABI, CAVI, SPP)との関連を解析した。また、久留米大学(佐々木)、名古屋大学

（柴田）との共同で、重症下肢虚血に対し治療を行った患者を対象にその重症度および治療効

果との ADMA の関連を解析した。これらの臨床研究においては、①ADMA が CKD 患者ほど

PAD の有病率、重症度が増すこと。(薮内純子，第 61 回日本腎臓学会学術総会・新潟・2018/6/8)
②ADMA が高いほど、腹部大動脈の石灰化が強いこと(CT で agaston score、aortic calcification 
index を測定)。③ADMA と石灰化の年次進行率には正の相関が存在すること(後ろ向き研究)。
④栄養状態と運動耐用能と ADMA の間には密接な関連があること。(長澤肇、薮内純子ら 第

9 回腎臓リハビリーテーション学会学術集会・大分・2019/3/9)⑤今回後ろ向きに検討した 43 名

の PAD 患者の細胞治療反応性と ADMA の値には明かな相関関係は認められなかったこと。⑥

腎不全動物モデルを用いた基礎研究では、末梢の微小血管内皮の脱落が観察され、特に骨格筋

では内皮脱落と筋萎縮、サルコペニアと密接に関与ずる可能性が見出されている。(薮内純子，

第 61 回日本腎臓学会学術総会・新潟・2018/6/8)。（＊3-9）以上の結果からは、ADMA と PAD
治療抵抗性との関連は明らかにならなかったものの、CKD で蓄積する ADMA が PAD の発症進

に関与する可能性が強く示唆され、さらには末梢の血管内皮障害が骨格筋障害を介して CKD
患者のサルコペニア・フレイルの発症進展に関与する可能性が示唆された。ADMA への治療介

入が CKD 患者の動脈硬化性疾患のみならず QOL に密接に関与するサルコペニア・フレイルの

改善にも寄与する可能性が考えられ、さらなる詳細なメカニズムの解明や治療手段の開発に今

後着手したい。 
臨床病態検査医学（三井田ら）は、検査データを臨床情報として蓄積しつつある。生活習慣

病の危険因子として重要な LDL-C および HDL-C の測定試薬（直接法）の中に正確性が不良な

ものがある（三井田らを含む他施設共同研究で発表）ことを明らかとした。この結果を受けて、

正確性に問題ある試薬を、2016 年末までに販売中止にさせた。以前の検討で性能不良と判定さ

れた試薬の改良品は、正確性が改善したことを確認した。さらに、LDL-C と HDL-C の直接法

は、空腹時検体と食後検体で同じ正確性を持つことを臨床検体で示した。この成果は 2017 年に

論文として発表し(*10)、「動脈硬化性疾患予防ガイドラインガイドライン 2012 年版」で LDL-C
測定法としての記載が削除された直接法が、「同ガイドライン 2017 年版」では、使用可能な方

法として再び記載された。実地医家やメディカルスタッフ（栄養士、臨床検査技師、看護師な

ど）がガイドラインを正しく活用するために使用する「脂質異常症診療ガイド 2018 年版」にも、

上記の内容が反映され、実臨床で活用されるようになった。また、直接法の検討結果は、「特

定健康診査・保健指導（第 3 期）」における 2018 年度の検査項目の見直しにおいても重視され、

従来通り LDL-C の測定法として直接法を使用してもよいこととなった。また、トリグリセライ

ド（TG）の測定試薬が欧米と日本で異なるが、その差の原因となる遊離グリセロールは肥満者

で高くなること、食事摂取で低下することを示した(*11)。また、企業との共同研究により、遊

離グリセロールを直接測定する試薬を開発した(*12)。 
神経細胞の細胞膜の脂質ラフトでアミロイド β の産生が亢進している可能性が示唆されてい

るが、成長ホルモンが神経細胞からのコレステロール排泄を促進する可能性があることを、血

清中の 24S-ヒドロキシコレステロールを GC-MS で測定することにより示した(J Clin Lipidol. 
2017)。さらに 24S-ヒドロキシコレステロールが神経細胞における脂質代謝異常のマーカーとし

て有用であることを、シトリン欠損症の小児で示した（J Clin Endocrinol Metab, 2018）。 
また、本研究グループは、既に認知症で髄液中の可溶型リポ蛋白受容体である sLR11 が、ア

ルツハイマー病（特にアポ E4 のキャリアー）で高いことを発表しているが、sLR11 はアミロイ

ド β が髄液中 HDL のアポ E への結合することを競合的に阻害している可能性を示した(Clin 
Chim Acta. 2019)。これにより、髄液中の sLR11 がアルツハイマー病の診断マーカーとして有用

であることが示唆された。 
循環器内科（代田ら）は、動脈硬化巣から余剰コレステロールを引き抜き、肝臓に運搬する
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役割を持つ高比重リポタンパク (HDL) に着目し、冠動脈治療後の予後を規定する因子の探索

を試みた。①様々な遺伝子発現の制御に関わるマイクロ RNA (miRNA) が血中に存在し、遠隔

臓器間での情報伝達を担っている。血中の miRNA の一部は HDL に結合していることが報告さ

れているため、HDL の miRNA と冠動脈治療後の予後の関連を解析した。比重により HDL を分

離する場合、miRNA を含有する代表的な細胞外小胞であるエクソソームと HDL を明確に分け

ることが困難である。そこで HDL の主要構成タンパクである ApoA1 に対する免疫吸着カラム

を用いて HDL の単離を行ったところ、エクソソームを含まない高純度な HDL 画分を単離する

ことができた。次に、冠動脈治療を施行した症例のうち 5 年間の追跡期間中に死亡した群と生

存した群について、統計学的手法を用いて背景因子を揃えたそれぞれ 3 例ずつを抽出した。冠

動脈治療時の保存血清から HDL を単離し、マイクロアレイによる HDL-miRNA の網羅的な解

析を行った。その結果、生存群に比べて死亡群で発現が増加または減少した miRNA が 18 種類

同定された。今後、定量的 PCR を用いてこれら miRNA の発現変化のバリデーションを行い、

さらに miRNA の機能についても明らかにする。②近年の研究から心血管イベントの予測因子

として HDL コレステロールではなく、HDL の機能が重要であることが明らかになってきた。

そこで HDL 機能の指標としてマクロファージからのコレステロール引き抜き能 (cholesterol 
efflux capacity, CEC) の測定系を確立した。具体的には、放射性同位体標識したコレステロール

を J774.1 マクロファージ様細胞に取り込ませ、血清から VLDL および LDL を沈殿させて取り

出した HDL 含有画分を加えて培養したのち、培養上清中の放射活性を測定した。まず最も一般

的な不整脈である心房細動症例について、カテーテルアブレーション施行直前に採取した血清

を用いて HDL-CEC を測定した。その結果、左心房の肥大、すなわち構造的リモデリングが進

行した症例では正常な左心房径を有する症例に比べて CEC が有意に低値を示した。また、心房

細動の分類のうち、発作性心房細動よりも慢性心房細動の症例において CEC の低下が認められ

た。 
 形成外科(水野・田中ら)は、糖尿病血管障害制御の病態解明を行っている。糖尿病患者にお

いて末梢血 CD34+細胞における PGC1αと Notch シグナルの障害が存在していることを明らか

にし、独自で開発した QQc 培養においては PGC1αと Notch シグナルの障害を改善し、QQc 細

胞は高い血管新生・創傷治癒効果を有することを明らかにした（Tanaka R et al. Stem Cell 
Translational Research doi.org/10.1002/sctm.17-0043, 20198）。Notch シグナルは血管新生において

正常脈管形成やリモデリングに必須なシグナルであるが、過剰な活性は逆に異常血管形成や血

管機能障害をもたらす。糖尿病患者においては末梢血 EPC の Notch シグナル障害が生じている

ため、QQc による NonResponder が存在することが示唆された。γ－セクレターゼ阻害剤は、

Notch シグナルの伝達物質であるγセクレターゼの切断を阻害することで Notch 伝達経路を制

御する薬剤化合物である。我々は、糖尿病 EPC にγ－セクレターゼ阻害剤を用いると EPC 機

能障害が改善することを明らかにし(Sukmawati D, Tanaka R. et al Journal of Diabetes and Its 
Complications 30:12-20, 2016)、本研究成果より糖尿病 QQc Non-Responder 患者にも有効な培養技

術を確立するため、γ－セクレターゼ阻害剤を用いた新規培地を開発した（特許出願済み*13）
。本培地は QQc に比べ糖尿病患者の EPC 血管再生能を有意に増幅させ、より効果的に M2 細

胞制御が可能になった。以上のことより糖尿病マウスとヒト糖尿病患者の血管内皮前駆細胞（血

管幹細胞）における PGC-1  α―Notch signaling 伝達障害に起因する血管内皮への分化障害を明

らかにし、これらの結果を、次項に示すバイオマーカーの同定および血管再生治療の開発へ応

用している。 
 生化学第２（長岡ら）は、生活習慣病の際に生じる血管障害を誘起する分子メカニズムの解

明のため、LL-37 と呼ばれるアミノ酸 37 個からなるヒト抗菌ペプチドの血管障害に対する役割

を検討した。抗菌ペプチドは上皮細胞や好中球などから産生されて外敵に対する一次防御とし

て機能し、抗微生物作用を発揮するだけでなく、上皮細胞や免疫担当細胞などの宿主細胞に作

用してそれらの細胞機能を制御することから、最近では生体防御ペプチドとも呼ばれている。

LL-37 はグラム陽性、陰性細菌、真菌に対して殺菌作用を示すだけでなく、グラム陰性菌外膜

のエンドトキシン（リポ多糖：lipopolysaccharide LPS）に直接結合して中和する。こうした作用

から、LL-37 が LPS の作用を制御することによって生体防御に役立つと考えられている。また、

LL-37 は血管内皮細胞に作用して増殖・血管新生を促進することから、血管障害に対して保護
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的に働く可能性が示唆されている。一方、肝臓の血管内皮細胞は LPS を取り込み除去すること

により（LPS クリアランス）、生体防御に寄与している。そこで、肝臓の類洞内皮細胞による

LPS の取り込みに対する LL-37 の効果について検討した（J Immunol 196: 1338-1347, 2016）。そ

の結果、1.LL-37 はそれ自身に細胞へ取り込まれる作用があり、LPS が共存すると、これと結合

して複合体を形成し、LPS を積極的に細胞内に取り込ませる作用があることを見出した。2.ま
た、エンドサイトーシス阻害剤やヘパリナーゼを用いた実験から、LL-37-LPS 複合体は血管内

皮細胞表面のヘパラン硫酸プロテオグリカンに結合し、エンドサイトーシスを介して細胞内へ

取り込まれることがわかった。3.さらに、LPS の TLR4 受容体シグナル系に及ぼす効果を検討

したところ、LPS が LL-37 と結合して（複合体として）血管内皮細胞に取り込まれても、TLR4
シグナル経路が活性化されないことがわかった。以上の結果から、抗菌ペプチドである LL-37
は LPS と複合体を形成することによって、LPS シグナルを活性化することなく、エンドサイト

ーシスを介して、血管内皮細胞に対して障害作用のあるLPSを血流から除去することによって、

血管障害に対して防御的に働く可能性が考えられる(*14)。 
このように、LL-37 は微生物成分による血管障害に対して防御的に働く可能性がある一方、

生活習慣病である動脈硬化症の病変部位において LL-37 の沈着が見られることなどから、動脈

硬化症の増悪因子としても着目されている。血管障害のリスクは加齢とともに高まることから、

長岡・鈴木らは、老化した血管内皮細胞の性状解析をおこなうとともに、LL-37 が老化細胞に

対してどのように影響するか検討した。その結果、①老化した血管内皮細胞は非老化細胞に比

べて接着因子 ICAM-1 の発現が高く、また、ICAM-1 の発現調節を担う NF-κB 経路も活性化し

ていることを見出した（p65 サブユニットのリン酸化が亢進）。また、NF-κB 経路の過度な活

性化を抑える因子として知られる A20 は、反対に老化細胞で減少していた。さらに、②LL-37
は血管内皮細胞に作用して ICAM-1 の発現を誘導することが知られるが、老化した血管内皮細

胞では LL-37 による ICAM-1 の発現誘導がさらに増強し、またこの時、p65 のリン酸化レベル

も老化細胞においてより強くなることを見出した。これらのことから、老化した血管内皮細胞

では NF-κB 経路が恒常的に活性化しており、その結果として ICAM-1 に代表される炎症促進因

子の発現が基底レベルで増加していること、さらに、LL-37 に対する炎症応答（ICAM-1 の発現

誘導とNF-κB p65のリン酸化）も老化血管内皮細胞で増強されることがわかった（論文投稿中）。

以上の結果より、血管内皮細胞は老化にともなって恒常的な炎症促進性の形質を獲得し、さら

に、LL-37 に暴露された際にはより強い炎症応答を起こし、動脈硬化症の増悪に関わると考え

られる。 
免疫学（三宅ら）は、動脈硬化・糖尿病などの生活習慣病の病態に関与する、抗原特異的反

応を伴わない自然免疫系の細胞が中心となる炎症について研究を進めた。自然免疫系の細胞で

は、単球、マクロファージに加え、それらの機能を調節する細胞として、自然リンパ球が注目

されている。自然リンパ球は、自然免疫と獲得免疫の中間的特徴を持つ細胞で、組織に多く存

在し様々な免疫応答の調節に関与する。自然リンパ球は、抗原認識をしない細胞群と限られた

抗原を認識する invariant natural killer (iNKT)細胞や mucosal associated invariant T (MAIT)細胞な

どを含む。三宅らは、これまで iNKT 細胞が動脈硬化に関与することを報告した(Blood 2004)が、

iNKT 細胞はマウスでは大きな細胞集団を形成するがヒトではその頻度は少ない。一方 MAIT
細胞は、ヒト末梢血 T 細胞の数％を占め、腸などの粘膜にはさらに多く存在する細胞として注

目されている。三宅らは、MAIT 細胞についてマウス自己免疫モデルにおける関与、ヒト自己

免疫疾患および炎症性疾患における関与について明らかにしてきた(*15-*17)。MAIT 細胞が動

脈硬化やそれに伴う虚血性疾患、炎症性腸炎などの生活習慣病において、どのように関与して

いるかを明らかにし、MAIT 細胞の制御によるこれらの疾患の進展抑制や予防につながる可能

性を探索した。炎症性腸疾患は、近年増加しており食事を含めた生活習慣による影響が大きい

と考えられている慢性炎症である。 
本研究において MAIT 細胞がヒト炎症性腸炎で病巣部に集積していることを見出し(*18)、ヒ

トの慢性炎症において重要な役割を担っていることが示唆された。MAIT 細胞が存在しない

MR1 欠損マウスに炎症性腸炎および虚血性疾患などの疾患モデルを誘導し、これら病態におけ

る MAIT 細胞の役割を検討した。野生型マウスと MR１欠損マウスに誘導した炎症性腸炎の病

態を比較すると、臨床的および病理学所見から MR1 欠損により腸炎が軽症化することが示され
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た。腸炎を惹起した野生型マウスの腸管粘膜固有層に MAIT 細胞が集積していたことからも、

MAIT 細胞の存在や活性化が腸炎病態増悪に関与すると考えられた。そこで MAIT 細胞の活性

化を抑制する MR1 リガンドを新規に合成し、MAIT 細胞を標的とした炎症性疾患制御の可能性

について検証した。まず合成した MR1 リガンドについて、培養系および生体内において MAIT
細胞の活性化抑制能を有するかを評価した。効果の確認された抑制タイプ MR1 リガンドをマウ

スに投与すると炎症性腸炎が軽症化することが示された。中大脳動脈閉塞による脳虚血モデル

においても、MR1 欠損により虚血巣の縮小、神経学的重症度スコアの低下を認め、MAIT 細胞

は脳梗塞の増悪にも寄与することが明らかとなった。そこで、動脈閉塞解除直後に抑制型 MR1
リガンドを投与したところ、梗塞巣体積および神経学的重症度スコアが低下し脳梗塞の軽症化

が確認された。今後は MAIT 細胞による病態増悪作用についてその機序を明らかにする予定で

ある。同時に、非アルコール性脂肪性肝疾患(NAFLD)など他の生活習慣病における MAIT 細胞

の役割、MAIT 細胞を標的とした疾患制御の可能性を探る予定である。  
脳神経内科（服部ら）は、生活習慣病との関連が指摘されている脳梗塞、アルツハイマー病

やパーキンソン病等の神経変性疾患について、患者サンプル及びモデル実験系を用いた病態解

明を行っている。多検体の患者血液サンプルと臨床情報から神経変性疾患の遺伝子解析を行い、

特に新規パーキンソン病原因遺伝子として CHCHD2 を同定し（*19）、CHCHD2 変異ハエモデ

ルから同遺伝子変異によりミトコンドリア障害と細胞死誘導が誘導されることを報告した

（*20）。さらに パーキンソン病モデル細胞・マウス・ハエを作製し表現型解析や病態解明を

報告した（*21-70）。なかでも、パーキンソン病患者由来 iPS 細胞からドーパミン神経を誘導

し、パーキンソン病患者ドーパミン神経における parkin によるリン酸化ユビキチン化シグナル

異常を報告し、またマウスモデルでパーキンソン病病態に重要であることが分かった soluble 
epoxide hydrolase がパーキンソン病患者 iPS 細胞由来ドーパミン神経においても同様の効果を

示すことを示した。これらの結果は、本事業で集積した細胞バンクから iPS 細胞を作製すれば、

ドーパミン神経に分化誘導することで病態解明および治療薬開発を進めることができることを

示している。 
また 多検体の患者血液サンプルの代謝産物を網羅的に解析することにより、初期パーキンソ

ン病患者血液においてミトコンドリアでの β 酸化異常を呈することを見いだし（*71）、さらに

パーキンソン病治療薬として用いられるゾニサミドに改善効果があることを報告した（*72）。

さらにこれまでに パーキンソン病予防効果を指摘されつつも詳細が知られていなかったカフ

ェインについても、パーキンソン病患者で血中濃度が低下していることも報告した（*73）。

これらの結果は蓄積した患者検体を iPS 化のおよび神経分化後の表現型検索および薬剤スクリ

ーニングなどによる治療薬開発に繋がるものと期待できる。 
 神経生物学・形態学（小池ら）は疾患 iPS 細胞由来神経細胞におけるオルガネラの動態の感

度の高い免疫電子顕微鏡法を行うため、ユトレヒト大学との共同研究で、単層培養細胞の包埋

法(flat-embedding procedure)の改良法、およびオートファゴソームマーカーLC3 について培養細

胞で内在性分子を検出するための免疫電子顕微鏡法の開発を行った。これらの技術は、パーキ

ンソン病由来 iPS 細胞を用いたドーパミン神経細胞特異的なオルガネラの超微形態学的変化を

明らかにするために必須で、そのため、ドーパミン神経特異的に発現する Tyrosine Hydroxylase
（TH）遺伝子へ GFP 遺伝子を CRISPR/Cas9 システムによりノックインすることで、ドーパミ

ン神経細胞特異的に GFP を発現する Park2 患者および健常者の iPS 細胞を樹立した。さらに、

小脳プルキンエ細胞特異的カテプシン D および Atg7 欠損マウスの小脳変性の比較解析を行い、

前者のほうが早く神経細胞死に陥ることを明らかにした(*74 Koike et al., Am. J. Pathol. 2017)。
この解析と並行して、オートファゴソームとリソソームの融合に関わるとされる

LAMTOR1/p18 遺伝子に着目し、小脳プルキンエ細胞特異的遺伝子欠損マウスを作成、解析し

たが顕著な症状は見出されなかった。そこで、Nestin-Cre マウスを用いて中枢神経系特異的遺

伝子欠損マウスを作成したところ、同マウスは生後 14 日で死に至り、中枢神経系において髄鞘

が全く認められず白質が形成されないことが組織学的解析と MRI による解析で明らかとなっ

た。さらに、脳神経内科の服部教授との共同研究に参画し、若年性パーキンソン病の原因遺伝

子である Atp13a2(Park9)の神経系特異的ノックアウトマウスで神経性セロイドリポフスチン蓄

積症の病態を呈することを明らかにした(*75 Sato et al., Am. J. Pathol., 2016)。 
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③患者検体を活用した生活習慣病の治療方法の開発 
 代謝内分泌内科（綿田・宮塚ら）は糖尿病で失われる β 細胞の再生を目指した基礎的研究を

行った。膵前駆細胞株である mPac 細胞に Pdx1,Neurog3, Mafa を同時に発現するアデノウイル

ス(Ad-PNM)を感染させると、mPac 細胞の一部がインスリン陽性細胞へとリプログラミングを

受ける一方で、Stat3 のリン酸化は抑制されていた。さらに Stat3 阻害薬、dominant negative Stat3
発現により新生 β 細胞数が有意に増加した。これらの結果は、Pdx1, Mafa, Neurog3 の導入と同

時に Stat3 シグナルが抑制されることにより acinar-to-beta reprogramming が亢進することを示し

ている。一方、複数の遺伝子改変マウスを用いて腺房細胞特異的に転写因子である Pdx1, 
Neurog3, Mafa を過剰発現させたところ(Exo-PNM マウス)、β 細胞新生が誘導されることを確認

した。次に Exo-PNM マウス膵臓におけるリン酸化 Stat3(pStat3)の発現を免疫組織染色にて観察

したところ、transgene 陽性の外分泌領域に pStat3 陽性細胞を認めたが、誘導された新生 β 細胞

は pStat3 陰性であった。リプログラミング過程における Stat3 の機能を明らかにするため、Stat3
欠損 Exo-PNM マウスを作製したところ、対象マウス(Stat3flox/+ ; exo-PNM マウス)に比べ、新生

β 細胞数が有意に増加し、数個の β 細胞が一塊となった膵島様クラスターも形成されていた。β
細胞成熟化のマーカーである urocortin 3 (Ucn3)に対する免疫染色を行ったところ、Stat3 欠損

Exo-PNM マウスでは Ucn３陽性新生 β 細胞数が有意に増加していた。さらに糖尿病モデルマウ

スの膵臓に Ad-PNM を注入し、STAT3 阻害薬 BP-1-102 を投与したところ、vehicle(DMSO)を投

与した場合に比べ、血糖コントロールが有意に改善した。次に α 細胞特異的 Stat3 欠損 PNM 過

剰発現マウスを作製し、α 細胞由来 β 細胞数を定量したところ、Stat3 シグナルを欠失させるこ

とにより、新生 β 細胞数が有意に増加していた(*76)。以上の in vitro および in vivo 実験結果は

Stat3が膵腺房細胞あるいは膵 α細胞の可塑性を制御する重要な役割を担っていることを示すと

ともに、Stat3 シグナルを修飾することで β 細胞新生効率が上昇することを示しており、成体に

内在する細胞を用いた direct reprogramming による将来の β 細胞再生医療への応用が期待され

る。 
皮膚科（池田ら）は、生活習慣病に伴う創傷治癒のための再生医療のソースとしての脂肪組

織由来幹細胞の有効性を示すため、本細胞の表皮水疱症治療への応用を目的として研究をおこ

なった。その結果、脂肪組織由来幹細胞を IV 型コラーゲン上にて線維芽細胞と共培養し、

all-trans レチノイン酸と bone morphogenetic protein-4 にて刺激する方法で、多くの細胞が表皮角

化細胞へと分化誘導されることを見出した (*77)。また、これら表皮角化細胞へと分化誘導さ

れた脂肪組織由来幹細胞の大部分が、栄養障害型表皮水疱症患者において減少または欠損して

いる VII 型コラーゲンを発現していることが明らか 
になった（*78）。以上の事実から、本細胞を栄養障害型表皮水疱症の治療に応用出来る可

能性がある。 
 生化学第１（横溝ら）は難治性皮膚潰瘍の治療薬の開発・実用化を目指した研究を行ってい

る。皮膚創傷治癒を促進する BLT2 作働薬の開発を目指し、リード化合物のスクリーニングを

行った。数万種の化合物ライブラリーから、BLT2 受容体過剰発現細胞の細胞内カルシウム上

昇を指標に、4 つのリード化合物を選択し、以降の vitro の解析を行った。4 つの化合物のいず

れもが、BLT2 発現ヒトケラチノサイト (HaCaT 細胞)の移動を促進した(*79,80)。4 つの中から、

最も BLT2 作働活性が高かった化合物を選択し、構造機能相関をあきらかにすべく、構造展開

を行っているところである。最も BLT2 作働活性が高かった化合物は、核内受容体 PPAR の作

働活性を有していることが判明した。新規薬剤化にあたって、標的分子が複数存在することは

問題なので、PPAR 作働活性を消失させる構造展開を行っている。生理活性脂質受容体研究を

さらに発展させ、BLT2 作働薬が皮膚バリア機能を亢進させること(*81)、皮膚に加えて角膜の

創傷治癒を促進すること(*82)、肺炎球菌毒素による急性肺障害の保護作用を有すること(*83)
を見いだした。さらに BLT2 に類似する構造を有するロイコトリエン B4 受容体 BLT1 の結晶構

造の解明に成功し(*84, 85)、受容体構造を元にした新規創薬の基礎を築くことができた。また、

BLT1 欠損や BLT1 拮抗薬が、M2 マクロファージの浸潤を抑制することで、マウス加齢黄斑変

性症を抑制することを見いだし、加齢黄斑変性症の新規治療標的となりうることを示した(*84, 
86)。 
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 形成外科(水野・田中ら)は、難治性潰瘍患者に対する生体外培養増幅末梢血単核球細胞移植

による血管再生治療の開発を進めている。生体外で培養増幅した末梢血単核球を用いて、2015
年に臨床研究を開始した。2017 年度までに合計 10 例の患者に本治療を実施した。結果、全例

で歩行の維持、血流の改善、痛みの改善を認めた。しかしながら、長期の治療経過を観察する

中で、再発や血流の低下を認め、より高い治療効果を示す方法の技術開発が必要とされた。こ

れらの結果を踏まえ投与方法の改良を実施し、2019 年より新たな臨床研究を開始した。新規移

植法を用いて現在までの 2 例の難治性潰瘍患者に本細胞移植を実施し良好な結果を得ている。

これらの結果により、現在までに PMDA との対面助言、FDA との preIND を実施し、今後 2 年

以内に治験へと展開する予定であり、本再生医療の効果がより確実な物になると期待される。

同時に、約１０％の頻度で培養法において培養効率が極めて低い患者（Non-responder）が存在

した。これらの患者の、細胞表面マーカーと遺伝子バイオマーカーの開発を行い、候補となる

因子を数個検出している。一方、Non-responder の培地にのみ特異的に検出できる血管新生関連

因子のサイトカインをいくつか同定している。これらのデータをもとに移植細胞の品質を保証

できる試験方法を見いだせ、現在特許出願準備中である。さらに、現行の培養方法を改良し、

Non-responder の末梢血血管幹細胞の機能をより一層高められる新規培養法の開発に取り組み、

JAXA との共同研究の元、無重力を用いた新規培養方法の開発に成功し、論文発表を行った（*87, 
2018, Scientific Reports）。 
 
＜優れた成果が上がった点＞ 
1. ヒト iPS 細胞からの高効率な神経分化誘導方法の開発（赤松ら） 
2. 患者検体の収集（バンク化）と臨床情報を含めた情報のデータベース化（赤松・服部ら） 
3. バンク化した多検体患者サンプルのうち 100 検体以上を解析可能な iPS 細胞化した（赤松・

服部ら） 
4. 多施設共同研究により LDL-C および HDL-C の測定試薬製品の信頼度を向上させた（三井

田ら） 
5. sLR11はアミロイド βが髄液中HDLのアポ Eへの結合を競合的に阻害している可能性を示

し、髄液中の sLR11 がアルツハイマー病の診断マーカーとして有用であることが示唆され

た（三井田ら） 
6. HDL の構成成分である血清 ApoA1 値が、冠動脈疾患の予後を正確に予測することを示し

た(代田ら)  
7. 冠動脈治療後の予後良好・不良症例において発現の異なる HDL miRNA を見出した(代田ら) 
8. LL-37 が血中から LPS を除去することによって血管障害に対して防御的に働く可能性を示

した（長岡ら） 
9. 老化血管内皮細胞では LL-37 に対する炎症応答が増強され動脈硬化症の増悪に関わること

を示した（長岡ら） 
10. 糖尿病患者特異的な分化障害を改善する培地の開発に成功た。（水野・田中ら）。 
11. 生体外培養増幅末梢血単核球細胞を再生医療等製品として承認を得るための治験準備が進

んでいる。（水野・田中ら） 
12. MAIT 細胞が潰瘍性大腸炎などの炎症性腸疾患の病態に寄与する可能性を示した（三宅ら） 
13. 319 名の糖尿病性腎不全患者をリクルートし,TNFR と生命予後の関連を明らかにした。（鈴

木ら） 
14. 多検体の患者血液サンプルと臨床情報から新規パーキンソン病原因遺伝子としてCHCHD2

を同定した（服部ら） 
15. 多検体患者血液サンプルから新たなパーキンソン病バイオマーカーを同定した（服部ら） 
16. パーキンソン病がリソソーム病と共通した病態を呈することを明らかにした。（小池ら） 
17. 膵腺細胞をインスリン産生細胞へ効率よくリプログラミングする方法を開発した。（綿田・

宮塚ら） 
18. 脂肪組織由来幹細胞を表皮角化細胞へと分化誘導する方法を確立した。（池田ら） 
19. 皮膚創傷治癒を促進する BLT2 作働薬の候補として 4 つのリード化合物を同定した（横溝

ら） 



（様式 2） 

 

法人番号 131025 

プロジェクト番号 S1411007 

 
 
＜課題となった点＞ 

各研究グループが行っている生活習慣病の病態解明と治療法開発は大きな成果を上げたが、

患者リソースを直接活用した研究は一部に留まった。その原因として研究内容によって、目的

とする疾患および対照群が異なり全体としてはあまりに広範囲となったことや、必要とするサ

ンプル（血球、iPS 細胞、血清、血漿など）が異なることが挙げられた。そのため、iPS 細胞用

検体など再生技術を用いた研究を目的とする場合はゲノム・再生医療センターにて統一したフ

ォーマットで同意書・患者検体等を管理保存し、各研究グループによる目的に応じた独自のサ

ンプル収集は各グループで管理し、同時に再生技術利用を目的としたサンプルも採取した場合

には管理符号によって紐付けしつつゲノム・再生医療センターにて管理保存する方法を取った。

本方法により完全な集約的サンプル管理とはならないが、少なくとも再生医療用検体について

は集約的に管理しつつ、各研究における要望にも応えることができる体制となった。今後も本

事業が全体目標とする集約的なサンプルの活用と情報の共有体制の提供することで、本事業で

得られた患者リソースの有効活動を推進する。 
 
＜自己評価の実施結果と対応状況＞ 

新井研究代表のもとで運営会議を定期的に開催し、各研究者は年度ごとに研究の進捗と今後

の計画を報告し、全体の進捗状況と問題点とその対応について討議し、事業計画の改善を図っ

た。個別の研究課題は順調に進行したが、当初全体の目標である学内で共通利用可能な患者検

体の収集（バンク化）と臨床情報を含めた情報のデータベース化の進行が不十分であり、この

点を重点化して研究を推進した。その結果中間報告の時点では下記に示すとおり外部委員から

十分な講評を頂くことができた。中間評価以後は、バンク化およびデータベースの拡充と共に、

研究リソースとしての使用ができる体制を整備した。なかでも学内で iPS 細胞からの分化誘導

手法が確立している神経学の領域で先行して業績を挙げ、神経以外の領域でも最終報告時点で

結論に至っていないものの再生技術を用いた研究も進行中である。また形成外科では実際に患

者への臨床研究として再生医療への応用も行われている。 
 
＜外部（第三者）評価の実施結果と対応状況＞ 
 東京都医学総合研究所・田中啓二理事長兼所長と、東京大学薬学部三浦正幸教授を外部評価

委員として委嘱し評価を頂いている。中間報告までの進捗に関しては「患者検体の収集・登録

（患者データベースの構築と体細胞の採取）を完了しており、さらに登録作業と検体採取は継

続中であること、多くの生活習慣病の病態研究・治療法開発が進行していること、その結果得

られた新知見に基づいて多数の優れた学術論文が上梓されている」、「今後は患者のリソース

を充実させ、細胞バンク活用を意識した研究も進展することが期待される」との講評を頂いた。

運営委員会で議論し、検体のバンク化・データベース化の一層の拡充と、実際にそれらを研究

リソースとして活用できる体制の整備を重要課題として研究を進行していく方針とした。 
 外部評価委員からの最終評価では、「本プロジェクトでは、脳神経内科とゲノム・再生医療

センターが中心となって、患者検体を大規模に収集、試料バンクとして保存するとともに臨床

情報を含めてデータベース化することを目指してきたことは、有用な戦略であった。（中略）

数百にも及ぶ多数の検体から解析可能な iPS 細胞を数多く樹立してきたことは、内外に大きな

インパクトを与える優れた成果と高く評価できる。」、「これらのリソースの充実をベースに

した研究提案が、AMED 難治性疾患実用化研究事業、創薬基盤推進研究事業などの大型グラン

トヘの採択につながっており、これからの研究展開に弾みがついた。生活習慣病の発症や進行

には臓器連関が重要であるため、多くの分野の専門的な研究グループが一緒になって行うプロ

ジェクト全体をみる体制作りが必要である。この点に関して、再生技術を用いた研究には、ゲ

ノム・再生医療センターにて統一したフォーマットで同意書・患者検体等を管理保存する体制

をとることで研究がしやすい仕組みが作られた。」と患者検体のバンク化・データベース化お

よびその整備体制について高く評価いただいた。さらに研究成果についても「新規パーキンソ

ン病原因遺伝子の同定、アルツハイマー病やパーキンソン病診断マーカーの同定、パーキンソ

ン病とリソソーム病との共通点の発見、BLTl の加齢黄斑変性症への関わりや皮膚創傷治癒を促
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す BLT2 作働薬の候補化合物の同定など、臨床医学的にも基礎医学としても重要な研究が多く

進められた。」との講評をいただいた。一方で、「本プロジェクト研究は日進月歩に進捗して

いることが窺えるが、依然として生活習慣病の全容解明には未解決な課題が山積しており、研

究の停滞は許されない状況にあるので、さらなる研究の継続と発展を期待したい。」、「重要

なのは、整備された再生医療研究に有効な本リソースを用いた研究の展開であり、iPS 細胞か

らの細胞分化誘導の手法が進んでいる神経系に関してはオルガノイドを含めた研究の展開が期

待される。他の細胞、組織に関しては神経系での手法を参考にしつつ、進んだ細胞分化誘導系

を積極的に取り込んだ研究を進めてほしい。」との評価を受けたことから、順天堂大学大学院

ゲノム・再生医療センターが中核となり、本事業で確立した患者検体・データバンクを有効活

用し再生技術を用いることで、生活習慣病のさらなる発症機序解明や治療薬開発に繋がる研究

を引き続き推進していく方針である。 
 
＜研究期間終了後の展望＞ 
 本事業の成果の 1 つである多検体患者サンプルおよび患者データベースは、国内のみならず

国際的にも貴重なものであり、各研究グループによる生活習慣病研究の成果と合わせて、国民

の健康に資する病態解析や治療法開発に繋げるべく、このリソースを最大限効果的に利用する

体制を今後も提供する。さらに確立した iPS 細胞を含む再生医療関連技術および設備基盤は、

今後大きく発展すると思われる再生医療の実践に大きく貢献できるものであると考える。今後

も新井研究代表のもとで順天堂大学大学院医学研究科ゲノム・再生医療センターが中核となり、

本事業により確立された研究基盤の効果を最大化するために、集約的なサンプルの活用と情報

の共有体制を提供し、各グループの研究を促進する。 
 
＜研究成果の副次的効果＞ 
1. iPS 細胞から神経細胞への高効率な誘導法を開発し、2 件の特許を取得した（赤松ら） 
2. 企業との共同研究により、遊離グリセロールを直接測定する試薬を開発した（三井田ら） 
3. LDL-C 測定の直説法の改善により「動脈硬化性疾患予防ガイドライン 2017 年版」で、使

用可能な方法として再び記載された（三井田ら） 
4. LDL-C 測定の直説法の改善により「特定健康診査・保健指導（第 3 期）」における 2018

年度の検査項目の見直しにおいて LDL-C 測定法として直接法が認められた（三井田ら） 
5. 糖尿病患者に特化した EPC の機能増幅を目的とした新培地の開発に成功した(田中・水野

ら) 
 

１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。） 

（１） 幹細胞              （２） 細胞バンク          （３） データベース      

（４） 血管障害            （５） 糖尿病             （６） iPS 細胞         

（７） 再生医療            （８） 神経変性疾患        

 

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 
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2015. 
29. 上野 剛、三井田孝 :  トランスアミナーゼとビタミンパワー. Medical Technology 43: 

627 -635, 2015. 
30. 三井田孝 、上野 剛: 悪玉が悪玉にだまされる：LDL-C. Medical Technology 43: 878 

-885, 2015. 
31. 中川央充、三井田孝 : ビリルビンは縁の下の力持ち！ Medical Technolog 43: 1101 

-1109, 2015. 
32. 上野 剛、平山安希子、三井田孝 : ケトン体の 2 つの顔. Medical Technology 43: 1323 

-1331, 2015. 
33. 平山 哲、三井田孝 : 総コレステロール、LDL コレステロール、HDL コレステロール.  

Medicina 52: 262-264, 2015. 
34. 三井田孝 : TG（トリグリセライド）. Medicina 52: 265-267, 2015. 
35. 三井田孝 : 脂質異常症治療薬.  医薬ジャーナル増刊号（新薬展望 2015）51(S-1): 

256-261, 2015. 
36. 三井田孝 : HDL-C 増加薬の現状. 血管医学 16: 29-35, 2015. 
37. 三井田孝 、平山安希子: 今日の新しい臨床検査―選び方・使い方―「脂質異常症」. 

日本医事新報 4772: 38-43, 2015. 
38. 三井田孝 : 急性冠症候群では入院後すぐに脂質検査を. Medical Practice 31: 670, 

2014. 
39. 平山 哲、三井田孝 : 動脈硬化の新たなバイオマーカーを探る. Vascular Medicine 10: 

10-15, 2014. 
40. 三井田孝 : 中性脂肪の検査について. ラボ 424: 8, 2014. 
41. 三井田孝 : 平山 哲. 亜分画からみた HDL 機能. The Lipids 25: 225-231, 2014. 

三井田孝 : non HDL-C. Current Therapy 32: 225-231, 2014. 
42. 三井田孝 : バイオマーカーとしての脂質・リポ蛋白関連検査, Lab Clin Pract 32: 43-47, 

2014. 
43. 三井田孝 : 血清分離剤入り採血管を 2 回以上度遠心してはいけない理由は？ 

Medical Technology 42: 1256-1257, 2014. 
 

（循環器内科） 

44. 船水岳大 岩田洋 代田浩之 . 冠動脈合併心房細動患者における抗血栓療法. 循環器

内科, 2018; 84(1): 53-58 

45. 船水岳大 岩田洋 代田浩之 .  急性冠症候群の疾患概念と病態生理.  日本臨牀, 
2018; 76 (12): 2089-2095 

46. 内藤亮、代田浩之 , 心臓病学研究の進歩 , 日本循環器学会専門医誌, 2017; 25: 
219-222 

47. 土井信一郎、代田浩之 , 弁膜症治療の現在と展望, Medical Science Digest, 2017; 43(2): 
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48. 坪井秀太、代田浩之 , 虚血性心疾患の診断・治療, 最新医学 別冊 糖尿病合併症 

2017:131-138 
49. 島田和典, 西﨑祐史, 吉原琢磨, 塩澤知之, 相川達郎, 大内翔平, 門口智泰, Hamad Al 

Shahi, 喜多村健一, 高橋秀平, 宮崎哲朗, 代田浩之 , 心血管疾患における DHA・EPA
の臨床的有用性, 食品と開発. 2017:52:33-35 

50. 福田健太郎、岩田 洋、代田浩之 ,  急性冠症候群の検査・診断,日本臨床 74 巻増刊

号 6(通巻 1104 号) (2016) pp207 

51. 内藤亮、代田浩之 , 疾病の回復を促進する薬 循環器系に作用する薬(1), 放送大学 

52. Dohi T, Daida H. JAPAN-ACS (Japan Assessment of Pitavastatin and Atorvastatin in 
Acute Coronary Syndrome). Nihon Rinsho. 2016 Jun 20;74 Suppl 4 Pt 1:697-702. 

53. 荻田学 代田浩之 , 新時代の臨床糖尿病学(下) —より良い血糖管理をめざして—Ⅺ. 糖

尿病合併症の病態・診断・治療 2．慢性合併症 (5) 冠動脈疾患 4)糖尿病に起因する冠

動脈疾患の治療, 内科的治療, 雑誌[日本臨床] 2016 年 4 月増刊号 

54. 荻田学 代田浩之 , 特集「進化する糖尿病治療！ 〜話題の新薬と治療法〜」Ⅰ-3. 【内

服薬】循環器内科から見た SGLT2 阻害薬 （EMPA-REG アウトカム試験を受けての期

待）", 「月刊糖尿病」 2016 年 10 月号 Vol.8 No.10 

55.  荻田学 代田浩之 , 特集/糖尿病治療薬の心血管アウトカム, 糖尿病治療薬の心血管

アウトカム抑制効果, 3．糖尿病治療薬の心血管アウトカム抑制効果が求められるように

なった背景, 雑誌[ホルモンと臨床, 2016 Vol.62 p771-774 

56. 荻田学 代田浩之 , 特集：糖尿病を合併した循環器疾患6．糖尿病患者の冠動脈疾患に

対する血行再建の考え方, 月刊新聞[Medical View Point] Vol37, No5 (2016 年 4 月 20
日発行) 

57. 島田和典, 西 祐史, 吉原琢磨, 相川達郎, 大内翔平, 塩澤知之, 門口智泰, 高橋秀平, 

住吉克彦, 宮崎哲朗, 代田浩之 . 心血管疾患予防における多価不飽和脂肪酸の臨床的

有用性,成人病と生活習慣病. 45:539-544;2016. 

58. 島田和典, 喜多村健一, 代田浩之 . PCSK9 阻害薬の臨床効果, Progress in Medicine. 
36:631-637;2016 
 

（形成外科） 

59. 田中里佳 。日本人の糖尿病性足潰瘍の特徴と対策。BIO Clinica 33(13):79-84、2018 

60. 藤村聡、田中里佳 。難治性四肢潰瘍患者を対象とした次世代の血管・組織再生治療。

内分泌・糖尿病・代謝内科 47(1)：18-23、2018 

61. 田中里佳 。再生医療による創傷治癒の未来。WOC Nursing 6(7):26-34、2018 

62. 田中里佳 。日本人の糖尿病性足潰瘍の特徴と対策, BIO Clinica 33(5):67-72, 2018 

63. 藤村聡、田中里佳 。難治性四肢潰瘍患者に対する次世代の血管・組織再生治療。再生

医療 16 巻：26-31、2017 

64. 田中里佳 。再生医療を利用した先進的創傷治療。PEPARS 126 巻：30-37、2017 

65. 田中里佳 。血管幹細胞を用いた組織再生医療。日本形成外科学会会誌 37 巻：

173-179、2017 

66. 田中里佳 。末梢血単核球生体外培養増幅法（QQc 法）を用いた血管再生治療。メディカ

ル・サイエンス・ダイジェスト 43 巻：2-3、2017 

67. 田中里佳 。日本人の糖尿病性足潰瘍の特徴と対策。BIO Clinica 32 巻：65-70、2017 



（様式 2） 

 

法人番号 131025 

プロジェクト番号 S1411007 

 

68. 田中里佳、門真起子、福田太郎、市川佑一、水野博司。糖尿病足潰瘍・壊疽の治療、新

時代の臨床糖尿病学（下）―より良い血糖管理をめざして― 日本臨牀 74: 363-367, 

2016 

69. 田中里佳 、金澤成行、水野博司  Wound bed preparation における再生医療の役割 医

学のあゆみ 258: 860-864, 2016 

70. 大下高志、飛田護邦、田島聖士、水野博司  予防的幹細胞投与によるステロイド性骨粗

鬆症の次世代治療 Osteoporosis Japan PLUS 1: 45-47, 2016 

71. 萩原裕子、田中里佳 。重症下肢虚血に対する血管再生療法の現状。日本下肢救済・足

病学会誌 8 巻:123-9、2016 

 

（生化学第 2） 

72. 山本貴之,森貞夫, 深川光彦, 朝長昭仁, 守田稔, 長岡功 : コラーゲンペプチド摂取による

膝関節の自覚症状へ及ぼす効果 －ランダム化二重盲検プラセボ対照並行群間比較試験

－ 薬理と治療 46: 837-847, 2018. 
73. 百村励, 内藤聖人, 五十嵐庸, 渡泰士, 寺門厚彦, 大池新次, 金子和夫, 長岡功：自転車

競技選手の軟骨代謝に及ぼすグルコサミンの効果 -軟骨・骨代謝マーカーを用いた層別

解析- 薬理と治療 45: 1843-1850, 2017. 
74. 朝長昭仁, 深川光彦, 三井幸雄, 佐藤麻紀, 藤田さゆり, 長岡功 : 酵母 SM-10 を含む食品

の膝関節痛を有する被験者の関節機能に対する有効性に関する研究 –無作為化二重盲

検プラセボ対照並行群間比較試験– 薬理と治療 45: 11031-1044, 2017. 

75. 吉儀彩乃, 信夫正, 澤田陽子, 五十嵐庸, 長岡功 : 滑膜細胞の炎症応答に対するグルコ

サミンとリンゴポリフェノールの効果. Functional Food Research 13: 50-56, 2017. 

76. 井上節子, 小松ちひろ, 遠藤美智子, 中島滋, 長岡功 : UV-A 照射によるマウス皮膚の脂

質過酸化と血管分岐に対する緑茶摂取の効果. 日本香粧品学会誌 41: 106-112, 2017. 

77. 山本哲郎, 長岡功 : 機能性表示食品制度の現状と今後の展望. 栄養 2: 57-68, 2017. 

78. 長岡功 , 五十嵐庸, 染谷明正:グルコサミンと健康-グルコサミンによる軟骨保護，炎症抑

制とサーチュイン遺伝子の活性化- 機能性食品と薬理栄養 11: 4-10, 2017 

79. 朝長昭仁, 渡邉景太, 仲宗根靖, 渡部一詔, 長岡功 : グルコサミン塩酸塩、コンドロイチン

硫酸、メチルスルフォニルメタンおよびグァバ葉エキスを含む食品の膝関節にかかわる被

験者の生活の質 QOL に対する有効性に関する研究 Kellgren-Lawrence 分類による層別

解析-薬理と治療 45: 437-446, 2017. 

80. 井上節子, 今野千尋, 遠藤美智子, 中島滋, 長岡功 : タマネギ外皮の摂取がマウス脳中の

過酸化脂質濃度に及ぼす影響機. 能性食品と薬理栄養 1081-1088, 2016. 

81. 服部達昭, 村田理恵, 深川光彦, 朝長昭仁, 長岡功 : 移動機能の低下を感じている健常者

を対象とした, グルコサミンとコンドロイチンを主体とするサプリメントの歩行能力改善効果: 

ランダム化二重盲検プラセボ対照並行群間比較試験. 薬理と治療 44: 725-735, 2016. 

82. 神﨑範之, 出雲貴幸, 柴田浩志, 渡邉景太, 朝長昭仁, 長岡功 : グルコサミン塩酸塩、コ

ンドロイチン硫酸およびケルセチン配糖体を含む食品の膝関節機能に対する有効性に関

する研究 - K-L 分類による層別解析. 薬理と治療 43: 1017-1023, 2015. 

83. 長岡功 , 五十嵐庸, 染谷明正:グルコサミンと健康-グルコサミンによる軟骨保護，炎症抑

制とサーチュイン遺伝子の活性化- 機能性食品と薬理栄養 11: 1-7, 2017 

84. 長岡功 , 華見, 蓬田伸, 坂本廣司: グルコサミンの抗血小板作用と抗動脈硬化作用. BIO 

INDUSTRY 33: 28-34, 2016. 

http://www.jcss.jp/journal/pdf/4102/41-2_106.pdf
http://www.jcss.jp/journal/pdf/4102/41-2_106.pdf
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85. 胡忠双, 長岡功 : ピロトーシスによる炎症惹起と抗菌ペプチドによる制御. Thrombosis 
Medicine 3: 210-215, 2016. 

86. 長岡功 , 五十嵐庸, 鶴田暁史: 軟骨代謝マーカーを用いた機能性食品であるグルコサミン

の評価. 機能性食品と薬理栄養 10: 72-78, 2016. 

87. 鈴木香, 村上泰介, 胡忠双, 長岡功 : 肝類洞内皮細胞の血液浄化作用に対するヒト生体

防御ペプチド LL-37 の効果 －エンドトキシン除去作用に着目して－ 日本血管血流学会

誌 1: 2016 (in press) 
88. 鶴田暁史: スポーツにおける関節ケアとグルコサミン. Medical Science Digest 42: 46-50, 

2016. 

89. 石島旨章, 内藤聖人, 渡泰士, 金子晴香, 二見一平, 長岡功 , 黒澤尚, 金子和夫: 初期変

形性膝関節症におけるバイオマーカーを用いた疼痛と軟骨代謝の連関. 別冊整形外科 

67: 51-56, 2015. 

90. 山岸淑恵, 今井乾介, 長尾淳二, 長岡功 : 滑膜細胞に対するグルコサミンをはじめとする

機能性素材の抗炎症作用の評価. 日本未病システム学会雑誌 21: 156-161, 2015. 

91. 胡忠双, 長岡功 : LPS 誘導性ピロトーシスと抗菌ペプチド. 医学のあゆみ 253: 1087-1091, 

2015. 

92. 長岡功 : サプリメントと変形性関節症関節 -マーカーを用いた評価、特にグルコサミンに

ついて- 日本未病システム学会誌 20: 49-54, 2014. 

93. 染谷明正, 坂本廣司, 長岡功 : グルコサミンは転写因子 Sp1 の O-N-アセチルグルコサミ

ン修飾を介して IL-8 の発現を抑制する. 日本未病システム学会雑誌 20: 89-93, 2014. 

94. 長岡功 , 胡忠双, 鈴木香, 田村弘志: 抗菌ペプチドによる敗血症ショックの制御. 化学療

法の領域 30: 615-623, 2014. 

 

（免疫学） 

95. 村山豪、千葉麻子、三宅幸子  全身性エリテマトーデスにおける IFNα産生とTLR. リウ

マチ科 60(1): 84-89, 2018. 

96. 千葉麻子、三宅幸子 ：免疫疾患と MAIT 細胞. 医学のあゆみ 265(4):283-286, 2018 

97. 能登大介、三宅幸子 ：病態連関の新知見 腸内細菌と疾患. 循環 plus 18(1):10-12, 

2017 

98. 能登大介、三宅幸子 ：脳炎症と腸内細菌. 炎症と免疫. 26(1):66-70, 2017 

99. 能登大介、三宅幸子 ：腸内細菌による免疫調節. 小児科. 57(2):129-136, 2016 

100. 三宅幸子 ：免疫性神経疾患と腸管免疫.  最新医学. 71(2):47-53, 2016 

101. 能登大介、三宅幸子 ：腸内細菌と免疫応答. 腎臓内科・泌尿器科. 3(3):264-270, 

2016 

102. 能登大介、三宅幸子 ：免疫性神経疾患の基礎科学-免疫学の立場から. Modern 

Physician. 36(7):613-617, 2016 

103. 能登大介、三宅幸子 ：腸内細菌と免疫疾患. 医学のあゆみ. 258(10):909-914, 2016 

104. 芳賀慶一、長田太郎、渡辺純夫、千葉麻子、 三宅幸子 ：Mucosal Associated 

Invariant T(MAIT)細胞. G.I. Research. 24(5):67-68, 2016 

105. 三宅幸子 ：腸内細菌と自己免疫. Keynote R・A.,3(1):14-18, 2015 

106. 三宅幸子 ：神経免疫．炎症と免疫. 23(2):105, 2015 

107. 三宅幸子 ：自己免疫疾患と腸内細菌. Medical Science Digest 41(4):146-149, 2015 

108. 三宅幸子 ：自己免疫疾患と腸内細菌.細胞 47(2):57-60, 2015 
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109. 能登大介、三宅幸子 ：免疫性神経疾患の発症と自然免疫. 日本臨床. 73(7):23-32, 

2015 

110. 三宅幸子 ：腸内細菌と自己免疫疾患：リウマチ疾患を中心として. Pharma Medica., 
33(10):39-43,2015 

111. 三宅幸子 ：免疫性神経疾患の病態と腸管免疫 . 医学のあゆみ .  255(5): 

339-343,2015 

112. 三宅幸子 ：MAIT 細胞と自己免疫. Jpn.J.Clin.Immunol., 37(1):19-24, 2014 

113. 三宅幸子 ：自然リンパ球.医学のあゆみ.251(6):479,2014 

114. 三宅幸子 ：腸内細菌と自己免疫. Jpn.J.Clin.Immunol., 37(5):398-402, 2014 

 

（脳神経内科） 

115. 服部信孝 ． 【認知症の新たな潮流】 疾患概念 Up date PDD と DLB、クリニシアン 
62(4-5):418-425, 2015 

116. 石川景一、服部信孝 、赤松和土: 疾患モデル細胞, iPS 細胞を用いた毒性評価と創

薬研究, iPS 細胞を用いたパーキンソン病の病態解析：日本臨牀 2015 年 6 月増刊号 
117. 石川景一、服部信孝 . パーキンソン病の病態メカニズムからみた根本治療の可能

性 臨床雑誌内科 118(2): 175-180, 2016 
118. 舩山学、服部信孝 . 家族性パーキンソン病 up to date 臨床雑誌内科 118(2): 

269-272, 2016 
119. 石川景一、服部信孝 . ペリー症候群の現状とその対応 新薬と臨床 

65(3):87-91,2016 
120. 常深泰司、服部信孝 . 日本におけるパーキンソン病治療の変遷と展望 日本臨床 

75(1):14-20,2017 
121. 今居 譲、柴佳保里、服部信孝 ． 遺伝子から探るバーキンソン病病態へのミトコン
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Editors: Bunnell BA and Gimble JM , 2018; pp261-272, Springer, New York, NY 

44. 田中里佳 ：分担）「再生医療」フットケアと足病変治療ガイドブック、日本フットケア学会、

医学書院、東京、204-208、2017 
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45. 水野博司：「感染創に対し、銀含有創傷被覆材は有用である」 創傷治癒コンセンサスド

キュメント－手術手技から周術期管理まで－（日本創傷治癒学会ガイドライン委員会） 

全日本病院出版会 東京 pp178-179, 2016  

46. 水野博司 ：「皮膚汚染創においても塩基性線維芽細胞増殖因子 bFGF スプレーを使用

してもよい」 創傷治癒コンセンサスドキュメント－手術手技から周術期管理まで－（日

本創傷治癒学会ガイドライン委員会） 全日本病院出版会 東京 pp186-187, 2016 

 

（生化学第 2） 

47. 長岡功 , 細田浩司, 中村果歩, 胡忠双, 村上泰介, 鈴木香 , 田村弘志: 宿主細胞の細

胞死の調節を介した、cathelicidin ファミリーの抗菌ペプチド LL-37 の敗血症マウスモデ

ルに対する効果. エンドトキシン・自然免疫研究 21- エンドトキシン・自然免疫研究のフ

ロンティアをめざして. 小谷穣治, 長岡功  編集, 医学図書出版株式会社, 東京, 56-61, 

2018. 

48. 長岡功 : グルコサミン. 血流改善成分の開発と応用．大澤俊彦 監修, シーエムシー出

版, 東京, 222-231, 2018. 

49. 五十嵐庸, 中村果歩, 坂本廣司, 長岡功 : グルコサミンの軟骨細胞におけるオートファ

ジーに対する機能解析. Functional Food Research 14 -ファンクショナルフードの未来．野

村義宏, 岡本芳晴, 奥村正裕, 中村 洋, 福井尚志, 和田政裕, 長岡功  編集, インフォ

ノーツパブリッシング, 神奈川, 10-13, 2018. 

50. 長岡功 , 朝長昭仁, 深川光彦, 三井幸雄, 佐藤麻紀, 藤田さゆり: 酵母 SM-10 含有食

品の膝関節痛を有する被験者の関節機能に対する効果. Functional Food Research 14 -

ファンクショナルフードの未来．野村義宏, 岡本芳晴, 奥村正裕, 中村洋, 福井尚志, 和

田政裕, 長岡功  編集, インフォノーツパブリッシング, 神奈川, 48-56, 2018. 

51. 長岡功 , 百村励, 内藤聖人, 五十嵐庸, 渡泰士, 寺門厚彦, 大池新, 金子和夫: 自転

車競技選手の軟骨代謝に及ぼすグルコサミン摂取の効果. Functional Food Research 14 

-ファンクショナルフードの未来．野村義宏, 岡本芳晴, 奥村正裕, 中村洋, 福井尚志, 

和田政裕, 長岡功  編集, インフォノーツパブリッシング, 神奈川, 57-64, 2018. 

52. 鈴木香：ヒト生体防御ペプチド LL-37 の血管内皮細胞に対する作用 ～エンドトキシンと

の相互作用について～. エンドトキシン･自然免疫研究 20 -自然免疫における化学生物

学の貢献．隅田泰生, 長岡功  編集, 医学図書出版株式会社, 東京, 7-13, 2017. 

53. 長岡功 , 吉村雅文, 坂本廣司, 鶴田曉史: II 型コラーゲン分解マーカー、合成マーカー

および I 型コラーゲン分解マーカーを用いた軟骨・骨代謝の評価 - 変形性関節症患者

および大学各種運動競技選手での検討. Functional Food Research 13 -ファンクショナル

フードを中心とした医工農獣連携．岡本芳晴, 奥村正裕, 中村洋, 野村義宏, 福井尚志, 

和田政裕, 長岡功  編集, エイド出版, 東京, 7-16, 2017. 

54. 山岸淑恵, 染谷明正, 今井乾介, 長尾淳二, 長岡功 : 滑膜細胞に対するグルコサミンを

はじめとする機能性食品素材の抗炎症効果の評価. Functional Food Research 13 -ファ

ンクショナルフードを中心とした医工農獣連携．岡本芳晴, 奥村正裕, 中村洋, 野村義

宏, 福井尚志, 和田政裕, 長岡功  編集, エイド出版, 東京, 23-27, 2017. 

55. 長岡功 : はじめに - 太古の昔から存在する生体防御分子を用いた応用技術. 抗菌ペ

プチドの機能解明と技術利用. 長岡功  監修, シーエムシー出版, 東京, 2017. 

56. 田村弘志, Johannes Reich, 長岡功 : エンドトキシン測定法と抗菌ペプチド. 抗菌ペプチド

の機能解明と技術利用. 長岡功  監修, シーエムシー出版, 東京, 134-147, 2017. 

57. 鈴木香, 長岡功 : Cathelicidin抗菌ペプチドの作用メカニズムと敗血症治療への応用. 抗

菌ペプチドの機能解明と技術利用. 長岡功  監修, シーエムシー出版, 東京, 151-162, 
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2017. 

58. 鶴田暁史, 長岡功 : プロラグビー選手に対するゼリードリンク型機能食品の効果. 

Functional Food Research 12 -ファンクショナルフード学会発足にあたって．福井尚志, 

岡本芳晴, 奥村正裕, 中村洋, 野村義宏, 和田政裕, 長岡功  編集, エイド出版, 東京, 

39-41, 2016. 

59. 伊坂聡子, 染谷明正, 野沢雅彦, 井上直樹, 杉原富人, 長岡功 , 金子和夫: ラット変形

性関節症モデルに対するコラーゲンペプチド摂取の効果. Functional Food Research 12 -

ファンクショナルフード学会発足にあたって．福井尚志, 岡本芳晴, 奥村正裕, 中村洋, 

野村義宏, 和田政裕, 長岡功  編集, エイド出版, 東京, 17-25, 2016. 

60. 五十嵐庸, 坂本廣司, 長岡功 : グルコサミンは軟骨細胞においてサーチュイン 1 を介し

て II 型コラーゲン遺伝子の発現を亢進する. Functional Food Research 12 -ファンクショ

ナルフード学会発足にあたって．福井尚志, 岡本芳晴, 奥村正裕, 中村洋, 野村義宏, 

和田政裕, 長岡功  編集, エイド出版, 東京, 26-30, 2016. 

61. 橋口素子, 鈴木香, 金子和夫, 長岡功 : ヒト滑膜細胞の細胞増殖とアポトーシスに及ぼ

すアロエエモジンの効果. Functional Food Research 12 -ファンクショナルフード学会発足

にあたって．福井尚志, 岡本芳晴, 奥村正裕, 中村洋, 野村義宏, 和田政裕, 長岡功  

編集, エイド出版, 東京, 31-38, 2016. 

62. 鶴田暁史, 長岡功 : プロラグビー選手に対するゼリードリンク型機能食品の効果. 

Functional Food Research 12 -ファンクショナルフード学会発足にあたって．福井尚志, 

岡本芳晴, 奥村正裕, 中村洋, 野村義宏, 和田政裕, 長岡功  編集, エイド出版, 東京, 

39-41, 2016. 

63. 鈴木香, 長岡功 : Cathelicidin ファミリーの抗菌ペプチド LL-37 によるエンドトキシン除去

作用. エンドトキシン・自然免疫研究 18 -自然免疫における生体防御ペプチドの多様性. 

長岡功 , 谷徹, 横地高志 編集, 医学図書出版, 東京, 1-6, 2015. 

64. 胡忠双, 村上泰介, 鈴木香, 田村弘志, 長岡功 : ピロトーシスに対する抗菌ペプチド

LL-37 の作用. エンドトキシン・自然免疫研究 18 –自然免疫における生体防御ペプチド

の多様性. 長岡功 , 谷徹, 横地高志 編集, 医学図書出版, 東京, 86-88, 2015. 

65. 多田浩之, 松下健二, 松山考司, 長岡功 , 高田春比古: Porphyromonas gingivalis ジン

ジパインによるヒト歯肉上皮細胞の IL-33 誘導を介した CAP18/LL-37 ダウンレギュレ

ーション機構. エンドトキシン・自然免疫研究 18 –自然免疫における生体防御ペプチド

の多様性. 長岡功 , 谷徹, 横地高志 編集, 医学図書出版, 東京, 93-97, 2015. 

66. 長岡功 , 坂本廣司, 山本哲郎: 軟骨代謝マーカーを用いたグルコサミンの評価 —機能

性表示食品を目指して. グルコサミン研究 11 −グルコサミン研究: 10 年間の軌跡と新た

なる時代への挑戦．橋本三四郎, 奥村正裕, 岡本芳晴, 中村洋, 野村義宏, 福井尚志, 

和田政裕, 長岡功  編集, エイド出版, 東京, 10-19, 2015. 

67. 五十嵐庸，鈴木香，坂本廣司，長岡功 : グルコサミンは軟骨細胞においてⅡ型コラーゲ

ン遺伝子の発現を亢進する. グルコサミン研究 11 −グルコサミン研究: 10年間の軌跡と

新たなる時代への挑戦．橋本三四郎, 奥村正裕, 岡本芳晴, 中村洋, 野村義宏, 福井

尚志, 和田政裕, 長岡功  編集, エイド出版, 東京, 20-22, 2015. 

68. 染谷明正, 坂本廣司, 長岡功 : グルコサミンは糖化修飾作用を介して転写因子 Sp1 の

細胞内局在を調節する. グルコサミン研究11 −グルコサミン研究: 10年間の軌跡と新た

なる時代への挑戦．橋本三四郎, 奥村正裕, 岡本芳晴, 中村洋, 野村義宏, 福井尚志, 

和田政裕, 長岡功  編集, エイド出版, 東京, 23-27, 2015. 

69. 斉木彩乃, 信夫正, 澤田陽子, 五十嵐庸, 長岡功 : 滑膜細胞の炎症応答に対するグル

コサミンとリンゴポリフェノールの効果. グルコサミン研究 11 −グルコサミン研究: 10 年

間の軌跡と新たなる時代への挑戦．橋本三四郎, 奥村正裕, 岡本芳晴, 中村洋, 野村
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義宏, 福井尚志, 和田政裕, 長岡功  編集, エイド出版, 東京, 46-50, 2015. 

70. 鶴田曉史, 長岡功 : 女性アスリートにおける軟骨代謝とゼリードリンク型機能性食品の

効果. グルコサミン研究 11 −グルコサミン研究: 10 年間の軌跡と新たなる時代への挑

戦．橋本三四郎, 奥村正裕, 岡本芳晴, 中村洋, 野村義宏, 福井尚志, 和田政裕, 長岡

功  編集, エイド出版, 東京, 55-57, 2015. 

71. 胡忠双, 村上泰介, 鈴木香, 田村弘志, 長岡功 : 抗菌ペプチド LL-37 によるマクロファ

ージ系細胞のピロトーシスの制御. エンドトキシン・自然免疫研究 17 －エンドトキシン・

自然免疫の展開：新しい機序、診断、応用. 谷徹, 横地高志 編集, 医学図書出版, 東

京, 73-75, 2014. 

72. 五十嵐庸, 鈴木香, 坂本廣司, 長岡功 : グルコサミンおよび N-アセチルグルコサミンは

軟骨細胞においてサーチュイン 1 の遺伝子発現を亢進する. グルコサミン研究 10 －グ

ルコサミンをめぐる科学的証拠と研究の展開．奥村正裕, 岡本芳晴, 中村洋, 野村義

宏, 和田政裕, 長岡功  編集, エイド出版, 東京, 27-30, 2014. 

 

（脳神経内科） 

73. 服部信孝 ．7．大脳変性疾患、II 錐体外路系疾患、1～9、監修；平山惠造、編集；廣

瀬源二郎、田代邦雄、葛原茂樹、臨床神経内科学、第 6 版 1 刷、pp409-441、ページ

数 36 /ページ総数 968, 2016 年 2 月 15 日、南山堂、東京 

74. 佐藤 猛、服部信孝 、村田美穂．パーキンソン病・パーキンソン症候群の在宅ケア -合

併症・認知症の対応、看護ケア-、2016 年 5 月 30 日、中央法規出版株式会社、東京 

75. マイケル S. オークン 著、大山彦光・服部信孝  訳．パーキンソン病とともに生きる-

幸福のための 10 の鍵-（日本語版）、アルタ出版、2017 年 1 月 10 日第 1 版第 1 刷、東

京 

76. Hattori N, Saiki S. Editors, Mitophagy, Methods and Protocols, Methods in Molecular 
Biology 1759, John M. Walker, Series Editor, Humana Press, 2018 

77. 服部信孝、藤本健一．監修、【脳の病気】パーキンソン病 脳の異常によってからだの運

動機能に障害が表れる病気、差がつく 70 歳からの病気 サインと最新治療、人生 100
年時代に備える、pp14-20, 朝日新聞出版、2018 

78. 服部信孝．抗パーキンソン病薬、治療薬ハンドブック 2018、監修：高久史麿、編集：堀正

二、菅野健太郎、門脇孝、乾賢一、林昌洋、発行所：株式会社 じほう、pp79-99 (総ペー

ジ数 1538)、平成 30 年 1 月 15 日、東京 

79. 服部信孝 ．総括、パーキンソン病診療ガイドライン委員長、パーキンソン病診療ガイドラ

イン 2018、監修・日本神経学会監修、編集・「パーキンソン病診療ガイドライン」作成委

員会、総ページ数 288、2018 年 5 月 15 日、第 1 版第一刷、医学書院、東京 

80. 桜井隆、服部信孝 ．【放送大学教材・テレビ】「疾病の回復を促進する薬」、服部信孝 ：

末梢神経に作用する薬、中枢神経系に作用する薬(1),(2), 放映は 2017 年 4 月～5 月、

再放送 7 月～8 月, p35-79(総ページ数 263)、2017 年 3 月 20 日第 1 刷、編集者：桜井

隆、服部信孝、発行所：一般在団法人放送大学教育振興会、東京 

81. 服部信孝 （編集・執筆）、波田野琢、梅村淳、頼高朝子、羽鳥浩三（執筆）．最新版 順

天堂大学が教えるパーキンソン病の自宅療法、2019 年 1 月 31 日、主婦の友社、東京 

82. 鈴木則宏（シリーズ監修者）、服部信孝 、下泰司、波田野琢（編集・執筆）、王子悠、濃

沼崇博、岩室宏一（執筆）．パーキンソン病診療総論 p19-24, p25-29、パーキンソン病の

治療 p138-142, 181-183, 228-233、神経内科 Clinical Questions & Pearls パーキンソン

病、総ページ数 335、2019 年 2 月 10 日、㈱中外医学社、東京 

 

（神経生物学） 
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83. Tanida I, Koike M. John Wiley & Sons Inc., Techniques for studying autophagy. 
In: Autophagy, Infection, and the Immune Response. Ed. William Jackson, 19-32; 
2014 

84. 小池正人：TEMを使った免疫電子顕微鏡法の実践,組織細胞化学 2018 (日本組織細胞

化学会編集. 学際企画, 91-107, 2018. 
 

（代謝内分泌内科） 

85. 宮塚健 , 綿田裕孝 「膵/膵島再生の最前線」（編）羽田勝計, 門脇孝, 荒木栄一『糖尿病

最新の治療 2016-2018』南江堂, 7-11, 2016 

86. 宮塚健 , 綿田裕孝 ,河盛隆造「糖代謝」（編）門脇孝, 荒木栄一, 稲垣暢也, 植木浩二郎, 

羽田勝計, 綿田裕孝『糖尿病学』西村書店, 2-7, 2015 

87. 宮塚健 , 綿田裕孝「膵臓β細胞再生研究の現状」（編）井村裕夫, 清野進, 石井秀始『膵

島の再生医療―膵 β 細胞の発生と再生をめぐる新展開―』診断と治療社, 108-112, 
2015 

 

（生化学第 1） 

88. 古賀友紹, 横溝岳彦  「ロイコトリエン」 疾患モデルの作製と利用; エル・アイ・シー 東

京 187-96 2015 

89. 横溝岳彦  「脂質メディエーター 概論」 サイトカイン・増殖因子キーワード事典; 羊土

社 東京 326-30 2015 

90. 横溝岳彦  「ロイコトリエン」 サイトカイン・増殖因子キーワード事典; 羊土社 東京
333-4 2015 

91. Koga T, Yokomizo T 「Leukotriene B4 Receptors」 Bioactive Lipid Mediators: Current 
Reviews and Protocols; Springer Tokyo 85-93 2015 

92. Okuno T, Yokomizo T 「Basic techniques for lipid extraction from tissues and cells」 
Bioactive Lipid Mediators: Current Reviews and Protocols; Springer Tokyo 331-6 2015 

93. Sasaki F, Yokomizo T 「A novel anti-FLAG monoclonal antibody useful for GPCR 
study」 Bioactive Lipid Mediators: Current Reviews and Protocols; Springer Tokyo 
409-17 2015 

94. Narumiya S, Yokomizo T, Aoki J 「Lipid mediators in inflammation」 Inflammation: 
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61. 矢野康次, 平山哲, 上野剛, 海老沼宏幸, 武城英明, 三井田孝 : 可溶性 LR11 は髄液

中高比重リポタンパクに結合しアミロイドβ蛋白のクリアランスを阻害する. 第58回日本

臨床化学会年次学術集会 2018 年 8 月 26 日 名古屋 
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次学術集会 2018 年 8 月 26 日 名古屋 

63. Kouji Yano, Tomohiko Ai, Takahiro Shiga, Wado Akamatsu, Satoshi Hirayama, Takashi 
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管イベント抑制を目指した臨床検査の役割. 第 50回日本動脈硬化学会総会・学術集会 
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胞のチロシンキナーゼ阻害薬耐性獲得機構の解明．第 65 回日本臨床検査医学会学術

集会 2018 年 11 月 15-18 日 東京 
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床検査医学会学術集会 2017 年 11 月 17 日 京都  
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83. 三井田孝 : 招待講演：いまさら聞けない脂質検査のコツ～ACS から外来患者まで～.  
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直接測定法の特徴とピットフォール. 第 16 回動脈硬化教育フォーラム 2016 年 2 月 7
日 東京 

98. 三井田孝 : 教育講演： 脂質検査を使いこなす. 第 48 回日本動脈硬化学会総会・学術

集会 2016 年 7 月 14-15 日 東京 
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学会（第 5 回） 2016 年 10 月 1-2 日 新潟 

100. 三井田孝 : シンポジウム「包括的リスク管理と JAS ガイドライン」： 脂質検査の選択と

診断. 第 48 回日本動脈硬化学会総会・学術集会 2016 年 7 月 14-15 日 東京 

101. 大和進, 中川沙織, 不破史子, 木村晋也, 平山哲, 三井田孝 : LC-MS/MS を用いた血

漿中ファルネシルピロリン酸の高感度定量. 第 26 回生物試料分析科学会年次学術集

会 2016 年 2 月 20-21 日 宜野湾 

102. 出居真由美, 田部陽子, 阿部雅明, 濱田千江子, 三宅一徳, 樋野興夫, 三井田孝 : 腹
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本臨床検査医学会学術集会 2016 年 9 月 1-4 日 神戸 
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104. 長尾侑紀, 平山哲, 笹本健太, 平山安希子, 一色美和, 宮崎修, 三井田孝 : 喫煙がコ

レステロール代謝におけるHDL成熟に及ぼす影響. 第 63回日本臨床検査医学会学術
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105. 笹本健太, 平山哲, 上野剛, 長尾侑紀, 杉原匡美, 三井田孝 : 脂質異常血清における
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LC-MS/MS を用いた血漿中ファルネシルピロリン酸の定量とガン患者検体への応用.  

日本薬学会第 136 年会 2016 年 3 月 26-29 日 横浜 

108. 関原和正、斉藤香里、三井田孝 、田部陽子：Targeting mantle cell lymphoma 

metabolism and survival through simultaneous blockade of mTOR and nuclear 

transporter exportin-1. 第 4 回がんと代謝研究会 2016 年 7 月 7-8 日 鹿児島  

109. 杉原匡美、柿木亮、村山尚、三井田孝 、櫻井隆、森本幸生、呉林 なごみ：DCM モデル

マウスにおける自発運動と強制運動による効果の相違．第 89 回日本薬理学会年会 

2016 年 3 月 11 日 横浜 

110. 三井田孝 ：シンポジウム「残余リスク」に対する治療戦略」：HDL を標的とした動脈硬化

の抑制． 第 47 回日本動脈硬化学会総会・学術集会 2015 年 7 月 10 日 仙台, 

111. Miida T：招待講演：Clinical Features and Treatment of Familial Hypercholesterolemia. 

The Satellite Symposium of the ISA 2015 in Tokyo 2015 年 5 月 21 日 東京 

112. 三井田孝 ：シンポジウム「地域・職域における動脈硬化リスクの管理」：地域・職域にお

ける脂質異常症の管理と対策. 第 15 回動脈硬化教育フォーラム 2015 年 2 月 8 日 大

阪 

113. 三井田孝：特別講演：脂質検査の標準化を考える． 第 33 回日本臨床化学会甲信越支

部総会 2015 年 6/6-7 松本 

114. 三井田孝 ：シンポジウム「残余リスクに対する治療戦略」： HDL を標的とした動脈硬化

の抑制．第 47 回日本動脈硬化学会総会・学術集会 2015 年 7 月 9-10 日 仙台 

115. 吉田 博, 三井田孝 ：プロジェクト報告（リポ蛋白検査専門委員会）：Lp(a)の臨床的有用

性と課題. 第 55 回日本臨床化学会年次学術集会 2015 年 9/6-8 吹田 
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116. 平山 哲, 三井田孝 ：シンポジウム「二次性高脂血症の原因と脂質検査値異常」： 薬剤

性脂質異常症の診断と治療. 第 62 回日本臨床検査医学会学術集会 2015 年 11 月

29-22 日 岐阜 

117. 渡部俊之, 横村 守, 石田恵梨, 佐藤耐喜, 河野正臣, 中川央充, 根間敏郎, 村野武

義, 武城英明, 三井田孝 ：トリグリセライド（TG）測定法の違いにおける脂肪組織の関与

について. 第 55 回日本臨床化学会年次学術集会 2015 年 9 月 6-8 日 吹田 
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peripheral blood stem cell therapy prior to clinical translation. 

368. 第 59 回日本形成外科学会総会・学術集会（2016/4/13-15、福岡） 

田中里佳 、水野博司 、et al. 
再生新法下における難治性潰瘍に対する次世代血管再生治療の研究再開までの道の

りと今後の展望（シンポジウム）  

369. 第 8 回日本下肢救済・足病学会学術集会（2016/5/27-28, 虎ノ門） 

門 真起子、田中里佳 、水野博司 、et al. 
細胞治療が担う創傷治癒の役割（シンポジウム） 

370. 20th Annuak Scientific Meeting of Indonesian Association of Plastic Reconstructive and 
Aesthetic Surgeons (2016/5/26-28, Makassar, Indonesia) 

Hiroshi Mizuno. The future of adipose-derived stem cells in plastic surgery 

Rica Tanaka. Vascular Stem Cells Therapy for Tissue Regenaration. (シンポジウム) 

Rica Tanaka. Instructional Course on Stem-Cell. Instructional Course, 

Rica Tanaka. Introduction to Bone Marrow Drived Stem Cells   

Rica Tanaka. Harvesting and Isolation of Bone Marrow Stem Cells 
Rica Tanaka. Clinical Application of Bone Derived Marrow Stem Cells 

371. First Indonesian International Stem Cells Conference (2016/5/28-29, Makassar, 
Indonesia) 
Rica Tanaka. Clinical Application of Bone Derived Marrow Stem Cells 

372. The 1st Makassar International Conference on Stem Cells and Regenerative Medicine 
(2016/5/28-29, Makassar, Indonesia)  

Hiroshi Mizuno. Role of adipose derived stem cells in tissue repair and regeneration 

373. 3rd Chinese Academic Conference On Adipose Plastic Surgery & Symposium On Adipose 
Transplantation (2016, Shanghai, Republic of China) 
Hiroshi Mizuno. My 15 years experiences with adipose-derived stem cells. 

374. ISSCR 2016 (2016/6/22-25, San Francisco) 

Rica Tanaka. Efficacy and safety evaluation of QQc cultured ex VIVO expanded 
peripheral blood stem cell therapy prior to clinical translation 

375. 1st Congress of Diabetic Limb Salvage in Asia (2016/7/8-9, Seoul, Korea)  

Rica Tanaka, Hiroshi Mizuno, et al. 
Next Genaration Autologous Vascular Stem Cell Therapy for Diabetic Limb Salvage. (シ
ンポジウム) 

376. 第 8 回日本創傷外科学会総会・学術集会 (2016/7/21-22、東京)   

田中里佳 、水野博司 、et al 
細胞再生治療の奥義：実用化を見据えた技術の確立 (パネルディスカッション) 

377. 第 25 回日本形成外科学会基礎学術集会 (2016/9/15-16、大阪) 
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田中里佳 、水野博司 、et al. 
血管再生治療が担う血管形成の役割とその限界 (パネルディスカッション) 

門 真起子、田中里佳 、水野博司 、et al. 
糖尿病皮膚組織 Macrophage 活性異常による創傷治癒遅延分子メカニズムの解明 

萩原 裕子、田中里佳 、水野博司 、et al. 
血管内皮前駆細胞を含む末梢血単核球の微小重力環境下における培養法の確立 

平野 理恵、田中里佳 、水野博司 、et al. 
無血清体外培養増幅膠原病マウス血管内皮前駆細胞の機能解析 

Maxim Geeroms, Rica Tanaka, Hiroshi Mizuno, et al. 
Effect of quality and quantity control cultured murine EPCs in fat grafting. 

藤村 聡、田中里佳 、向後泰司、水野博司 

形成外科領域における再生医療臨床研究の新法対応～その対策と課題 

田島聖士、田中里佳 、水野博司 、et al. 
組織再生修復における脂肪組織幹細胞の直接的効果と間接的効果 

378. ASPS 2016 (2016/9/23-27, LA, USA)  

Rica Tanaka. New Generation Peripheral Blood Stem Cell Therapy for Non-healing 

Extremity Wounds.（パネルディスカッション） 

379. 第 64 回日本心臓病学会（2016/9/23-24、東京） 

門真起子、田中里佳 、有田佳代、藤村 聡 、向後泰司、水野博司 

CLI に対する次世代型血管・組織再生治療の開発 (パネルディスカッション) 

380. 第 31 回日本臨床リウマチ学会 (2016/10/29-30、東京)   

田中里佳 、平野 理恵、播野 裕子、有田 佳代、藤村 聡、水野博司   

   難治性四肢潰瘍を対象とした新・血管組織再生治療の開発（シンポジウム） 

381. 第 21 回日本臨床毛髪学会学術集会（2016/11/26-27、横浜） 

田中里佳 、藤村 聡、水野博司 

再生医療臨床研究の新法対応～その対策と課題（招待講演） 

382. 第 16 回日本再生医療学会総会（2017/ 3/7-3/9、仙台） 

田中里佳 、藤村 聡、有田佳代、萩原裕子、平野理恵、門真起子、水野博司   

難治性四肢潰瘍患者を対象とした新規血管・組織再生治療法の開発（シンポジウム） 

萩原裕子、田中里佳 、東端 晃、小川志保、金澤成行、水野博司   

血管内皮前駆細胞の培養効率化を目指した微小重力環境下生体外増幅培養法の確立 

Geeroms M, Tanaka R, Moustapha H and Mizuno H.  

QQc cultured endothelial progenitor cells (EPC) improve the fat graft vascularization and 

survival. 
平野理恵、田中里佳 、萩原裕子、播野裕子、水野博司   

膠原病マウス無血清生体外増幅培養血管内皮前駆細胞の機能解析 

田中里佳 

アカデミアにおける再生医療研究開発の現状と対策（ランチョンセミナー） 

383. 第 60 回日本形成外科学会総会・学術集会（2017/ 4/12-4/14、大阪） 

   田中里佳 

下肢救済における次世代の血管・組織再生治療（シンポジウム） 

384. PRSC 2017（2017/ 5/4-5/7、アメリカ） 

Maxim Geeroms, Moustapha Hamdi, Hiroshi Mizuno, Rica Tanaka 

Serum-free Ex Vivo Quality and Quantity Cultured Endothelial Progenitor Cells 
Improve the Fat Graft Vascularization and Survival. 

   Hiroko Hagiwara, Akira Higashibata, Shiho Ogawa, Shigeyuki Kanazawa, Hiroshi 
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Mizuno, Rica Tanaka 

    Quality and Quantity Control Cell Culture with Microgravity increases CD34-positive 
fraction and angiogenic potential of endothelial progenitor cells. 

385. European Chapter Meeting of the Tissue Engineering and Regenerative Medicine 
International Society 2017（2017 年 スイス） 

Hiroko Hagiwara, Akira Higashibata, Shiho Ogawa, Shigeyuki Kanazawa, Hiroshi 
Mizuno, Rica Tanaka 
Quality and quantity control cell culture with microgravity for to enhance vasculogenesis 
of peropheral blood endothelial progenitor cells. 

386. 第 26 回形成外科学会基礎学術集会（2017/ 10/19-10/2、大阪） 

田中里佳 , 梅山悠伊、萩原裕子、平野理恵、藤村 聡、小川 令、水野博司 

ケロイド患者末梢血における血管内皮前駆細胞の機能評価 

田中里佳 , 沈 燕、門真起子、柿沼裕介、金澤成行、水野博司 

糖尿病性潰瘍におけるシグナルトランスダクション障害の解明（パネルディスカッショ

ン） 

門真起子, 田中里佳 、有田佳代、金澤成行、萩原裕子、水野博司 

MNC-QQ 細胞のもたらす創傷治癒促進効果の解明 

387. 第 47 回日本創傷治癒学会（2017/10/19-10/2、京都）        

田中里佳 , 門真起子、柿沼裕介、平野理恵、藤村聡、水野博司 

末梢血 MNC-QQ 細胞移植がもたらす創傷治癒学の未来（シンポジウム） 

   門真起子, 田中里佳 、有田佳代、金澤成行、萩原裕子、水野博司 

末梢血単核球無血清生体外培養細胞の In vitoro における創傷治癒促進効果 

金澤成行, 藤原貴史、馬込卓弥、市堀涼子、谷川智子、冨田興一、久保盾貴、田中

里佳 、水野博司 、細川瓦 

アルギニン（アミノ酸）の繊維芽細胞増殖作用のシグナル 
388. 10th Juntendo University in collaboration with 17th Mae Fah Luang International 

Conference in Dermatology Aesthetic Dermatology and Anti Aging Medicine 
(Bangkok, Thailand, 2018) 

Mizuno H 
Recent trends of adipose derived stem cells for skin restoration, repair and Regeneration
（招待講演） 

389. 1st Annual Scientific Meeting of REJASELINDO (Surakarta, Indonesia, 2018) 
Mizuno H 
Mechanism of adipose-derived stem cells in regenerative medicine (招待講演) 

Fat grafting in plastic and regenerative surgery（招待講演） 

390. 第 41 回日本美容外科学会総会（2018 年 東京） 

水野博司 、山下理絵、宮田成章、林 寛子 

再生医療等製品および細胞増殖因子を用いた注入療法の現状調査結果（シンポジウ

ム） 

391. 第 16 回日本フットケア学会年次学術集会（2018/2/9-2/11、福岡） 

田中里佳 

下肢救済に挑む再生医療の可能性（シンポジウム） 

    播野裕子, 田中里佳 、華藤 芳輝、田村 浩、水野博司 

当院における重症下肢虚血患者の下肢大切断症例の検討 

392. 第 17 回日本再生医療学会総会（2018/3/21-3/23、横浜） 

田中里佳 , 藤村聡、有田佳代、水野博司 
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順天堂大学における細胞調製施設運営の現状と課題（シンポジウム） 

田中里佳 , 門真起子、有田佳代、萩原裕子、柿沼祐介、平野理恵、藤村聡、水野博

司 

難治性潰瘍患者に対する四肢救済を目的とした新規血管・組織再生治療法の開発

（シンポジウム） 

萩原裕子, 田中里佳 、東端晃、小川志保、金澤成行、水野博司 

微小重力環境が血管内皮前駆細胞に及ぼす影響と効果の検証 

門真起子, 田中里佳 、有田佳代、金澤成行、萩原裕子、水野博司 

末梢血単核球無血清生体外培養細胞のもたらす創傷治癒促進効果の検証 

393. Diabetic Limb Salvage Conference 2018（2018/4/5-7、ワシントン DC） 
Rica Tanaka 
Stem Cells and Wound Healing: Are We There Yet?（招待講演） 

394. 第 61 回日本形成外科学会総会・学術集会（2018/4/11-13、博多） 

田中里佳 、門真起子、有田佳代、藤村聡、水野博司 

重症虚血肢に対する再生医療による血流と QOL リカバリーの可能性（シンポジウム） 

395. 2nd DSL in Asia（2018/7/6-7/7、ソウル） 

Rica Tanaka, Taro Fukuta, Satoshi Fujimura, Kayo Arita, Rie Hirano, Hiroshi Mizuno 

Future of Stem Cell Therapy for Diabetic Limb Salvage. Cell Therapy in Diabetic Foot
（シンポジウム） 

396. Topic 2018（2018/7/12-7/14、東京） 
Rica Tanaka 
血管新生への期待 

397. 第 10 回日本下肢救済・足病学会学術集会（2018/7/13-14、札幌） 

田中里佳 

慢性創傷の定義、創傷治癒の定義、既存治療とは何をさすか 

398. 第 5 回国際組織工学・再生医療学会 世界会議 2018（2018/9/4-/9/7、京都） 

Rica Tanaka, Taro Fukuta, Satoshi Fujimura, Kayo Arita, Rie Ito-Hirano, Hiroshi 
Mizuno 
Phase 1 Clinical trial of Autologous Quality and Quantity Cultures vascular and tissue 
regenerative cell therapy for Chronic Non-Healing Limb Ulcer（シンポジウム） 

Hiroko Hagiwara, Akira Higashibata，Shiho Ogawa，Shigeyuki, Kanazawa，Hiroshi 
Mizuno，Rica Tanaka 
Simulated microgravity promotes the angiogenic potential of endothelial progenitor 
cells in a quality- and quantity-control cellculture system 
Mizuno H  
“Plastic and Regenerative Surgery”: historical review and state-of-the-art clinical 
science（シンポジウム） 

399. 第 15 回フットケア学術セミナー（2018/10/13、函館） 

田中里佳 、福田太郎、水野博司 

Blue toe における細胞治療による血管・組織再生治療の可能性（シンポジウム） 

400. 第 27 回日本形成外科学会基礎学術集会（2018/10/18-19、東京） 

田中里佳 

培養末梢血単核球製剤を用いた難治性潰瘍の製品開発（シンポジウム） 

萩原裕子、田中里佳 、金澤成行、東端晃、小川志保、水野博司 

微小重力環境下生体外血管内皮前駆細胞増幅培養は CD34 陽性細胞数と血管再生

能を向上させる 
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401. PRS Korea 2018（2018/11/9-11/11、ソウル） 

Rica Tanaka, Tsubame Nishikai-Yan Shen, Rie Hirano, Yusuke Kakinuma, Taro 

Fukuta, Hiroshi Mizuno 
Mechanisms of wound healing and vascular regeneration by Peripheral blood Quality 
and Quantity cultured mononuclear cell therapy（シンポジウム） 

Rica Tanaka, Taro Fukuta, Satoshi Fujimura, Kayo Arita, Rie Hirano, Hiroshi Mizuno 

Stem cell therapy on chronic wounds（シンポジウム） 

402. Conference of Stem Cell Research in Chinese Plastic Surgery（2018/11/10-12、
Shenzhen） 

Rica Tanaka 
Next generation vascular and tissue generation therapy（シンポジウム） 

403. 第 48 回日本創傷治癒学会（2018/11/29-11/30、東京） 

田中里佳 、西貝燕、柿沼祐介、平野理恵、藤村 聡、水野博司 

糖尿病における皮膚再生の破綻メカニズム及び細胞移植による修復機構（ワークショ

ップ） 

福田太郎、田中里佳 、有田佳代、藤村聡、市川佑一、新行内芳明、水野博司 

難治性四肢潰瘍に対する生体外培養自己末梢血単核球を用いた血管再生治療（ワ

ークショップ） 

404. 第 13 回瘢痕・ケロイド治療研究会（2018/12/1、東京） 

田中里佳 、梅山悠伊、萩原裕子、平野理恵、藤村聡、小川令、水野博司 

ケロイド患者末梢血における血管内皮前駆細胞に機能評価（シンポジウム） 

405. 第 18 回日本再生医療学会総会（2019/3/21-3/23、神戸） 

田中里佳 、藤村聡、福田太郎、有田佳代、平野理恵、水野博司 

アカデミアで行う臨床研究のメリットと治験への橋渡し（シンポジウム） 

田中里佳 、福田太郎、有田佳代、平野理恵、藤村聡、水野博司 

虚血性潰瘍に対する新規細胞・再生治療の開発（シンポジウム） 

 

（生化学第 2） 

406. 鈴木香, 大熊真理, 長岡功 : 老化血管内皮細胞におけるLPS炎症応答の増幅効果. 第

92 回日本細菌学会総会, 北海道札幌市, Apr 23-25, 2019. 

407. 長岡功 : 機能性食品の軟骨代謝に及ぼす影響. 日本農芸化学会2019年度大会, 東京

都世田谷区, Mar 26, 2019.（招待講演） 

408. 長岡功 : 機能性食品のアスリートの軟骨代謝に及ぼす影響. 第 15回ファンクショナルフ

ード学会学術集会抄録集, 10, 第 15 回ファンクショナルフード学会学術集会, 東京都千

代田区, Jan 5, 2019. （招待講演） 

409. 長岡功 : 宿主細胞の細胞死に注目した、抗菌ペプチド LL-37 の敗血症マウスモデルに

対する効果. 第33回日本Shock学会総会, 東京都千代田区, June 30, 2018.（招待講演） 

410. 熊谷由美, 村上泰介, 桒原京子, Reich Johannes, 田村弘志, 長岡功 : 抗菌ペプチド

LL-37 による好中球細胞外小胞（エクトソーム）の産生を介したマウス敗血症の病態改

善. 第 24 回日本エンドトキシン・自然免疫研究会 プログラム・抄録集: 一般演題 33 , 

神奈川県横浜市, Dec 1, 2018. 

411. 熊谷由美, 村上泰介, 桒原京子, 射場敏明, 長岡功 : 好中球細胞外小胞の産生を介し

た LL-37 によるマウス敗血症の病態改善. 第 101回日本細菌学会関東支部総会 講演

要旨集, 54, 東京都港区, Nov 2, 2018. 

412. Kumagai Y, Murakami T, Reich J, Tamura H, Nagaoka I: Human cathelicidin peptide 

LL-37 ameliorates sepsis in a mouse model through induction of microparticles with 
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antibacterial potential from neutrophils. 2018 Joint Meeting of the Society for Leukocyte 
Biology & the International Endotoxin and Innate Immunity Society, Abstract 90, Phoenix, 

Oct 16, 2018. 

413. Murakami T, Suzuki K, Niyonsaba F, Reich J, Tamura H, Nagaoka I: MrgX2-mediated 

internalization of LL-37 and degranulation of human LAD2 mast cells. 2018 Joint 
Meeting of the Society for Leukocyte Biology & the International Endotoxin and Innate 
Immunity Society, Abstract 114, Phoenix, Oct 16, 2018. 

414. 鈴木香, 大熊真理, 長岡功 : ヒト抗菌ペプチド LL-37 による血管内皮細胞のオートファ

ジーと細胞死に対する作用. 第 91 回日本生化学会大会 プログラム 2P-297, 京都府

京都市, Sep 25, 2018. 

415. 村上泰介, 森林叔子, 鈴木香, 長岡功 : Mas-related gene X2 を介した、マスト細胞への

抗菌ペプチド LL-37 細胞内移行と脱顆粒応答. 第 91 回日本生化学会大会 プログラム 

3P-033, 京都府京都市, Sep 26, 2018. 

416. 熊谷由美，Li Yan，村上泰介，田村弘志，長岡功 : Antimicrobial peptide LL-37 induces 
microparticle release from neutrophils in a mouse sepsis model. 第 91 回日本細菌学会総

会 プログラム集 P-347, 福岡県福岡市, Mar 27-28, 2018. 

417. 鈴木香，大熊真理，長岡功 : ヒト抗菌ペプチド LL-37 による血管内皮細胞のオートフ

ァジー誘導. 第 91 回日本細菌学会総会 プログラム集 P-350, 福岡県福岡市, Mar 
27-28, 2018. 

418. Li Yan，熊谷由美，鈴木香，長岡功 : Analysis of the components of neutrophil-derived 

microparticles with antibacterial activity. 第 91 回日本細菌学会総会 プログラム集 

P-354, 福岡県福岡市, Mar 27-28, 2018. 

419. 村上泰介，鈴木香，長岡功 : Involvement of MrgX2-mediated LL-37 internalization in 

degranulation of human mast cells. 第91回日本細菌学会総会 プログラム集 P-356, 福

岡県福岡市, Mar 27-28, 2018. 

420. 細田浩司, 中村果歩, 胡忠双, 田村弘志, 長岡功 : 抗菌ペプチド LL-37 は NET 形成を

誘導して敗血症マウスモデルの生存率を改善する. 第 64 回トキシンシンポジウム予稿

集, 92-96, 神戸, Jul 12, 2017.（招待講演） 

421. 長岡功 , 細田浩司, 中村果歩, 胡忠双, 村上泰介, 鈴木香, 田村弘志: NETs 形成に注

目した、抗菌ペプチド LL-37 の敗血症マウスモデルに対する効果の検討. 第 23 回日本

エンドトキシン・自然免疫研究会 プログラム・抄録集: 一般演題 4-2, 兵庫県西宮市, 

Dec 2, 2017. 

422. 鈴木香, 長岡功 : ヒト抗菌ペプチド LL-37 は血管内皮細胞のオートファジーを活性化す

る. 第 4 回日本血管血流学会学術集会 プログラム, 14, 東京都世田谷区, Nov 26, 

2017. 

423. 鈴木香, 長岡功 : ヒト抗菌ペプチド LL-37 による肝類洞内皮細胞の LPS 取り込み促進

作用. 第 100 回日本細菌学会関東支部会総会 プログラム・抄録集, 29, 東京都板橋区, 

Sep 29, 2017. 

424. Murakami T, Suzuki K, Nagaoka I: Involvement of MrgX2 in the internalization of 
LL-37 and degranulation of LAD2 human mast cells. Society for Leukocyte Biology 

50th Annual Meeting, Poster Program Abstract 40, Vancouver, Oct 7, 2017. 

425. Nagaoka I, Hosoda H, Hu Z, Nakamura K, Murakami T, Tamura H, Reich J: 
Antimicrobial cathelicidin peptide LL-37 protects septic mice by modulating macrophage 

pyroptosis and neutrophil NETosis. Society for Leukocyte Biology 50th Annual Meeting, 

Poster Program Abstract 59, Vancouver, Oct 6, 2017. 

426. 鈴木香, 長岡功 : ヒト抗菌ペプチド LL-37 は血管内皮細胞にオートファジーを誘導する. 
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第 64 回トキシンシンポジウム予稿集, 9, 神戸, Jul 10, 2017. 

427. 村上泰介, 長岡功 : 抗菌ペプチド LL-37 によるマスト細胞脱顆粒. 第 64 回トキシンシン

ポジウム予稿集, 9, 神戸, Jul 10, 2017. 

428. 細田浩司, 中村果歩, 胡忠双, 李燕, 田村弘志, 長岡功 : 抗菌ペプチド LL-37 は NET
形成を増加させマウス CLP敗血症モデルの生存期間を延長する. 日本細菌学雑誌 72: 

148, 第 90 回日本細菌学会総会, 仙台, Mar 19-20, 2017. 

429. 村上泰介, 鈴木香, 長岡功 : Involvement of Mas-related genes X2 in the internalization 

of LL-37 into mast cells. 日本細菌学雑誌 72: 151, 第 90 回日本細菌学会総会, 仙台, 

Mar 19-20, 2017. 

430. 鈴木香, 田村弘志, 長岡功 : ヒト抗菌ペプチド LL-37 は血管内皮細胞にオートファジー

を誘導する. 日本細菌学雑誌 72: 157, 第 90 回日本細菌学会総会, 仙台, Mar 19-20, 

2017. 

431. 鈴木香: エンドトキシンによる宿主細胞応答に対する生体防御ペプチドの制御機構. 第

22 回日本エンドトキシン・自然免疫研究会 最優秀賞受賞講演, 鹿児島, Dec 3, 2016.

（受賞講演） 

432. 長岡功 , 胡忠双, 鈴木香: 敗血症の基礎研究の最前線 －生体防御ペプチドの働きと

敗血症治療への応用. 第 42 回日本熱傷学会総会・学術集会・教育講演, プログラム･

抄録集 48, 浦安, Jul 3, 2016.（教育講演） 

433. Hu Z, Suzuki K, Murakami T, Reich J, Tamura H, Nagaoka I: Neutrophil extracellular 
traps (NETs) induces the IL-1β production by macrophages in combination with 

lipopolysaccharide. 14th Biennial Meeting International Endotoxin and Innate Immunity 

Society, Abstract book PO 17, Hamburg, Sept 23, 2016. 

434. Suzuki K, Murakami T, Nagaoka I: The mechanism for a cathelicidin peptide 

LL-37-mediated LPS uptake by liver sinusoidal endothelial cells. 14th Biennial Meeting 

International Endotoxin and Innate Immunity Society, Abstract book PO 63, Hamburg, 

Sept 24, 2016. 

435. 村上泰介, 鈴木香, 森林淑子, 長岡功 : 抗菌ペプチド LL-37 によるマスト細胞の活性化

機序. 第 89 回日本生化学会大会 プログラム 3P-036, 仙台, Sep 27, 2016. 

436. Hu Zhongshuang，鈴木香，田村弘志，長岡功 : Neutrophil extracellular traps (NETs) 
induces the IL-1beta production by macrophages. 日本細菌学雑誌 71: 150, 第 89 回日

本細菌学会総会, 大阪, Mar 2016. 

437. Nagaoka I, Hu Z, Suzuki K, Tamura H: Potential effects of human antimicrobial peptide 

LL-37 on macrophage pyroptosis and sepsis 第 88 回日本薬理学会年会, プログラム 

S1F-15-4, 名古屋, Mar 2015.（特別講演） 

438. Hu Z, Suzuki K, Tamura H, Nagaoka I: NETs (neutrophil extracellular traps) induces the 
the IL-1b production by macrophages. 第 21 回日本エンドトキシン・自然免疫研究会 プ

ログラム・抄録集: 21, 東京, Dec 2015. 

439. 胡忠双, 鈴木香, 田村弘志, 長岡功 : マクロファージ系細胞における IL-1β産生に対す

る NETs (neutrophil extracellular traps)の作用. 第 38 回日本分子生物学会年会・第 88
回日本生化学会合同大会 プログラム 3P1132, 神戸, Dec 2015. 

440. 鈴木香, 村上泰介, 胡忠双, 長岡功 : 肝類洞内皮細胞による血液浄化作用に対するヒ

ト生体防御ペプチドLL-37の効果. 第2回日本血管血流学会学術集会. 抄録集, 14, 東

京, Nov 2015. 

441. Hu Z, Suzuki K, Tamura H, Nagaoka I: The role of NETs (neutrophil extracellular traps) 
in the IL-1β production by macrophages. 第 98 回日本細菌学会関東支部会総会プログ

ラム・抄録集 41, 東京, Oct 2015. 
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442. Suzuki K, Murakami T, Moribayashi T, Nagaoka I: A novel mechanism for the human 

host defense peptide LL-37-Induced mast cell degranulation. 48Th Annual Meeting of the 
Society for Leukocyte Biology -Immunity in Health and Disease, Abstract book 17, 

Raleigh, Sep 2015. 

443. Murakami T, Hu Z, Suzuki K, Tamura H, Nagaoka I: Mechanism for the 

lipopolysaccharide-induced release of high mobility group nucleosome-binding domain-1 

from murine macrophage like RAW264.7. 48Th Annual Meeting of the Society for 
Leukocyte Biology -Immunity in Health and Disease, Abstract book 85, Raleigh, Sep 

2015. 

444. Hu Z, Suzuki K, Tamura H, Nagaoka I: NETs (neutrophil extracellular traps) induce 

IL-1β production by macrophages in the presence of lipopolysaccharide. 48Th Annual 
Meeting of the Society for Leukocyte Biology -Immunity in Health and Disease, Abstract 
book 115, Raleigh, Sep 2015. 

445. 胡忠双, 村上泰介, 鈴木香, 田村弘志, 長岡功 : NETs（Neutrophil extracellular traps）と
LPS による共刺激がマクロファージからの IL-1β 放出を誘導する. 第 62 回トキシンシン

ポジウム予稿集, 11, 志摩, Jul 2015. 

446. 細田浩司, 胡忠双, 田村弘志, 長岡功 : 炎症増強因子 TREM-1 のリガンド同定の試み. 

第 62 回トキシンシンポジウム予稿集, 11, 志摩, Jul 2015. 

447. 鈴木香, 村上泰介, 長岡功 : ヒト抗菌ペプチドLL-37によるかゆみ誘発（マスト細胞の活

性化）. 第 62 回トキシンシンポジウム予稿集, 15, 志摩, Jul 2015. 

448. 村上泰介, 田村弘志, 長岡功 : LPS 刺激 RAW264.7 細胞からの HMGN1 の放出機序. 

第 26 回日本生体防御学会学術総会 講演抄録集 55, 東京, Jul 2015. 

449. Hu Z, Suzuki K, Tamura H, Nagaoka I: The role of NETs (neutrophil extracellular traps) 
in the IL-1β production by macrophages. 第 26 回日本生体防御学会学術総会 講演抄

録集 54, 東京, Jul 2015. 

450. 鈴木香, 田村弘志, 長岡功 : Cell surface HS proteoglycans mediate the uptake of 
antimicrobial peptide LL-37-LPS complex by LSECs. 日本細菌学雑誌 70: 231, 第 88
回日本細菌学会総会, 岐阜, Mar 2015. 

451. 胡忠双, 鈴木香, 田村弘志, 長岡功 : NETs (neutrophil extracellular traps) induce the 

IL-1β production by macrophages. 日本細菌学雑誌 70: 232, 第 88 回日本細菌学会総

会, 岐阜, Mar 2015. 

452. 鈴木香, 村上泰介, 胡忠双, 細田浩司, 長岡功 : Cathelicidin ファミリーの抗菌ペプチド

LL-37 によるエンドトキシン除去作用. 第 20 回日本エンドトキシン・自然免疫研究会 プ

ログラム・抄録集: 45, 東京, Dec 2014.（招待講演） 

453. 長岡功 : 機能性ペプチド（特に生体防御ペプチド）の構造と多様性. ペプチド研究の新

潮流. “未来へのバイオ技術”勉強会. バイオインダストリー協会（JBA）バイオセミナー

シリーズ. 東京, Nov 2014.（特別講演） 

454. 長岡功 , 鈴木香: ヒト抗菌ペプチド LL-37 による血管内皮細胞の LPS に対する反応性

の制御. 第 1 回日本血管血流学会学術集会. 抄録集, 3, 東京, Nov 2014.（招待講演） 

455. Suzuki K, Hu Z, Tamura H, Nagaoka I: Human host defense peptide LL-37 enhances the 

LPS uptake by endothelial cells without cell activation: a possible role in the LPS 

clearance. Joint Meeting of the Society for Leukocyte Biology and the International 
Endotoxin and Innate Immunity Society, Abstract book S25, Salt Lake City, Oct 2014.（招

待講演） 

456. 鈴木香, 胡忠双, 田村弘志, 長岡功 : 血管内皮細胞による LPSの取り込みに対するヒト

抗菌ペプチド LL-37 の促進作用. 第 61 回トキシンシンポジウム予稿集, 68-72, 鳴門, 
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Sep 2014.（招待講演） 

457. 胡忠双, 村上泰介, 鈴木香, 田村弘志, 長岡功 : 抗菌ペプチド LL-37 によるマクロファ

ージのピロトーシス制御. 第 20 回日本エンドトキシン・自然免疫研究会 プログラム・抄

録集: 22, 東京, Dec 2014. 

458. 多田浩之, 松下健二, 長岡功 , 高田春比古: Porphyromonas gingivalis ジンジパインは

IL-33 誘導を介してヒト歯肉上皮細胞の CAP18/LL-37 産生をダウンレギュレーションす

る. 第 20 回日本エンドトキシン・自然免疫研究会 プログラム・抄録集: 52, 東京, Dec 
2014. 

459. Hu Z, Murakami T, Suzuki K, Tamura H, Nagaoka I: Antimicrobial peptide LL-37 

inhibits pyroptosis of macrophages and protects sepsis in a murine model. Joint Meeting of 
the Society for Leukocyte Biology and the International Endotoxin and Innate Immunity 
Society, Abstract book S57, Salt Lake City, Oct 2014. 

460. 細田浩司, 田村弘志, 長岡功 : C/EBP転写調節遺伝子群によるヒト単球・マクロファージ

系細胞における TREM-1 の転写制御. 生化学 86: 187, 第 87 回日本生化学会大会, 

京都, Oct 2014. 

461. 村上泰介, 田村弘志, 長岡功 : LPS 刺激によるマクロファージ細胞からの HMGN1 の放

出機構. 生化学 86: 188, 第 87 回日本生化学会大会, 京都, Oct 2014. 

462. 胡忠双, 村上泰介, 鈴木香, 田村弘志, 長岡功 : 抗菌ペプチド LL-37 によるマクロファ

ージの細胞死ピロトーシスの制御. 第 61 回トキシンシンポジウム予稿集, 41-43, 鳴門, 

Sep 2014. 

463. 胡忠双, 村上泰介, 鈴木香, 田村弘志, 長岡功 : マクロファージの pyroptosis に対する

抗菌ペプチド LL-37 の効果. 第 23 回日本 Cell Death 学会学術集会プログラム・抄録集: 

59, 東京, Jul 2014. 

464. Hu Z, Murakami T, Suzuki K, Tamura H, Nagaoka I: The effects of LL-37 on the 

LPS/ATP-induced pyroprosis of macrophages and a murine sepsis model. 日本細菌学会

雑誌 69: 137, 第 87 回日本細菌学会総会, 東京, Mar 2014. 

465. Suzuki K, Nagaoka I: Antimicrobial peptide LL-37 enhances the LPS uptake without cell 
activation in endothelial cells. 日本細菌学会雑誌 69: 185, 第 87 回日本細菌学会総会, 

東京, Mar 2014. 

466. Hu Z, Murakami T, Suzuki K, Tamura H, Nagaoka I: The effects of antimicrobial peptide 

LL-37 on the pyroptosis of macrophages and a polymicrobial sepsis model. The 12th 

Japan-Korea International Symposium on Microbiology 2014, Program & Abstracts 58, 

Tokyo, Mar 2014. 

467. Suzuki K, Tamura H, Nagaoka I: Human antimicrobial peptide LL-37 enhances the LPS 

uptake without cell activation in endothelial cells. The 12th Japan-Korea International 
Symposium on Microbiology 2014, Program & Abstracts 59, Tokyo, Mar 2014. 

468. Murakami T, Tamura H, Nagaoka I: Characterization of release mechanism of HMGN1, 

an alarmin, from LPS-stimulated RAW264.7 cells. The 12th Japan-Korea International 
Symposium on Microbiology 2014, Program & Abstracts 64, Tokyo, Mar 2014. 

469. Hosoda H, Tamura H, Nagaoka I: Regulation of TREM-1 gene expression in 

LPS-stimulated human monocytes/macrophages. The 12th Japan-Korea International 
Symposium on Microbiology 2014, Program& Abstracts 65, Tokyo, Mar 2014. 

 

（免疫学） 

470. Tanabe Y, Akiba H, Harada N, Matsuno K, Ito J, Takahashi K, Miyake S: Circulating 

levels of soluble TIM-4 in the patients with asthma. 第 47 回日本免疫学会学術集会, 
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2018(12 月・福岡) 

471. Hoshino Y, Noto D, Yokoyama K, Hattori N, Miyake S: Immunophenotyping of PMBC 

from patients with multiple sclerosis and neuromyelitis optica spectrum disorder. 第 47
回日本免疫学会学術集会, 2018 (12 月・福岡) 

472. Nomura A, Noto D, Murayama G, Chiba A, Miyake S: Expansion of TLR7 expressing 

monocyte derived cells in imiquimod-induced lupus model. 第 47 回日本免疫学会学術

集会, 2018 (12 月・福岡) 

473. Murayama G, Chiba A, Makiyama A, Yamaji K, Tamura N, Miyake S: Enhanced TLR7 

and STING pathways in systemic lupus erythematosus. 第 47 回日本免疫学会学術集会, 

2018 (12 月・福岡) 

474. Makiyama A, Chiba A, Muramaya G, Yamaji K, Tamura N, Miyake S: Expansion of 
peripheral helper T cell are associated with disease activity and B cell differentiation in 
systemic lupus erythematosus. 第 47 回日本免疫学会学術集会, 2018 (12 月・福岡) 

475. Chiba A, Murayama G, Mizuno T, Amano H, Hirose S, Yamaji K, Tamura N, Miyake S: 

MAIT cells as a new therapeutic target for systemic lupus erythematosus. 第 47 回日本免

疫学会学術集会, 2018 (12 月・福岡) 

476. 牧山彩子、千葉麻子、村山豪、山路健、田村直人、三宅幸子 . 全身性エリテマトーデス

患者における peripheral helper T 細胞の解析.  第 46 回日本臨床免疫学会総会, 2018 

(11 月・軽井沢） 

477. 村山豪、千葉麻子、水野智弘、天野浩史、廣瀬幸子、山路健、田村直人、三宅幸子 . 

全身性エリテマトーデス新規治療標的としての MAIT 細胞.  第 46 回日本臨床免疫学

会総会, 2018 (11 月・軽井沢） 

478. 村山豪、千葉麻子、牧山彩子、山路健、田村直人、三宅幸子 . 全身性エリテマトーデス

における I 型インターフェロン過剰産生機構の解析. 第 46 回日本臨床免疫学会総会, 

2018 (11 月・軽井沢） 

479. 三宅幸子： 腸内細菌叢による炎症修飾. 第 46 回日本臨床免疫学会総会 (招待講演), 

2018 (11 月・軽井沢） 

480. 三宅幸子 ：腸内環境と中枢神経炎症．第 37 回日本認知症学会学術集会(招待講演), 

2018 (10 月・札幌) 

481. 能登大介、星野泰延、陈通、水野美歩、三宅幸子. Gut microbiota and their metabolites 
affect cuprizone-induced demyelination. 第 59 回日本神経学会学術大会, 2018 (5 月・

札幌) 

482. 星野泰延、能登大介、横山和正、Davide Cossu、服部信孝、三宅幸子. 多発性硬化症

と視神経脊髄炎患者の末梢血におけるリンパ球サブセットの解析. 第 59 回日本神経学

会学術大会, 2018 (5 月・札幌) 

483. 三宅幸子 ：ＳＬＥの基礎研究. Lupus Erythematosus Expert Meeting (招待講演),2018 (5
月・東京)  

484. 三宅幸子 ：腸内細菌と自己免疫疾患．第 14 回城南地区リウマチ研究会(招待講演), 

2018 (5 月・東京) 

485. 三宅幸子 ：自然リンパ球と自己免疫疾患．第 43 回大阪リウマチカンファレンス(招待講

演), 2018 (4 月・東京)  

486. 松崎紘佑、小川文昭、三宅幸子. プロテオーム解析からHLA-B27の機能を探る．第62
回日本リウマチ学会総会・学術集会, 2018 (4 月・東京) 

487. 村山豪、千葉麻子、天野浩文、山路健、田村直人、三宅幸子. ループスモデルにおけ

る MAIT 細胞に関する解析．第 62 回日本リウマチ学会総会・学術集会, 2018 (4 月・東
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京) 

488. 村山豪、千葉麻子、山路健、田村直人、三宅幸子. 全身性エリテマトーデスｐDC の

interferon-α 過剰産生と TLR7 の局在変化．第 62 回日本リウマチ学会総会・学術集会, 

2018 (4 月・東京) 

489. 牧山彩子、千葉麻子、村山豪、山路健、田村直人、三宅幸子. 全身性エリテマトーデス

患者における peripheral helper T 細胞（TPH）の解析．第 62 回日本リウマチ学会総会・

学術集会, 2018 (4 月・東京) 

490. 村山豪、千葉麻子、牧山彩子、山路健、田村直人、三宅幸子 . 全身性エリテマトーデス

における STING 経路を介した骨髄系細胞の interferon-α産生増加．第 62 回日本リウ

マチ学会総会・学術集会, 2018 (4 月・東京) 

491. 三宅幸子：Tissue specific immune-regulation. 第46回日本免疫学会学術集会 (招待講

演) , 2017 （12 月・仙台） 

492. Chiba A, Kamei M, Nagaishi T, Haga K, Miyake S: MAIT cells exacerbate the disease 

course of oxazolone colitis. 第 46 回日本免疫学会学術集会, 2017 （12 月・仙台） 

493. Murayama G, Chiba A, Amano H, Yamaji K, Tamura N, Miyake S: Role of 
Mucosal-associated invariant T cells in lupus pathogenesis. 第 46 回日本免疫学会学術

集会, 2017 （12 月・仙台） 

494. Kamei M, Chiba A, Nagaishi T, Haga K, Miyake S: MAIT cells exacerbate the disease 

course of oxazolone colitis. 第 46 回日本免疫学会学術集会, 2017 （12 月・仙台） 

495. Nomura A, Noto D, Murayama G, Chiba A, Miyake S: Comparative analysis of 
neuroinflammation in Lupus-prone mice. 第46回日本免疫学会学術集会, 2017 （12月・

仙台） 

496. Isshiki T, Akiba H, Nakayama M, Harada N, Okumura K, Miyake S: Anti-TIM3 treatment 
exacerbates pulmonary inflammation and fibrosis in mice. 第 46 回日本免疫学会学術集

会, 2017 （12 月・仙台） 

497. 小川文昭、三宅幸子 . ミクログリアはミエリン-シナプスそれぞれの貪食時に異なる反応

性を示す. 2017 年度生命科学系学会合同年次大会, 2017 （12 月・神戸） 

498. 三宅幸子 ：腸管免疫についての概説．第 21 回日本適応医学会学術集会 (招待講演), 

2017 （12 月・東京) 

499. 三宅幸子：リウマチ治療薬を使いこなすための免疫学．第21回田園都市リウマチフォー

ラム (招待講演), 2017 (10 月・横浜) 

500. 星野泰延、能登大介、横山和正、コッスダビデ、服部信孝、三宅幸子 . 多発性硬化症・

視神経脊髄炎患者の未梢血における骨髄系細胞の解析. 第 29 回日本神経免疫学会

学術集会, 2017 (10 月・札幌) 

501. 村山豪、千葉麻子、山路健、田村直人、三宅幸子 . ループスモデルにおける MAIT 細

胞の解析．第 45 回日本臨床免疫学会総会, 2017 (9 月・東京) 

502. 三宅幸子：腸内細菌と炎症性疾患について．第 25回相模原リウマチ研究会(招待講演), 

2017 (5 月・神奈川) 

503. 野村篤史、村山豪、千葉麻子、三宅幸子 . FcγRⅡB-/-Yaa マウスにおける中枢神経免疫

病態-新たな精神神経ループスモデルの可能性．第 61 回日本リウマチ学会総会・学術

集会, 2017 (4 月・福岡) 

504. 林絵利、千葉麻子、多田久里守、山路健、田村直人、三宅幸子 . 強直性脊椎炎におけ

る MAIT 細胞の関与について. 第 61 回日本リウマチ学会総会・学術集会, 2017 (4 月・

福岡) 

505. 村山豪、千葉麻子、天野 浩文、山路健、田村直人、三宅幸子 . ループスモデルにおけ

る MAIT 細胞に関する解析．第 61 回日本リウマチ学会総会・学術集会, 2017(4 月・福
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506. Kamei M, Chiba A, Nagaishi T, Haga K, Miyake S: MAIT cells exacerbate the disease 

course of oxazolone colitis. 第 45 回日本免疫学会, 2016（12 月・沖縄） 

507. Isshiki T, Akiba H, Nakayama M, Harada N, Okumura K, Miyake S: TIM-3 regulates 
pulmonary fibrosis through apoptotic cell clearance. 第 45 回日本免疫学会, 2016（12 月・

沖縄） 

508. Nomura A, Noto D, Murayama G, Chiba A, Miyake S: Innate immune response in the 
brain of lupus-prone FcyR Ⅱ B-/-Yaa mice-implication to the mechanism of 
neuropsychiatric SLE. 第 45 回日本免疫学会, 2016（12 月・沖縄） 

509. Murayama G, Chiba A, Amano H, Yamaji K, Tamura N, Miyake S: Role of 
Mucosal-associated Invariant T(MAIT) Cells In Lupus Dermatitis. 第 45 回日本免疫学

会, 2016（12 月・沖縄） 

510. Toda H, Murayama G, Chiba A, Miyake S: Protective role of mucosal-associated invariant 
T Cells in an imiquimod-induced psoriasis model. 第 45 回日本免疫学会, 2016（12 月・

沖縄） 

511. 三宅幸子：リウマチの治療薬を理解するための免疫学．第1回自己免疫セミナー (招待

講演), 2016 (11 月・東京) 

512. 三宅幸子 ：腸と免疫．第 3 回 JCR ベーシックリサーチカンファレンス (招待講演), 2016 
(10 月・東京) 

513. 三宅幸子：免疫応答を制御する免疫システムと免疫療法への応用．第 23 回日本輸血・

細胞治療学会秋季シンポジウム(招待講演), 2016 (10 月・石川) 

514. 三宅幸子 ：炎症性疾患と MAIT 細胞．第 44 回日本臨床免疫学会総会 (招待講演), 

2016 (9 月・東京) 

515. 村山豪、千葉麻子、山路健、田村直人、三宅幸子 . ループスモデルにおける MAIT 細

胞に関する解析．第 44 回日本臨床免疫学会総会, 2016 (9 月・東京) 

516. 三宅幸子 ：腸管での免疫調節と炎症性疾患．第 34 回日本骨代謝学会学術集会/第 3
回アジア太平洋骨代謝学会議 (招待講演), 2016 (7 月・大阪) 

517. 三宅幸子 ：自己免疫疾患と腸内細菌．第 20 回腸内細菌学会、(招待講演) 2016 (6 月・

東京) 

518. 三宅幸子 ：多発性硬化症における腸内細菌叢解析. 第 57 回日本神経学会学術大会 

(招待講演), 2016 (5 月・神戸) 

519. 能登大介、佐藤和貴郎、荒木学、三宅幸子 、林幼偉、岡本智子、村田美穂、山村隆. 

Investigator-Initiated Clinical Trail(first-in-human,PhaseⅠ)of invariant NKT cell ligand 

OCH. 第 57 回日本神経学会学術大会, 2016 (5 月・神戸) 

520. 門脇淳、三宅幸子 、佐賀亮子、千葉麻子、望月秀樹、山村隆.Gut intraepithelial myelin 

responsive CD4+T cells suppress CNS autoimmunity via LAG-3. 第 57 回日本神経学会

学術大会, 2016 (5 月・神戸) 

521. 池口亮太郎、佐藤和貴郎、岡本智子、村田美穂、清水優子、北川一夫、山村隆、三宅

幸子 ．慢性炎症性脱髄性多発神経炎における自然リンパ球に関する研究．第 57 回日

本神経学会学術大会, 2016 (5 月・神戸) 

522. 雑賀玲子、佐久間啓、能登大介、佐賀亮子、山口修平、山村隆、三宅幸子 . 

MicroRNA-101a regulates microglial morphology and phenotype. 第57回日本神経学会

学術大会, 2016 (5 月・神戸) 

523. 三宅幸子：リウマチ医のための免疫学 ABC 日本リウマチ学会総会・学術集会 (招待講

演), 2016 (4 月・横浜) 

524. 千葉麻子、田村直人、村山豪、北垣内みえ、山路健、高崎芳成、三宅幸子．MAIT細胞
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の活性化状態は全身性エリテマトーデスの疾患活動性と病態を反映している．第 60 回

日本リウマチ学会総会・学術集会, 2016 (4 月・横浜) 

525. 村川洋子、村島温子、金子佳代子、中川夏子、船久保ゆう、中島亜矢子、阿部麻美、窪

田綾子、河野肇、三輪裕介、住田孝之、原岡ひとみ、三宅幸子 、宮前多佳子．日本リウ

マチ学会男女共同参画委員会の取り組み-男女共同参画に関するアンケート結果につ

いてⅡ．第 60 回日本リウマチ学会総会・学術集会, 2016 (4 月・横浜) 

526. 林絵利、千葉 麻子、多田 久里守、山路 健、田村 直人、髙崎 芳成、三宅 幸子 ．

強直性脊椎炎における MAIT 細胞の解析．第 113 回日本内科学会総会・講演会、2016 
(4 月・東京) 

527. 三宅幸子 ：腸管免疫と自己免疫疾患について．自己免疫疾患を考える会 (招待講演), 

2016 (4 月・長崎) 

528. 三宅幸子 ：自己免疫と腸管免疫．腸管免疫から関節リウマチを考える会 (招待講演), 

2016 (4 月・福島) 

529. 三宅幸子 ：よくわかる免疫学．第 12 回 MS NMO フォーラム (招待講演), 2015 (12 月・

東京)  

530. 三宅幸子 ：免疫の基礎と最近のトピックス～腸内環境と免疫～．第 2 回 Ichinomiya RA 

Network Seminar (招待講演), 2015 (12 月・愛知)  

531. 三宅幸子：多発性硬化症と腸管免疫．第 38 回日本分子生物学会年会・第 88 回日本生

化学会大会 合同大会 (招待講演), 2015 (12 月・神戸) 

532. Nakajima A, Habu S, Miyake S: The effect of dietary fiber during pregnancy on 

Foxp3+Tregs of offspring. The 44th Annual Meeting of The Japanese Society for 
Immunology, 2015 (11 月・札幌)  

533. Lin Y, Miyake S, Yamamura T: Hybrid Treg possessed high antigen-specificity and 

stabilized in under antigen stimulation. The 44th Annual Meeting of The Japanese Society 

for Immunology,2015 (11 月・札幌)  

534. Noto D, Araki M, Sato W, Lin Y, Miyake S, Yamamura T:First-in-Human phase 1 study 

of invariant NKT cell ligand OCH. The 44th Annual Meeting of The Japanese Society for 
Immunology,2015 (11 月・札幌) 

535. Kadowaki A, Saga R, Sato W, Lin Y, Miyake S, Yamamura T: Regulation of CNS 

autoimmune diseases by the gut specific CD4+T cells. The 44th Annual Meeting of The 
Japanese Society for Immunology,2015 (11 月・札幌) 

536. Saika R, Sakuma H, Noto D, Saga R, Yamamura T, Miyake S: MicroRNA-101a regulates 
microglial morphology and inflammation. The 44th Annual Meeting of The Japanese 

Society for Immunology,2015 (11 月・札幌) 

537. Haga K, Chiba A, Miyake S: MAIT cells are activated and accumulated in the inflamed 

mucosa of ulcerative colitis. The 44th Annual Meeting of The Japanese Society for 
Immunology, 2015 (11 月・札幌) 

538. Sakaguchi K, Kawasaki A, Kamachi F, Chiba A, Akiba H, Shimizu T, Miyake S: Breast 
milk conditions intestinal immune system and gut barrier of the infant. The 44th Annual 
Meeting of The Japanese Society for Immunology, 2015 (11 月・札幌) 

539. Kamachi F, Isshiki T, Harada N, Akiba H, Miyake S: ICOS promotes group 2 innate 
lymphoid cell activation in lungs. The 44th Annual Meeting of The Japanese Society for 
Immunology, 2015 (11 月・札幌) 

540. Chiba A, Murayama G, Tamura N, Takasaki Y, Miyake S: Hyperactivation of MAIT cells 
due to activation potency of lupus monocytes.   The 44th Annual Meeting of The Japanese 

Society for Immunology, 2015(11 月・札幌) 



（様式 2） 

 

法人番号 131025 

プロジェクト番号 S1411007 

 

541. 三宅幸子 ：腸管在住リンパ球による免疫調節．第 15 回難治性免疫疾患先端治療開発

研究会 (招待講演) , 2015(11 月・東京) 

542. 三宅幸子 ：腸内細菌叢と自己免疫. 第 43 回日本臨床免疫学会総会 (招待講演) , 

2015(10 月神戸) 

543. 門脇淳、佐賀亮子、佐藤和貴郎、林幼偉、三宅幸子 、山村隆.腸管特異的 CD4+T 細胞

による中枢神経炎症疾患の制御. 第 43 回日本臨床免疫学会総会, 2015(10 月神戸) 

544. 芳賀慶一、千葉麻子、澁谷智義、長田太郎、石川大、小谷知弘、渡辺純夫、三宅幸子 .

潰瘍性大腸炎における MAIT 細胞に関する検討. 第 43 回日本臨床免疫学会総会, 

2015(10 月神戸) 

545. 雑賀玲子、佐久間啓、能登大介、佐賀亮子、山口修平、山村隆、三宅幸子 .miR-101a
はMAPK phosphatase-1を標的とし、ミクログリア様細胞の分化と活性化を調節する. 第

43 回日本臨床免疫学会総会, 2015(10 月神戸) 

546. 三宅幸子 ：免疫の基礎と最近のトピックス～腸管免疫の話題. 第 15 回仙台 MS セミナ

ー (招待講演) , 2015(10 月・仙台) 

547. 三宅幸子 ：腸内細菌と自己免疫疾患. 日本大学大学院医学研究科特別講義(招待講

演), 2015(10 月・東京) 

548. 三宅幸子 ：腸管免疫による自己免疫調整. リウマチ膠原病・よつやセミナー(招待講演), 

2015(9 月・東京) 

549. 三宅幸子 ：腸管免疫と多発性硬化症．第 13 回岩手県神経免疫疾患セミナー(招待講

演), 2015(9 月・盛岡) 

550. 門脇淳、佐賀亮子、佐藤和貴郎、林幼偉、三宅幸子、山村隆．腸管特異的CD4+T細胞

による中枢神経炎症性疾患の制御．第 27 回日本神経免疫学会学術集会, 2015(9 月・

岐阜) 

551. 佐久間啓、鈴木智典、五十嵐鮎子、神山邦子、林雅晴、三宅幸子 ．CD11b 陽性細胞を

除去した混合グリア培養におけるミクログリアの再増殖．第 27 回日本神経免疫学会学

術集会, 2015(9 月・岐阜) 

552. 雑賀玲子、佐久間啓、能登大介、佐賀亮子、山口修平、山村隆、三宅幸子 . miR-101a
はミクログリア様細胞の分化と M1M2 シフトを調節する. 第 27 回日本神経免疫学会学

術集会, 2015(9 月・岐阜) 

553. 三宅幸子 ：腸管免疫と神経炎症. 千里ライフサイエンスセミナー (招待講演), 2015 (7
月・大阪) 

554. 千葉麻子、三宅幸子 ．11 カラーフローサイトメーターを用いたヒト末梢血単核球の解析. 

第 25 回日本サイトメトリー学会学術集会 (招待講演), 2015 (7 月・東京) 

555. 三宅幸子：腸管免疫と自己免疫. 第 6 回東京千葉免疫研究会，(招待講演) 2015 (6 月・

千葉) 

556. 中村雅一、荒木学、松岡貴子、佐藤和貴郎、林幼偉、岡本智子、村田美穂、荒浪利昌、

三宅幸子 、山村隆. Mechanistic insight into IL-6 signal blockade therapy for multiple 

sclerosis. 第 56 回日本神経学会学術大会, 2015 (5 月・新潟) 

557. 雑賀玲子、 佐久間啓、 能登大介、山村隆、三宅幸子 . IL-34 induces differentiation of 
micloglia-like cell from hematopoietic cells. 第 56 回日本神経学会学術大会, 2015 (5
月・新潟) 

558. 林幼偉、 三宅幸子、山村隆. Inverse vaccination for multiple sclerosis model by superior 
dominant peptide. 第 56 回日本神経学会学術大会, 2015 (5 月・新潟) 

559. 能登大介、荒木学、佐藤和貴郎、林幼偉、岡本智子、村田美穂、三宅幸子 、山村隆. 

免疫修飾薬OCHの医師主導治験におけるバイオマーカー解析. 第 56回日本神経学会

学術大会, 2015 (5 月・新潟) 
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560. 三宅幸子 ：リウマチ医のための免疫学 ABC.第 59 回日本リウマチ学会総会・学術集会 

(招待講演), 2015 (4 月・名古屋) 

561. 三宅幸子：腸管免疫と自己免疫.第 59 回日本リウマチ学会総会・学術集会 (招待講演), 

2015 (4 月・名古屋) 

562. 林絵利、千葉麻子、北垣内みえ、中嶋志穂子、草生真規雄、関谷文男、多田久里守、

小笠原倫大、山路健、田村直人、高崎芳成、三宅幸子 . MAIT 細胞の慢性炎症性関節

炎における関与について. 第 59 回日本リウマチ学会総会・学術集会, 2015 (4 月・名古

屋) 

563. 中嶋志穂子、千葉麻子、林絵利、北垣内みえ、草生真規雄、今高之、関谷文男、小笠

原倫大、山路健、田村直人、高崎芳成、三宅幸子 .リウマチ性多発筋痛症における自然

リンパ球. 第 59 回日本リウマチ学会総会・学術集会, 2015 (4 月・名古屋) 

564. 北垣内みえ、千葉麻子、中嶋志穂子、林絵利、山路健、田村直人、高崎芳成、三宅幸

子 . 全身性エリテマトーデス患者における免疫担当細胞と CCR5 の解析. 第 59 回日本

リウマチ学会総会・学術集会, 2015 (4 月・名古屋) 

565. 三宅幸子 ：腸管免疫と自己免疫－関節リウマチを予防できるか？－.バイオ・クリニカル

カンファレンス (招待講演) , 2015 (3 月・東京) 

566. 三宅幸子 ：腸内細菌による免疫調節.第 33 回日本耳鼻咽喉科免疫アレルギー学(招待

講演), 2015 (2 月・東京) 

567. 三宅幸子：腸管免疫による自己免疫調節.多発性硬化症講演会 in KANSAI(招待講演), 

2015 (2 月・大阪) 

568. 三宅幸子 ：ＭＳにおけるＢ細胞の役割.第 11 回多発性硬化症/視神経脊髄炎フォーラム 

(招待講演), 2014(12 月・東京) 

569. 三宅幸子 ：ヒトの免疫性疾患に関与する免疫細胞の解析.ヒューマンイムノロジーフォー

ラム(招待講演), 2014(12 月・京都) 

570. 三宅幸子 ：AS の免疫病態. 高知 AS カンファレンス(招待講演), 2014(12 月・高知) 

571. Lin Y, Miyake S, Yamamura T: Inverse vaccination for autoimmune diseases by 
sensitization of superior dominant peptide through efficient induction of functionally 
stable regulatory T cells possessing high antigen-specificity. The 43rd Annual Meeting of 
The Japanese Society for Immunology, 2014(12 月・京都) 

572. Kadowaki A, Miyake S, Chiba A, Saga R, Yamamura T: Regulation of organ specific 

autoimmunity by gut resident T cells.The 43rd Annual Meeting of The Japanese Society for 
Immunology, 2014(12 月・京都) 

573. Nakajima A, Negishi N, Tsurui H, Nanno M, Yagita H, Okumura K, Miyake S, Habu 

S :Commensal bacteria regulate thymic Aire expression. The 43rd Annual Meeting of The 
Japanese Society for Immunology, 2014(12 月・京都) 

574. Chiba A, Tamura N, Takasaki Y, Miyake S: Involvement of MAIT cells in human 

autoimmune diseases.   The 43rd Annual Meeting of The Japanese Society for 
Immunology, 2014(12 月・京都) 

575. Iwabushi K, Shimano K, Satoh M, Gilfillan S, Miyake S, Van Kaer Luc, Yamamura T:  

Atherosclerotic lesion development in CD1d/MR1/apolipoprotein E-deficient mice. The 

43rd Annual Meeting of The Japanese Society for Immunology, 2014(12 月・京都)   

576. 三宅幸子：腸内細菌による免疫調節－最近の話題－.第 11 回順天堂 Kampo 先端治療

研究会 (招待講演), 2014(10 月・東京) 

577. 三宅幸子 ：腸管免疫による自己免疫制御.第 41 回日本小児栄養消化器肝臓学会(招待

講演), 2014(10 月・東京) 

578. 三宅幸子 ：自己免疫疾患における腸内細菌糞解析.第 42 回日本臨床免疫学会総会(招
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待講演) , 2014(9 月・東京) 

579. 北垣内みえ、千葉麻子、林絵利、中嶋志穂子、多田久里守、田村直人、山路健、高崎

芳成、三宅幸子 . 関節リウマチ患者における自然リンパ球の解析. 第 42回日本臨床免

疫学会総会, 2014(9 月・東京) 

580. 門脇淳、三宅幸子、千葉麻子、佐賀亮子、山村隆.腸管 T 細胞による自己免疫制御. 第

42 回日本臨床免疫学会総会, 2014(9 月・東京) 

581. 三宅幸子 ：自然免疫 ABC.第 26 回日本神経免疫学会学術集会 (招待講演) , 2014(9
月・金沢) 

582. 能登大介、荒木学、佐藤和貴郎、岡本智子、村田美穂、三宅幸子 、山村隆.多発性硬化

症を対象とした免疫修飾薬 OCH の医師主導治験. 第 26 回日本神経免疫学会学術集

会, 2014(9 月・金沢) 

583. 門脇淳、三宅幸子、千葉麻子、山村隆.腸管ミエリン反応性T細胞は実験的自己免疫性

脳脊髄炎（EAE）を LAG-3 によって制御する. 第 26 回日本神経免疫学会学術集会, 

2014(9 月・金沢) 

584. 三宅幸子 ：NKT 細胞を標的とした自己免疫制御.第 16 回免疫サマースクール (招待講

演) , 2014(7 月・香川) 

585. 三宅幸子 ：自然リンパ球と自己免疫.第 9 回リウマチヤングアカデミー (招待講演), 

2014(7 月・北海道)  

586. 三宅幸子：腸管免疫による自己免疫制御.第 29回難病治療研究会 (招待講演) , 2014(7
月・東京) 

587. 林絵利、千葉麻子、北垣内みえ、中嶋志穂子、草生真規夫、関谷文男、多田久里守、

山路健、田村直人、髙崎芳成、三宅幸子 . 関節リウマチと強直性脊椎炎における免疫

病態の相違に関する研究. 第 35 回日本炎症・再生医学会, 2014(7 月・沖縄) 

588. 中村雅一、松岡貴子、荒木学、林幼偉、佐藤和貴郎、岡本智子、村田美穂、下地啓五、

佐藤典子、三宅幸子 、荒浪利昌、山村隆. 再発寛解型多発性硬化症病態における

IL-6 依存性プラズマブラストの関与. 第 55 回日本神経学会学術大会, 2014(5 月・福岡) 

589. 門脇淳、三宅幸子、千葉麻子、山村隆.腸管のミエリン反応性T細胞は実験的自己免疫

性脳脊髄炎（EAE）を制御する. 第 55 回日本神経学会学術大会, 2014(5 月・福岡) 

590. 荒木学、松岡貴子、宮本勝一、楠進、岡本智子、村田美穂、三宅幸子、荒浪利昌、山村

隆.視神経脊髄炎に対する抗 IL-6 受容体抗体トシリズマブ治療の有効性の検討. 第 55
回日本神経学会学術大会, 2014(5 月・福岡) 

591. 荒木学、佐藤和貴郎、岡本智子、村田美穂、三宅幸子 、山村隆.多発性硬化症を対象と

した免疫修飾薬 OCH の医師主導治験. 第 55 回日本神経学会学術大会, 2014(5 月・福

岡) 

592. 三宅幸子：リウマチ医のための免疫学 ABC.第 58 回日本リウマチ学会総会・学術集会 

(招待講演), 2014(4 月・東京) 

593. 林絵利、千葉麻子、多田久里守、山路健、田村直人、高崎芳成、三宅幸子 .強直性脊椎

炎患者における免疫細胞の解析. 第 58 回日本リウマチ学会総会・学術集会, 2014(4
月・東京) 

594. 三宅幸子、千葉麻子.NKT細胞による自己免疫疾患の制御. 第 58回日本リウマチ学会

総会・学術集会, 2014(4 月・東京) 

595. 三宅幸子 ：腸管免疫による自己免疫調節.第 10 回埼玉 MS 治療研究会 (招待講演), 

2014(4 月・埼玉) 

596. 三宅幸子 ：腸管免疫による自己免疫調節.第 21 回自己抗体と自己免疫シンポジウム 

(招待講演), 2014 (4 月・東京)  
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（脳神経内科） 
597. Eguchi H, Imaizumi M, Funayama M, Hatano T, Saiki S, S. Sato S , Imai Y, Miwa H, 

Hattori N. Juntendo University Nerima Hospital, Neurology, Tokyo, Japan. Association 
between PARK2 and diabetes and related pathologies,  XXIII World Congress of 
Neurology, Kyoto International Conference Center, Sept 16-21, 2017, Kyoto 

598. Hatano T, Okuzumi A, Saiki S, Sato S, Hattori N. Comprehensive metabolome analysis 
of serum of Parkinson knockout mice, XXIII World Congress of Neurology, Kyoto 
International Conference Center, Sept 16-21, 2017, Kyoto 

599. Mori A, Hatano T, Saiki S, Ishikawa KI, Oji Y, Okuzumi A, Fujimaki M, Koinuma T, 
Hattori N.  Plasuma metabolomics reveals low levels of antioxidants in PSP, Poster, 
XXIII World Congress of Neurology, Kyoto International Conference Center, Sept 16-21, 
2017, Kyoto 

600. Okuzumi A, Hatano T, Saiki S, Hattori N. COMPREHENSIVE METABOLOMIC 
ANALYSIS OF SERUM OF PARK2 PATIENTS,  XXIII World Congress of Neurology, 
Kyoto International Conference Center, Sept 16-21, 2017, Kyoto 

601. Hattori N. Lecturer, Pathomechanisms, Clinical Features, and Treatments for Parkinson's 
Disease, Basic Scientists Summer School - Suzhou Course 2016, The International 
Parkinson and Movement Disorder Society, MDS-AOS Education Program, Aug 4-6, 
2016, Jiangsu, China  

602. Hattori N. Speaker, Luncheon Symposium, Comparison of Ropinirole Controlled-and 
Immediate-release in Japanese Patients with Advanced Parkinson's Disease, 2017 
TIC-PDMD, Mar 19, 2017, Taipei, Taiwan 

603. Hattori N.  Plenary, Genetics of movement disorders in clinical practice: Movement 
disorder society of Sri Lanka (MDSSL): Launch and the Inaugural scientific congress, 
Feb. 12-13, 2016,  Colombo, Sri Lanka 

604. Hattori N. Speaker, Genetics forms of Movement Disorders- hits from them provide us 
concepts of pathogenesis of nigral degeneration, MDS-AOS, Ambassador Program, 
Shanghai 2016( Fourth International Conference of PD and Movement Disorders Shanghai 
and the 2016 Ruijin International Congress on Translational Neurodegeneration in 
Shanghai), Snangahi Jiao-Tong University, National Educational Depart. Apr. 21-23, 
2016, Shanghai, China 

605. Hattori N. Speaker, Based on the pathogenesis of Parkinson's disease (PD), the current 
therapeutic strategies for PD,  5th memorial IBIC, July 29, 2016, National Center of 
Neurology and Psychiatry,  Kodaira, Tokyo, Japan. 

606. Hattori N. Speaker; Clinical; Gene products of monogenic forms for Parkinson's disease 
and their links to mitochondrial and protein degradation pathways, GEoPD(Genetic 
Epidemiology of Parkinson Disease), Luxembourg 2016, 11th Annual Meeting, October 
5th - 8th, Luxembourg 

607. Hattori N. Speaker, Treatment of Parkinson’s Disease, Plenary Session 1, 1st 
International Conference of Korean Movement Disorder Society KMDS, Oct. 28-30, 
2016, Lotte Hotel Jeju, Jeju-do, Korea 

608. 服部信孝 . 日本神経学会 2017 年度学会賞・楢林賞受賞者招待講演, パーキンソン病

の発症機序の解明, 2018 年 5 月 24 日,さっぽろ芸術文化の館 

609. 石黒雄太, 常深泰司, 鎧坂朝子, 赤松和土, 服部信孝 . The increased a-syn expression 

inhibits exosome secretion, 2018 年 5 月 24 日, ロイトン札幌 

610. 石川景一 , 山口昂大, 服部信孝 , 岡野栄之, 赤松和土 . High throughput assays to detect 
disease-specific abnormalities in familial PD-iPSC derived neurons, 2018 年 5 月 23 日, 

ロイトン札幌 

611. 常深泰司, 石黒雄太, 鎧坂朝子, 赤松和土 , Dimitri Krain, 服部信孝 . Lysosomal 
exocytosis and astrocytic uptake control the alpha-synuclein levels in PARK9 DA 
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neurons, 2018 年 5 月 23 日, ロイトン札幌 

612. 佐藤栄人, 野田幸子, 福田隆浩, 内原俊記, 服部信孝 . Autophagy regulates synuclein 

homeostasis and contributes Lewy Body formation, 2018 年 5 月 25 日, ロイトン札幌 

613. 上野真一, 波田野琢, 王子悠, 斉木臣二, 池田均, 服部信孝 . Human 

non-mercaptoalbumin as novel biomarker in Parkinson's disease and PARK2 patients, 
2018 年 5 月 24 日, ロイトン札幌 

614. 奥住文美, 斉木臣二, 波田野琢, 石川景一 , 藤巻基紀, 森聡生, 王子悠, 濃沼崇博, 

服部信孝 . Metabolome analysis over three consecutive analyses for parkinson's disease, 

2018 年 5 月 25 日, ロイトン札幌 

615. 小川崇, 波田野琢, 奥住文美, 上野真一, 王子悠, 森聡生, 斉木臣二, 服部信孝 . 

Identification of putative serum biomarkers for PARK2 by Metabolome analysis, 2018 年

5 月 25 日, ロイトン札幌 

616. 斉木臣二, 笹澤有紀子, 藤巻基紀, 森聡生, 波田野琢, 古屋徳彦, 王子悠, 石川景一 , 

奥住文美, 服部信孝 . Serum polyamine metabolic changes in neurodegenerative diseases, 
2018 年 5 月 25 日, ロイトン札幌, 口演 

617. 中鏡暁子, 斉木臣二, 藤巻基紀, 笹澤有紀子, 波田野琢, 石川景一 , 王子悠, 森聡生, 

奥住文美, 上野真一, 服部信孝 . Plasma biomarker from L-dopa metabolite for 
pathological condition assessment of Parkinson's Disease, 2018 年 5 月 24 日, ロイトン札

幌 

618. 藤巻基紀, 斉木臣二, 李元哲, 加賀直子, 高ひかり, 波田野琢, 石川景一 , 王子悠, 森

聡夫, 奥住文美, 濃沼崇博, 上野真一, 今道洋子, 上野隆, 三浦芳樹, 船山学, 服部信

孝 . Serum caffeine and metabolites are reliable biomarkers of early Parkinson's disease, 

2018 年 5 月 23 日, 札幌市教育文化会館, 優秀口演賞セッション 

619. 上野真一, 波田野琢, 王子 悠, 斉木臣二, 奥住文美, 池田均, 服部信孝 ．パーキンソ

ン病における早期診断マーカーとしての酸化型・還元型アルブミン測定、第 11 回パーキ

ンソン病・運動障害疾患コングレス、品川プリンスホテル、2017 年 10 月 26 日～28 日、

東京 

620. 服部信孝 ．口演、「オートファジー促進によるミトコンドリアクリアランス上昇薬理作用と

する新たなパーキンソン病治療薬開発」、岡野拠点、AMED 疾患特異的 iPS 細胞を活

用した難病研究事業の成果報告会、TKP 東京駅大手町カンファレンスセンター、

2017年 2月 24日、東京 

621. 服部信孝 ．講演、「神経難病の治療に関する最新情報」（パーキンソン病友の会福井県

支部）、福井県済生会病院本館２階研修講堂、2016 年 4 月 10 日、福井県 

622. 服部信孝 ．講演、医療講演会「パーキンソン病の未来」、第 38 回定期総会・医療講演

会、ぎふ清流文化プラザ 長良川ホール、2016 年 4 月 24 日、岐阜市 

623. 服部信孝 ．講演「パーキンソン病の診療で押させておくべきポイントについて」、第一回

神経治療学会教育研修会、大阪大学中之島センター10F 佐治敬三メモリアルホール、

2016 年 5 月 8 日、大阪 

624. 服部信孝．講演、MDS-AOS の今後のあり方 そして日本との関わり、MDS トピックス、

第 10 回パーキンソン病・運動障害疾患コングレス、2016 年 10 月 6 日～8 日、京都ホテ

ルオークラ、京都 

625. 服部信孝．講演、パーキンソン病の発症メカニズム －病態解明から創薬へ－、臨床研

究支援業務従事者向け研究会（公益財団法人先端医療振興財団主催）、神戸臨床研

究情報センター、2016 年 10 月 20 日、神戸市 

626. 服部信孝 ．講演、パーキンソン病の病態とその治療、新しいパーキンソン病治療を考え

る会、ホテルラングウッド新潟、2016 年 11 月 17 日、新潟市 
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627. 服部信孝 ．講演、同志社大学京田辺キャンパス訪知館、2016 年 12 月 15 日、京都市 

628. 服部信孝 ．講演、パーキンソン病における腸脳連関現象、パーキンソン病と消化管 ネ

ットワーク研究会、ヒルトン大阪、2017 年 3 月 25 日、大阪 

629. 服部信孝 ．教育講演２、パーキンソン病の治療：過去・現在・未来、第 114 回日本内科

学会総会・講演会、東京フォーラム、平成 29 年 4 月 14 日（会期は 4 月 14 日～16 日）、

東京 

630. 服部信孝．シンポジスト、シンポジウム「神経変性疾患の最前線 2016」、第 46 回日本神

経精神薬理学会年会、2016 年 7 月 2-3 日、ソウル、韓国 

631. 服部信孝 ．プレスセミナー、「パーキンソン病治療の現状と将来への期待」～患者さん

の声をふまえて～、丸ビルコンファレンススクエア、2016 年 4 月 6 日、東京 

632. 服部信孝 、講演、パーキンソン病研究最前線、ランチョンセミナー、第 121 回日本解剖

学会総会・全国学術集会、ビッグパレットふくしま、2016 年 3 月 30 日、郡山市 

633. 服部信孝 ．レクチャーマラソン講演、パーキンソン病及び他の神経変性疾患におけるバ

イオマーカーの位置づけ、第 57回日本神経学会学術大会、神戸国際展示場、2016年 5
月 20 日、神戸 

 

（神経生物学） 
634. Laxmi Kumal Parajuli, Ken Wako, Suiki Maruo, Ryosuke Takahashi, Masato Koike: 日

本顕微鏡学会関東支部第 43 回講演会 ポスター発表：” Distinct age-dependent 
subcellular changes in a model mouse of Parkinson's disease as revealed by volumetric 
FIB/SEM imaging of striatum” 2019 年 3 月 16 日 東京 

635. Laxmi Kumal Parajuli, Ken Wako, Suiki Maruo, Ryosuke Takahashi, Masato Koike: 革
新脳国際シンポジウム ISBM2019: From Structure to Function ポスター発表：” Distinct 
age-dependent subcellular changes in a model mouse of Parkinson's disease as revealed 
by volumetric FIB/SEM imaging of striatum” 2019 年 1 月 29 日 東京 

636. Masato Koike:Tokuyasu Workshop 2019 招待講演：” An Example of Application for 
Visualising Autophagy” 2019 年 1 月 23 日 沖縄 

637. Masato Koike:Tokuyasu Workshop 2019 招待講演：”Basic Sample Preparation” 2019
年 1 月 22 日 沖縄 

638. 小池正人：第43回組織細胞化学講習会 招待講演：「TEMを使った免疫電子顕微鏡法
の実践」2018 年 8 月 2 日 奈良 

639. 生野真嗣、山門穂高、秋山央子、Laxmi Kumar Parajuli、田口勝敏、原純子、上村紀
仁、畑中悠佑、檜垣克美、大野耕策、田中雅樹、小池正人、平林義雄、高橋良輔：第41
回日本神経科学大会 ポスター発表：「遺伝的リスクファクターを用いた孤発性パーキン
ソン病モデルマウスの作成」2018 年 7 月 28 日 神戸 

640. Koike M, De Mazière A, van Dijk S, Klumperman J：第 74 回日本顕微鏡学会学術講演
会 口演”The improvement of Tokuyasu method for the detection of 
autophagosomes”2018 年 5 月 30 日 久留米 

641. 横田睦美、角田宗一郎、志賀孝宏、服部信孝、赤松和土、小池正人 ：第 123 回日本解
剖学会総会・全国学術集会 ポスター発表「PARK2 iPS 細胞を用いたパーキンソン病に
おけるドパミン神経特異的病態発症機構の解明」 2018 年 3 月 28 日 吉祥寺 

642. 曽友深、角田宗一郎、前田祐輔、木下タロウ、崎村建司、内山安男、小池正人：第40回
日本分子生物学会年会 第 90 回日本生化学会大会 ポスター発表：「小脳神経細胞に
おけるゴルジ体酸性環境の重要性」2017 年 12 月 7 日 神戸 

643. 小池正人：JEOL - Nikon CLEMソリューションセンター 開設セミナー 招待口演：「試料
作成からみた光顕と電顕を繋ぐ practical な技術」 2017 年 11 月 6 日 昭島 

644. 井下強、崔長旭、荒野拓、穂坂有加、孟紅蕊、梅崎勇次郎、小杉紗紀子、森本 高子、
小池正人 、Chang Hui-Yun、今居 譲、服部 信孝：第 40 回日本神経科学大会 ポスタ
ー発表：”Vps35 in cooperation with LRRK2 regulates synaptic vesicle recycling through 
the endosomal pathway”2017 年 7 月 21 日 幕張 

645. 小池正人 、柴田昌宏、砂堀毅彦 、山口隼司、崎村建司、小松雅明、田中啓二、内山安
男：第 40 回日本神経科学大会 ポスター発表：「特異的カテプシン D 欠損プルキンエ細
胞の脆弱性 －特に、同 Atg7 欠損プルキンエ細胞との比較において」2017 年 7 月 21
日 幕張 
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646. 小池正人 ：第 73 回日本顕微鏡学会学術講演会 口演：「凍結超薄切片法の改良による

内在性 LC3 の検出と単層培養標本を用いた切片作成」2017 年 5 月 31 日 札幌 
647. 小池正人 ：第 73 回日本顕微鏡学会学術講演会 口演：「徳安法の発展から見た本シン

ポジウムのねらいについて」2017 年 5 月 31 日 札幌 
648. 小池正人：第 122回日本解剖学会総会・全国学術集会 口演：「中枢神経系特異的ゴル

ジ体機能不全モデルマウスの形態学的解析」 2017 年 3 月 31 日 長崎 
649. 小池正人：第 122回日本解剖学会総会・全国学術集会 招待講演：「FIB/SEMによる神

経細胞のオルガネラの 3 次元立体再構築の現状と展望」 2017 年 3 月 31 日 長崎 
650. 曽高深、角田宗一郎、前田祐輔、木下タロウ、渡辺雅彦、崎村 建司、内山 安男、小

池正人：第 122 回日本解剖学会総会・全国学術集会 ポスター発表「ゴルジ体酸性環境
不全に起因する病態発症機序の解明」 2017 年 3 月 31 日 長崎 

651. 谷田以誠、小池正人 ：第 122 回日本解剖学会総会・全国学術集会 ポスター発表：「酸
性pH感受性緑色蛍光タンパク質 pHluorinを用いたマイトファジーモニタープローブの作
成」 2017 年 3 月 29 日 長崎 

652. 砂堀毅彦 、名田茂之、岡田雅人、内山安男、小池正人 ：第 122 回日本解剖学会総会・
全国学術集会 ポスター発表：「髄鞘形成におけるリソソーム膜タンパク質LAMTOR1の
役割」 2017 年 3 月 29 日 長崎 

653. M.Koike：KOB (Kyusyu Oral Biology)2017 招待講演：” The role of autophagy and 
lysosomal proteolysis for the maintenance of the normal environment of central nervous 
system”：2017 年 2 月 11 日 福岡 

654. 小池正人 、柴田 昌宏、砂堀 毅彦 、山口 隼司、内山 安男、：第 39 回日本神経科学
大会 ポスター発表：「カテプシン D および Atg7 欠損に伴うプルキンエ細胞変性軸索に
おける Atg9A 陽性の膜構造物の検討」 2016 年 7 月 20 日 神戸 

655. 小池正人 ：日本解剖学会 関東支部 懇話会 招待講演：「光顕と電顕を繋ぐために必
要な practical な技術」 2016 年 7 月 9 日 東京 

656. 曽高友深、角田宗一郎、前田祐輔、木下タロウ、渡辺 雅彦、崎村 建司、内山安男、
小池正人 ：第 121 回日本解剖学会総会・全国学術集会 ポスター発表：「ゴルジ体の形
成異常に起因する神経病態発症機序の解明」2016 年 3 月 28 日 福島 

657. 砂堀毅彦 、名田 茂之、岡田 雅人、内山 安男、小池 正人 ：第 121 回日本解剖学会
総会・全国学術集会 口演：「オリゴデンドロサイト分化における mTORC1 活性化の意
義」 2016 年 3 月 28 日 福島 

658. Koike M, Nanao, T., Yamaguchi, J., Sasaki, M., Uchiyama, Y：第 121 回日本解剖学会総
会・全国学術集会 ポスター発表：” Cellular localization and tissue distribution of 
endogenous DFCP1 protein” 2016 年 3 月 28 日 福島 

659. Ann De Maziere、Suzanne van Dijk、Masato Koike、Cilia de Heus、 Judith 
Klumperman：Gordon Research Conference Autophagy in Stress, Development & Disease 
ポスター発表：”An immunoelectron microscopy protocol for high resolution endogenous 
LC3 localization” 2016 年 3 月 20 日 アメリカ ベンチュラ 

660. 三井駿、久保瑞希、潘雷、大友麻子、小池正人、内山安男、青木正志、山本雅之、石井
哲郎、柳川徹、Hui-Fang Shang、吉井文均、秦野伸二：第 38 回日本神経科学大会 口
演：「変異 SOD1 発現 ALS マウスモデルの運動ニューロン変性は Nrf2 ではなく、
p62/SQSTM1 の機能喪失により悪化する」 2015 年 7 月 28 日 神戸 

661. 山中智行、戸崎麻子、宮崎晴子、黒澤大、小池正人 、内山安男、Sankar N Maity、 三
澤日出巳、服部信孝、貫名信行：第 38 回日本神経科学大会 ポスター発表：「転写因子
NF-Y の機能欠損は細胞種特異的な神経変性病態を示す」 2015 年 7 月 28 日 神戸 

662. 小池正人 、七尾友久、山口隼司、内山安男：第 38 回日本神経科学大会 ポスター発
表：「オメガソームマーカーDFCP1 の内在性分子の細胞内局在と組織分布」 2015 年 7
月 28 日 神戸 

663. Koike, M., Nanao, T., Yamaguchi, J., Sasaki, M., Uchiyama, Y：第 67 回日本細胞生物学
会大会 ポスター発表:” Cellular localization and tissue distribution of endogenous 
DFCP1 protein” 2015 年 6 月 30 日 東京 

664. 七尾友久、山口 隼司、小池正人 、小松 雅明、内山 安男：第 120 回日本解剖学会総
会･全国学術集会・第 92 回日本生理学会大会 ポスター発表: 「カテプシン D 欠損神経
細胞において、細胞極性が p62とNBR1を介した選択的オートファジーを制御する」2015
年 3 月 23 日 神戸 

665. 砂堀毅彦 、小池正人 、内山安男：第 120 回日本解剖学会総会･全国学術集会・第 92
回日本生理学会大会 ポスター発表: 「カテプシン D 遺伝子欠損マウス脳における Toll
様受容体の機能解析」2015 年 3 月 23 日 神戸 

666. 山口隼司、七尾友久、小池正人 、小松雅明、内山安男：第 120 回日本解剖学会総会･
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全国学術集会・第 92回日本生理学会大会 ポスター発表: 「カテプシンD 欠損マウスの
神経細胞内に蓄積する異常なリソソームは p62 および NBR1 を介した選択的オートファ
ジーの標的となる」2015 年 3 月 23 日 神戸 

667. 小池正人、内山安男：第 120回日本解剖学会総会･全国学術集会・第 92回日本生理学
会大会 ポスター発表: 「カテプシンD欠損およびAtg7欠損プルキンエ細胞の比較解析
による軸索内環境の維持におけるオートファジー・リソソームタンパク質分解系の役割」
2015 年 3 月 23 日 神戸 

668. 曽高友深、内山安男、小池正人：第 120 回日本解剖学会総会･全国学術集会・第 92 回
日本生理学会大会 ポスター発表: 「カテプシン D 欠損脳における異常リソソーム蓄積
タンパク質の探索」2015 年 3 月 21 日 神戸 

669. 曽高友深、小池正人 ：第 20 回グリアクラブ 口演：「ゴルジ体局在型イオンチャネル
GPHR の中枢神経系における役割」2015 年 1 月 28 日 函館 

670. 砂堀毅彦 、小池正人 ：第 20 回グリアクラブ 口演：「オリゴデンドロサイト分化における
mTORC1 活性化の意義」2015 年 1 月 27 日 函館 

671. 小池正人 、砂堀毅彦 、内山安男：第 20 回グリアクラブ 口演：「プルキンエ細胞特異的
カテプシン D 欠損および Atg7 欠損マウスの比較解析」2015 年 1 月 27 日 函館 

672. M. Koike: INTERNATIONAL SYMPOSIUM 2014 (CURRENT TRENDS ON 
NEUROBIOLOGY) 招待講演: “The role of autophagy and lysosomal proteolysis for the 
maintenance of the normal environment of neuronal cells: a genetic study of mouse models 
for rare neurodegenerative diseases for understanding of common ones” 2014 年 11 月 28
日 韓国 蔚山 

673. Y. UENO, M. KOIKE, Y. SHIMADA, H. SHIMURA, K. HIRA, Y. UCHIYAMA, N. 
HATTORI, T. URABE：Society for Neuroscience 2014 ポスター発表： “L-carnitine 
enhances axonal plasticity and improves white matter lesions after chronic hypoperfusion 
in rat brain” 2014 年 11 月 19 日 アメリカ ワシントン DC 

674. M. KOIKE, I. TANIDA, T. NANAO, N. TADA, J. IWATA, T. UENO, E. KOMINAMI, 
Y. UCHIYAMA：Society for Neuroscience 2014 ポスター発表： “Enrichment of 
GABARAP relative to LC3 in the axonal initial segments of neurons” 2014 年 11 月 18
日 アメリカ ワシントン DC 

675. J. YAMAGUCHI, T. SUNABORI, M. KOIKE, T. NANAO, M. SHIBATA, A. FURUTA, 
Y. UCHIYAMA：Society for Neuroscience 2014 ポスター発表： “Hippocampal 
pyramidal neurons lacking LC3A and LC3B are resistant to hypoxic-ischemic brain injury 
in neonatal mice” 2014 年 11 月 16 日 アメリカ ワシントン DC 

676. 小池正人：日本顕微鏡学会次世代顕微サイエンス若手研究部会 創設記念シンポジウ

ム・若手討論会 招待講演：「”Practical”ですが、何か? -医学部における電子顕微鏡-」

2014 年 11 月 4 日 淡路島 

 

（代謝内分泌内科） 
677. 宮塚 健  第 31 回日本糖尿病・肥満動物学会年次学術集会 シンポジウム 「β 細胞新

生機構解明に向けた Insulin-Timer マウスの開発」2017 年 2 月 10 日 横浜市 
678. 三浦正樹、宮塚 健 、松岡孝昭、佐々木周吾、藤谷与士夫、綿田裕孝 ：第 59 回日本糖

尿病学会年次集会 口演「Stat3 シグナルの抑制は膵腺房細胞から β 細胞へのリプログ
ラミングを亢進させる」2016 年 5 月 19 日 京都市 

679. 佐々木周伍、宮塚 健 、松岡孝昭、綿田裕孝、下村伊一郎：第 59 回日本糖尿病学会年
次集会 口演 β細胞新生には２つの異なる分化様式が存在する」・2016年5月19日 京
都市 

680. 三浦正樹, 宮塚 健 , 綿田裕孝：Advans 研究会 口演 「Stat3 シグナルの活性化は腺
房細胞から β 細胞へのリプログラミングを制御する」 2015 年 12 月 13 日 

681. 宮塚 健 ：第 58 回日本糖尿病学会年次集会 シンポジウム 「糖尿病再生医療に向け
た膵β細胞新生・成熟機構の解明」2015 年 5 月 21 日・下関市 

 

（皮膚科） 

682. Iida H, Hasegawa T, Sakamoto A, Wada A, Fukai T, Ikeda S: Keratinocyte progenito
r cells in human subcutaneous adipose tissue. The Society for Investigative Dermatolo
gy 2015 Annual Meeting, 2015, Atlanta, GA 

683. 前田佑一郎、長谷川敏男、飯田秀雄, 坂本淳, 和田章乃, 池田志斈: 組織由来幹細胞に
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よる表皮再生医療の可能性. 第33回日本美容皮膚科学会総会・学術大会, 2015, 大阪 

684. Maeda Y, Hasegawa T, Hirasawa Y, Okuma K, Ikeda S: Eight years of maintainance
 hemodialysis using a permanent vascular catheter in a patient with severe generalized
 recessive dystrophic epidermolysis bullosa. The 4th Eastern Asia Dermatology Congres
s, Chiba, 2016 

685. 前田佑一郎, 長谷川敏男, 和田章乃, 池田志斈: Differentiation potential of adipose-der
ived stem cells into keratinocytes. 第30回表皮細胞研究会, 2016, 弘前 

686. 前田佑一郎, 長谷川敏男, 和田章乃, 深井達夫, 坂本淳,池田志斈: Differentiation poten
tial of adipose-derived stromal/stem cells into keratinocytes. 第41回日本研究皮膚科学

会, 2016, 仙台 

687. Maeda Y, Hasegawa T, Wada A, Sakamoto A, Fukai T, Ikeda S: Approximately 45%

 of adipose-derived stem cells can differentiate into keratinocytes and express higher t
ype Ⅶ collagen under the specific culture conditions. The Society for Investigative De
rmatology 2017 Annual Meeting, 2017, Portland, OR 

688. 金 宗訓, 長谷川 敏男, 前田 佑一郎, 和田 章乃, 飯田 秀雄, 小川 秀興, 池田 志斈. 

脂肪組織由来幹細胞を用いた皮膚再生医療の可能性. 第31回表皮細胞研究会, 2017, 

名古屋 

689. Ikeda S, Kim J, Hasegawa T, Maeda Y, Wada A: Possibility of skin regenerative me
dicine with adipose-derived stem cells (ADSCs). The 3rd Indochina Conference of Der
matology The World Academy Dermatology Summit Meeting Annual Conference of 
Dermatology of the VSDV, 2017, Hanoi, Vietnam 

690. Kim J, Hasegawa T, Maeda Y, Wada A, Ikeda S: The potential of adipose-derived st
em cells for the treatment of recessive dystrophic epidermolysis bullosa. International I
nvestigative Dermatology 2018, 2018, Orlando, FL 

 

（生化学第 1） 

691. 横溝岳彦：皮膚創傷治癒における12-HHT受容体BLT2の役割 第56回日本脂質生化学

会 2014年6月6-7日 大阪 

692. 古賀友紹, 佐々木文之, 佐伯和子, 奥野利明, 横溝岳彦：新規樹状細胞サブセットマーカ

ー分子としてのロイコトリエンB4受容体 第35回日本炎症・再生学会(シンポジウム) 2014
年7月1-4日 沖縄 

693. 古賀友紹, 佐々木文之, 佐伯和子, 市木貴子, 奥野利明, 横溝岳彦：新規樹状細胞サブ

セットマーカー分子としてのロイコトリエンB4受容体 第35回日本炎症・再生学会(シンポ

ジウム) 2014年7月1-4日 沖縄 

694. 横溝岳彦：生理活性脂質と免疫・炎症・組織修復 第35回日本炎症・再生学会(教育講演)

 2014年7月1-4日 沖縄 

695. 佐伯和子, Liu M, 横溝岳彦：アスピリンによる皮膚創傷治癒の遅延は12-HHT産生低下

によって引き起こされる 第87回日本生化学会大会 2014年10月15-18日 京都 

696. 古賀友紹, 佐々木文之, 佐伯和子, 市木貴子, 奥野利明, 横溝岳彦：ロイコトリエンB4第
一受容体BLT1陽性樹状細胞はTh1分化誘導を促進する 第87回日本生化学会大会 20
14年10月15-18日 京都 

697. 城(渡辺)愛理, 大瀬貴元, 西松寛明, 高橋政夫, 池田洋一郎, 和田健彦, 白河潤一, 永井

竜児, 宮田敏男, 長野哲雄, 横溝岳彦, 平田恭信, 稲城玲子, 南学正臣：糖化抑制酵素G
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LO1は加齢に伴う内皮機能障害を軽減する 第87回日本生化学会大会 2014年10月15-

18日 京都 

698. 岩本怜, 古賀友紹, Liu M, 奥野利明, 松田彰, 村上晶, 横溝岳彦：ロイコトリエンB4第二

受容体BLT2の角膜創傷治癒における役割 第87回日本生化学会大会 2014年10月15-

18日 京都 

699. 市木貴子, 古賀友紹, 奥野利明, 阪口政清, 横溝岳彦：ロイコトリエンB4第一受容体BLT
1とRAGEの相互作用 第87回日本生化学会大会 2014年10月15-18日 京都 

700. 横溝岳彦：12-HHT受容体BLT2は皮膚創傷治癒を促進する 第87回日本生化学会大会 

シンポジウム 2014年10月15-18日 京都 

701. 石井由美子, 佐伯和子, Liu M, 奥野利明, 横溝岳彦：上皮細胞間接着におけるロイコト

リエンＢ4第二受容体(BLT2)の役割の解明 第87回日本生化学会大会 2014年10月15-1
8日 京都 

702. 重松美沙子, 古賀友紹, 奥野利明, 佐伯和子, 横溝岳彦：Pneumolysin誘導性急性肺傷

害モデルにおけるBLT2の肺保護作用 第87回日本生化学会大会 2014年10月15-18日
 京都 

703. 高橋七瀬, 奥野利明, 大塲麻生, 牧野真太郎, 竹田省, 横溝岳彦：質量分析計を用いた

妊産婦血中エイコサノイドの測定 第87回日本生化学会大会 2014年10月15-18日 京都 

704. 市木貴子, 古賀友紹, 奥野利明, 阪口政清, 横溝岳彦：ロイコトリエンB4第一受容体BLT
1とRAGEの相互作用 第11回東京呼吸器リサーチフォーラム 2014年11月1日 東京 

705. 横溝岳彦：古くて新しい生理活性脂質12-HHTの機能 8th Metabolic Research Cutting 

Edge 2014年11月22日 東京 

706. Sasaki F, Koga T, Saeki K, Okuno T, Yokomizo T：Leukotriene B4 receptor 1 signali
ng promotes neovascular age-related macular degeneration 第43回日本免疫学会総会 

2014年12月10-12日 東京 

707. Yokomizo T：BLT1 and BLT2, receptors for bioactive lipid mediators Topics in regen
erative biology 2015/1/16 Santiago 

708. Ichiki T, Koga T, Okuno T, Saeki K, Yamamoto Y, Sakaguchi M, Yokomizo T：Func
tional Interplay between the Leukotriene B4 receptor BLT1 and RAGE 6th Internation
al Conference on Phospholipase A2 and Lipid Mediators 2015/2/10-12 Tokyo 

709. Ishii Y, Saeki K, Min L, Okuno T, Yokomizo T：Leukotriene B4 receptor BLT2 enha
nces the formation of epithelial barrier by increasing claudin-4 expression 6th Internat
ional Conference on Phospholipase A2 and Lipid Mediators 2015/2/10-12 Tokyo 

710. Iwamoro S, Liu M, Matsuda A, Murakami A, Yokomizo T：12-HHT accelerates corne
al wound healing through leukotriene B4 receptor 2 (BLT2) 6th International Confere
nce on Phospholipase A2 and Lipid Mediators 2015/2/10-12 Tokyo 

711. Koga T, Sasaki F, Saeki K, Ichiki T, Okuno T, Yokomizo T：BLT1 defines dendritic 
cell subsets with different characteristics in differentiation and proliferation of T cells 
6th International Conference on Phospholipase A2 and Lipid Mediators 2015/2/10-12
 Tokyo 

712. Okuno T, Ishitani T, Yokomizo T：Identification and charactarization of zebrafish BLT
1 and BLT2 6th International Conference on Phospholipase A2 and Lipid Mediators 
2015/2/10-12 Tokyo 

713. Saeki K, Min L, Matsunobu T, Okuno T, Koga T, Nakamizo S, Kabashima K, Yoko
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mizo T：12-HHT promotes epidermal wound healing by accelerating keratinocyte migr
ation via the BLT2 receptor 6th International Conference on Phospholipase A2 and Li
pid Mediators 2015/2/10-12 Tokyo 

714. Sasaki F, Koga T, Saeki K, Okuno T, Yokomizo T：M2 macrophages promote neovas
cular age-related macular degeneration thorugh the activation of the leukotriene B4 re
ceptor 1 signaling 6th International Conference on Phospholipase A2 and Lipid Media
tors 2015/2/10-12 Tokyo 

715. Shigematsu M, Koga T, Okuno T, Saeki K, Hoka S, Yokomizo T：BLT2 protects agai
nst mouse acute lung injury induced by pneumococcal toxin pneumolysin 6th Internati
onal Conference on Phospholipase A2 and Lipid Mediators 2015/2/10-12 Tokyo 

716. Takahashi N, Okuno T, Ooba M, Makino S, Takeda S, Yokomizo T：Multiplexed qua
ntitative analysis of eicosanoids in pregnant women 6th International Conference on P
hospholipase A2 and Lipid Mediators 2015/2/10-12 Tokyo 

717. Yokomizo T：Distinct roles of two leukotriene B4 receptors 6th International Conferen
ce on Phospholipase A2 and Lipid Mediators (Symposium) 2015/2/10-12 Tokyo 

718. Koga T, Sasaki F, Saeki K, Ichiki T, Okuno T, Yokomizo T：Distinct roles of BLT1h
i DCs and BLT1lo DCs in activating T cells Keystone Symposium 2015/3/8-13 M
ontreal 

719. Sasaki F, Koga T, Saeki K, Okuno T, Yokomizo T：Leukotriene B4 receptor 1 signali
ng promotes neovascular age-related macular degeneration Keystone Symposium 2015
/3/8-13 Montreal 

720. Iwamoto S, Koga T, Liu M, Matsuda A, Yokomizo T, Murakami A：12-HHT acceler
ates corneal wound healing through leukotriene B4 receptor 2 (BLT2) Annual meeting
 of the Association for Research in Vision and Ophthalmology 2015 2015/5/3-7 De
nver 

721. Asahara M, Ito N, Yokomizo T, Nakamura M, Shimizu T, Yamada Y：The absence o
f the leukotriene B4 receptor BLT1 attenuates peripheral inflammation and spinal noci
ceptive precessing following intraplantar formalin injury 14th International Conference 
on Bioactive Lipids in Cancer, Inflammation and Related Diseases 2015/7/12-15 Bu
dapest 

722. Liu M, Saeki K, Okuno T, Koga T, Yokomizo T：Crucial role of the 12-HHT recept
or BLT2 in epidermal wound healing 14th International Conference on Bioactive Lipi
ds in Cancer, Inflammation and Related Diseases, Santosh Nigam Memorial Young Sc
ientist Award 2015/7/12-15 Budapest 

723. Shigematsu M, Koga T, Saeki K, Okuno T, Hoka S, Yokomizo T：BLT2 protects agai
nst mouse acute lung injury caused by a pneumococcal toxin pneumolysin 14th Intern
ational Conference on Bioactive Lipids in Cancer, Inflammation and Related Diseases
 2015/7/12-15 Budapest 

724. Yokomizo T：Distinct roles of two leukotriene B4 receptors 14th International Confere
nce on Bioactive Lipids in Cancer, Inflammation and Related Diseases, Plenary Lectur
e 2015/7/12-15 Budapest 

725. 岩本怜, 古賀友紹, Liu M, 奥野利明, 松田彰, 横溝岳彦, 村上晶：ロイコトリエンB4第二

受容体 (BLT2) は角膜創傷治癒を促進する 日本眼科学会総会 2015年4月16-19日 
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札幌 

726. Saeki K, Liu M, Yokomizo T：Platelet-derived lipid mediator, 12-HHT promotes epid
ermal wound healing by accelerating keratinocyte migration via the BLT2 receptor. 第
37回日本血栓止血学会学術集会 シンポジウム（招待講演） 2015年5月21-23日 甲府 

727. 武田知起, 小宮由季子, 木庭彰彦, 仲矢道雄, 黒瀬等, 横溝岳彦, 清水孝雄, 内博史, 

古江増隆, 石井祐次, 山田英之：ダイオキシンによる肝障害の新たな機構 ロイコトリエン

B4合成亢進の役割 第42回日本毒性学会 2015年6月29日-7月1日  

728. 岩本怜, 古賀友紹, 奥野利明, 村上晶, 横溝岳彦, 松田彰：角膜損傷の新規治療薬として

の脂質メディエーターの可能性 第35回日本眼薬理学会 2015年9月5-6日 東京 

729. 横溝岳彦：生理活性脂質受容体BLT1とBLT2：眼疾患治療応用の可能性 第35回日本眼

薬理学会 特別講演 2015年9月5-6日 東京 

730. 若山貴則, 齋田良知, 小林洋平, 奥野利明, 横溝岳彦, 倉田憲一, 鎌野俊哉, 深作進, 

金子和夫, 根本昌幸：変形性膝関節症患者における関節内酸化ストレスとω3不飽和脂

肪酸の検討 第88回日本整形外科学会基礎学術集会 2015年10月22日  

731. 重松美沙子, 古賀友紹, 佐伯和子, 奥野利明, 横溝岳彦：Pneumolysin誘導性急性肺傷

害におけるBLT2の肺保護作用 第12回東京呼吸器リサーチフォーラム 最優秀発表賞

受賞 2015年11月14日 東京 

732. 佐伯和子, 石井由美子, 横溝岳彦：上皮バリア機能維持における12-HHT受容体BLT2の
役割 第38回日本分子生物学会年会・第88回日本生化学会大会 合同大会 ワークショ

ップ 2015年12月1〜4日 神戸 

733. 古賀友紹, 奥野利明, 佐伯和子, 中村衣里, 多田昇弘, 横溝岳彦：CRISPR/Cas9による

ロイコトリエンA4水解酵素欠損マウスの作製 第38回日本分子生物学会年会・第88回日

本生化学会大会 合同大会 2015年12月1〜4日 神戸 

734. 岩本怜, 古賀 友, 奥野 利, 松田彰, 村上晶, 横溝岳彦：ロイコトリエンB4第二受容体(BL
T2)は角膜創傷治癒を促進する 第38回日本分子生物学会年会・第88回日本生化学会大

会 合同大会 2015年12月1〜4日 神戸 

735. 市木貴子, 古賀友紹, 奥野利明, 佐伯和子, 阪口政清, 山本靖彦, 横溝岳彦：ロイコトリ

エンB4第一受容体BLT1とRAGEは機能的に相互作用する 第38回日本分子生物学会年

会・第88回日本生化学会大会 合同大会 2015年12月1〜4日 神戸 

736. 池田恒基, 佐々木文之, 上野あゆみ, 佐伯和子, 奥野利明, 古賀友紹, 横溝岳彦：ロイコ

トリエンB4第一受容体(BLT1)とFLAGタグに対するマウス単クローン抗体のヒトキメラ化 

第38回日本分子生物学会年会・第88回日本生化学会大会 合同大会 2015年12月1〜4
日 神戸 

737. 重松美沙子, 古賀友紹, 佐伯和子, 奥野利明, 外須美夫, 横溝岳彦：ロイコトリエンB4第
二受容体BLT2は急性肺傷害時に肺保護作用を発揮する 第38回日本分子生物学会年

会・第88回日本生化学会大会 合同大会 ワークショップ 2015年12月1〜4日 神戸 

738. Yokomizo T, Kabashima K, Ishii Y, Liu M, Saeki K：Roles of leukotriene B4 recepto
r type 2 in skin barrier function and wound healing Keystone Symposium, Immunity 

in Skin Development, Homeostasis and Disease 2016/2/28-3/2 Granlibakken Tahoe 
739. Ichiki T, Koga T, Okuno T, Saeki K, Yamamoto Y, Sakaguchi M, Y Yokomizo T：R

eceptor for advanced glycation endproducts modulates leukotriene B4 receptor 1 signal
ing ASBMB meeting 2016/4/2-6 San Diego 

740. Ikeda K, Sasaki F, Ueno A, Okuno T, Koga T, Yokomizo T：Generation of chimeric 
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high-affinity monoclonal antibody for FLAG tag ASBMB meeting 2016/4/2-6 San 

Diego 

741. Ishii Y, Saeki K, Yokomizo T：Leukotriene B4 receptor type 2 (BLT2) enhances skin
 barrier function by regulating tight junction proteins ASBMB meeting 2016/4/2-6 

San Diego 

742. Shigematsu M, Koga T, Saeki K, Okuno T, Yokomizo T：BLT2 receptor protects agai
nst lethal acute lung injury induced by a pneumococcal toxin pneumolysin ASBMB 

meeting 2016/4/2-6 San Diego 

743. Yokomizo T：Roles of leukotriene B4 receptor type 2 on skin barrier function and wo
und healing 2016 Korea-Japan Bioactive Lipid Joint Symposium 2016/5/11-13 Jeju,

 Korea 
744. Luo L, Tanaka R, Lu F, Kanazawa S, Yokomizo T, Mizuno H：A synthetic BLT2 ag

onist accelerates impaired wound healing by enhancing keratinocyte migration and fibr
oblast proliferation in diabetic rat Joint meeting of American association of plastic sur
geons and plastic surgery research council 2016/5/19-22 New York 

745. Shigematsu M, Koga T, Saeki K, Okuno T, Yokomizo T：The roles of 12-hydroxyhep
tadecatrienoic acid/BLT2 axis in skin 57th ICBL, International Conference on the Bio
science of Lipids 2016/9/4-8 Chamonix-Mont-Blanc, France 

746. Yokomizo T, Y I, Shimegatsu M, Saeki K, Okuno T：12-hydroxyheptadecatrienoic aci
d (12-HHT) as a novel lipid mediator 第58回日本脂質生化学会シンポジウム 2016年
6月9-10日 秋田 

747. 川西範明, 高木香奈, 李賢哲, 奥野 利, 横溝岳彦, 町田修一：持久的運動トレーニング

および高脂肪食餌負荷が骨格筋のリン脂質分子種濃度に及ぼす影響 第58回日本脂質

生化学会 2016年6月9-10日 秋田 

748. 横溝岳彦：ロイコトリエン受容体と皮膚機能 第31回日本乾癬学会 教育講演 2016年9
月2日 宇都宮 

749. 中島槙吾, 玉田賢弥, 佐藤聡, 吉森篤史, 市木貴子, 佐々木文之, 横溝岳彦, 田沼靖一：

HMGB1及びLPSに誘導される炎症を抑制する新規低分子化合物の創製 第89回日本生

化学会 2016年9月25-27日 仙台 

750. 市木貴子, 古賀友紹, 奥野利明, 佐伯和子, 阪口政清, 山本靖彦, 横溝岳彦：RAGEはロ

イコトリエンB4第一受容体BLT1と機能的に相互作用する 第89回日本生化学会 2016年
9月25-27日 仙台 

751. 李賢哲, ベンジャミン クラバット, 横溝岳彦：N-アシルリン脂質代謝酵素ABHD4の生化

学的解析および脂質解析 第89回日本生化学会 2016年9月25-27日 仙台 

752. 玉田賢弥, 中島槙吾, 佐藤聡, 吉森篤史, 市木貴子, 佐々木文之, 横溝岳彦, 鈴木雄祐,

 渡邊伸央, 井上茂亮, 田沼靖一：HMGB1/RAGE相互作用を阻害する新規低分子化合

物の創製 第89回日本生化学会 2016年9月25-27日 仙台 

753. 横溝岳彦：上皮創傷治癒を促進する生理活性脂質の同定とその応用 第1回Ocular Surf
ace & Glaucoma Seminar 2016年10月21日 東京 

754. 横溝岳彦：皮膚バリア機能を維持する生理活性脂質12-HHT 第9回セラミド研究会 201
6年10月27-28日 東京 

755. Shigematsu M, Koga T, Saeki K, Ohba M, Okuno T, Yokomizo T：Protective roles of
 12-hydroxyheptadecatrienoic acid/BLT2 in acute lung injury Keystone Symposium, L
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ipidomics and Bioactive Lipids in Metabolism and Disease 2017/2/26-3/3 Granlibak
ken Tahoe 

756. Hirakata T, Lee CH, Ohba M, Matsuda A, Murakami A, Yokomizo T：The effect of 
dietary omega-3 fatty acids on allergic conjunctivitis in mice. ARVO 2017 

2017/5/7-12 Baltimore 

757. Saeki K, Shigematsu M, Koga T, Ohba M, Okuno T, Yokomizo T：12-HHT/BLT2 axis 
protects against pneumolysin-dependent acute lung injury. Keystone Symposium, 

Integrating Metabolism and Immunity 2017/5/29-6/2 Dublin, Ireland 

758. Saeki K, Shigematsu M, Koga T, Ohba M, Okuno T, Yokomizo T：12-HHT/BLT2 axis 
protects against pneumolysin-dependent acute lung injury Keystone Symposium, 

Integrating Metabolism and Immunity 2017/5/29-6/2 Dublin, Ireland 

759. Yokomizo T：12-HHT/BLT2 axis protects acute lung injury 58th ICBL, International 
Conference on the Bioscience of Lipids, Invited lecture 2017/9/10-14 Zurich, 

Switzerland 

760. Yokomizo T：Biological roles of BLT receptors 15th International Conference on 

Bioactive Lipids in Cancer, Inflammation and Related Diseases, Invited Lecture 
2017/10/22-26 Puerto Vallarta, Mexico 

761. Hara T, Saeki K, Yokomizo T：C-terminal region of BLT2 receptor restricts its 
localization to the lateral membrane 15th International Conference on Bioactive Lipids in 

Cancer, Inflammation and Related Diseases 2017/10/22-26 Puerto Vallarta, Mexico 

762. Okuno T, Koutsogiannaki S, Ohba M, Chamberlain M, Bu W, Lin F-Y, Eckenhoff RG, 

Yokomizo T, Yuki K：Intravenous anesthetic propofol binds to 5-lipoxygenase and 

attenuates LTB4 production in vivo and in vitro 15th International Conference on 

Bioactive Lipids in Cancer, Inflammation and Related Diseases 2017/10/22-26 Puerto 

Vallarta, Mexico 
763. Hashimoto Y, Asahara M, Ito N, Yamada Y, Yokomizo T, Shimizu T：Role of 

LTB4-BLT1 signaling in mice pain model following hind paw incision 15th International 
Conference on Bioactive Lipids in Cancer, Inflammation and Related Diseases 
2017/10/22-26 Puerto Vallarta, Mexico 

764. Hirakata T, Lee CH, Ohba M, Okuno T, Matsuda A, Murakami A, Yokomizo T：Dietary 

omega-3 fatty acids alleviate the allergic conjunctivitis in mice 15th International 
Conference on Bioactive Lipids in Cancer, Inflammation and Related Diseases 
2017/10/22-26 Puerto Vallarta, Mexico 

765. 岩本怜, 岡野美樹子, 横溝岳彦, 村上晶, 松田彰：マウスアレルギー性結膜炎モデルに

おけるレゾルビンの効果 第121回日本眼科学会 2017年4月6-9日 東京 

766. 平形寿彬, 李賢哲, 村上晶, 松田彰, 横溝岳彦：マウス眼球部位別の脂質の網羅的脂

肪酸分子種解析 第121回日本眼科学会 2017年4月6-9日 東京 

767. 横溝岳彦：炎症、免疫、バリア機能における2つのロイコトリエンB4受容体の役割 第14
回肺研究フォーラム 2017年4月22日 東京 

768. 川西範明, 高木香奈, 李賢哲, 奥野 利, 横溝岳彦, 町田修一：第59回日本脂質生化学

会 2017年6月15-16日 京都 

769. 李賢哲, 濱弘太郎, 横山和明, 横溝岳彦：LC-MS/MSを用いた簡便な遊離脂肪酸測定

法の開発 第59回日本脂質生化学会 2017年6月15-16日 京都 
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770. 奥野利明, 大塲麻生, Chamberlain M, Bu W, Liu F-Y, Eckenhoff RG, 横溝岳彦, 結城

公一：静脈麻酔薬プロポフォールは5リポキシゲナーゼに直接結合しロイコトリエンB4産
生を抑制する 第59回日本脂質生化学会 2017年6月15-16日 京都 

771. 横溝岳彦：BLT2受容体の上皮保護作用 第38回日本炎症・再生学会 (シンポジウム) 

2017年7月18-19日 大阪 

772. 川西範明, 高木香奈, 李賢哲, 奥野利明, 横溝岳彦, 町田修一：長期間の高強度持久

的運動トレーニングによる骨格筋内のアシルカルニチン分子種濃度の変動 第72回日

本体力医学会大会 2017年9月16-18日 松山 

773. 横溝岳彦：生理活性脂質研究の醍醐味 57回日本臨床化学会総会 特別講演 2017
年10月6-8日 札幌 

774. 奥野利明, 横溝岳彦, 結城公一：麻酔薬プロポフォールの抗炎症作用機序の解明 第

14回東京呼吸器リサーチフォーラム 2017年11月18日 東京 

775. 古賀友紹, 佐々木文之, 佐伯和子, 奥野利明, 中尾光善, 横溝岳彦：ロイコトリエンB4
第一受容体BLT1による免疫活性化機構の解析 2017年度生命科学系学会合同年次

大会(ConBio2017) 2017年12月6-9日 神戸 
776. 伊志嶺百々子, 李賢哲, 折田創, 遠藤未来美, 水口このみ, 佐藤浩一, 中岡博史, 井

ノ上逸朗, 横溝岳彦：薬物代謝酵素カルボキシルエステラーゼのヒト大腸癌における発

現調節機構の解明 2017年度生命科学系学会合同年次大会(ConBio2017) 2017年12
月6-9日 神戸 

777. 泉宜秀, 李賢哲, 横溝岳彦：トリグリセリド減少効果を有するサプリメントの複数同時添

加による効果の検討 2017年度生命科学系学会合同年次大会(ConBio2017) 2017年
12月6-9日 神戸 

778. 鵜澤博嗣, 古賀友紹, 佐伯和子, 宮塚健, 綿田裕孝, 横溝岳彦：ロイコトリエンA4水解

酵素の代謝における解析 2017年度生命科学系学会合同年次大会(ConBio2017) 

2017年12月6-9日 神戸 
779. 原琢弥, 佐伯和子, 横溝岳彦：BLT2のC末端領域はBLT2の細胞間接着部位への局在

に重要である 2017年度生命科学系学会合同年次大会(ConBio2017) 2017年12月6-9
日 神戸 

780. 奥野利明, Koutsogiannaki S, 大塲麻生, Chamberlain M, Bu W, Lin F-Y, Eckenhoff R, 

横溝岳彦, 結城公一：静脈麻酔薬プロポフォールは5-リポキシゲナーゼに結合してロイ

コトリエンの産生を抑制する 2017年度生命科学系学会合同年次大会(ConBio2017) 

2017年12月6-9日 神戸 

781. Yokomizo T, Iwamoto S, Koga T, Ohba M, Okuno T, Koike M, Murakami A, Matsuda A：

A fatty acid 12-hydroxyheptadecatrienoic acid accelerates corneal wound healing through 

leukotriene B4 receptor 2, BLT2 Keystone Symposium, GPCR Structure and Function 

2018/2/16-20 Santa Fe 

782. Yokomizo T：12-hydroxyheptadecatrienoic acid accelerates epithelial wound healing 

through leukotriene B4 receptor 2, BLT2 Keystone Symposium, the resolution of 
inflammation in health and disease 2018/3/24-28 Dublin, Ireland 

783. Hirakata T, Lee CH, Ohba M, Okuno T, Murakami A, Matsuda A, Yokomizo T：Dietary 

omega-3 fatty acids alleviate allergic conjunctivitis in a mouse model ARVO 2018 

2018/4/29-5/2 Honolulu 
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784. Iwamoto S, Yokomizo T, Murakami A, Matsuda A：Control of mouse allergic 

conjunctivitis by resolvins ARVO 2018 2018/4/29-5/2 Honolulu 

785. Yokomizo T：BLT1 and BLT2, two GPCRs for lipid mediators International GPCR 

symposium, Plenary lecture 2018/6/29-30 Kyoto 

786. Okuno T, Hori T, Yokoyama S, Yokomizo T：Crystal structure of leukotriene B4 receptor 
1 bound with an inverse agonist International GPCR symposium 2018/6/29-30 Kyoto 

787. Okuno T, Gijón MA, Yokomizo T, Murphy RC：Phospholipid remodeling altered 

eicosanoid production during cell culture European Lipid Meeting 2018 2018/9/26-30 

Leipzig 

788. Jagusch H, Werner M, Okuno T, Yokomizo T, Watz O, Pohnert G：An algal precursor 
rearranges in a new 1,8-diol forming reaction to bioactive LTB4 enantiomers European 

Lipid Meeting 2018 2018/9/26-30 Leipzig 

789. 横溝岳彦：生理活性脂質受容体研究への質量分析計の応用 第31回Future of 
Radiology 2018年5月17日 東京 

790. 平形寿彬, 李賢哲, 大塲麻衣, 佐伯和子, 奥野利明, 松田彰, 村上晶, 横溝岳彦：アレ

ルギー性結膜炎におけるオメガ3脂肪酸の効果の検証 第60回日本脂質生化学会 

2018年5月31日-6月1日 八王子 

791. 鵜澤博嗣, 古賀友紹, 奥野利明, 佐伯和子, 横溝岳彦：ロイコトリエンA4水解酵素の代

謝における解析 第60回日本脂質生化学会 2018年5月31日-6月1日 八王子 

792. 横溝岳彦：ロイコトリエンB4受容体に関する最近の知見 Kobe Biological Science 

Forum 2018年6月8日 神戸 

793. 横溝岳彦：生理活性脂質受容体の機能解析：ゼロから創薬への挑戦 New Insight 
Crosstalk Meeting 2018 2018年6月16日 東京 

794. 横溝岳彦：ロイコトリエンB4受容体BLT1発現が規定する単球・樹状細胞サブセット 第

28回日本樹状細胞研究会 特別講演 2018年6月29-30日 名古屋 

795. 平形寿彬, 李賢哲, 大塲麻衣, 佐伯和子, 奥野利明, 松田彰, 村上晶, 横溝岳彦：マウ

スアレルギー性結膜炎モデルにおけるオメガ３脂肪酸食効果の検証 第1回日本眼科ア

レルギー学会学術集会 2018年9月9日 東京 

796. 佐伯和子, 重松美沙子, 古賀友紹, 奥野利明, 横溝岳彦：生理活性脂質12-HHTの
BLT2受容体を介した生体保護的役割 第91回日本生化学会 シンポジウム 2018年9
月24-26日 京都 

797. 鵜澤博嗣, 古賀友紹, 佐伯和子, 宮塚健, 綿田裕孝, 横溝岳彦：ロイコトリエンA4水解

酵素の代謝における役割の解析 第91回日本生化学会 2018年9月24-26日 京都 

798. 折田創, 伊志嶺百々子, 李賢喆, 小泉明博, 村井勇太, 加藤永記, 山本陸, 上田脩平, 

櫻庭駿介, 徳田智史, 朝倉孝延, 氷室貴規, 櫛田知志, 櫻田睦, 田中顕一郎, 前川博, 

横溝岳彦, 佐藤浩一：薬物代謝酵素カルボキシルエステラーゼの消化器癌における発

現調節機構の解明 第56回日本癌治療学会学術集会 2018年10月19日 横浜 

799. 横溝岳彦：生理活性脂質と受容体 第4回川島カンファレンス 2018年11月17日 東京 

800. Jo-Watanabe A, Shigematsu M, Saeki K, Koga T, Ohba M, Okuno T, Yokomizo T：
Leukotriene B4 receptor type 2 protects against CysLT1 signaling-related acute lung 

injury Keystone Symposium, GPCR Structure and Function  2018/2/16-20 Santa Fe 

801. Uzawa H, Yokomizo T：The role of leukotriene A4 hydrolase in metabolism Keystone 

Symposium, Obesity and Adipose Tissue Biology 2019/2/10-14 Banff, Canada 
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802. Yokomizo T：The roles of leukotriene B4 receptor in macrophage and dendritic cell The 

kick-off symposium of advanced graduate program for future medicine and health care, 
Invited lecture 2019/3/5-7 Sendai, Japan 

803. Yokomizo T, Sasaki F：Leukotriene B4 promotes neovascularization and macrophage 

recruitment in age-related macular degeneration (AMD) Keystone Symposium, 

Lipidomics and Functional Metabolic Pathways in Disease 2019/3/31-4/4 Steamboat 
Grand, Colorado 

 

 

＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 
＜既に実施しているもの＞ 
シンポジウム 
1. 順天堂大学大学院医学研究科 ゲノム・再生医療センターおよび本研究事業キック

オフシンポジウム 
平成 28 年 1 月 15 日（金） 

https://www.juntendo.ac.jp/graduate/laboratory/labo/lecture/l_261.html 
 
その他の研究成果公開 
（ゲノム・再生医療センター） 
1. ゲノム・再生医療センターホームページ 
https://www.juntendo.ac.jp/graduate/genome/info_index.html 
 
（腎臓内科） 
2. 腎臓内科学ホームページ 

http://www.juntendo.ac.jp/graduate/laboratory/labo/zinzo_naika/ 
3. 佐々木有、日高輝夫、鈴木祐介. プレスリリース、慢性腎臓病の病態メカニズム解

明の鍵「SNX9」を同定－順天大、2017 年 3 月 30 日 
http://www.juntendo.ac.jp/news/20170330-05.html 

 
（臨床検査医学） 
4. 臨床検査医学ホームページ 

https://www.juntendo.ac.jp/med/labo/rinsyo_byori3.html 
5. 三井田孝: 採血スピッツと検査結果. ドクターサロン. ラジオ NIKKEI 2018 年

4 月 10 日 
6. 三井田孝 non HDL-C, LDL-C の脳・心血管病発症予測能について. 厚生労働省科学

研究発表会全国公演 2016 年 2 月 20 日 札幌 
 
（形成外科） 
7. 血管組織再生医療研究室ホームページ 

https://www.juntendo.ac.jp/hospital/clinic/keisei/kenkyu/grp03/ 
8. 田中里佳。次世代型血管再生細胞治療の開発：基礎と臨床。日本医科大学第 18 回 形

成外科 講演会、2018 年 11 月 5 日 
9. 田中里佳。再生医療を用いた新規治療法開発への道のり。金沢医科大学特別講義、

2018 年 9 月 11 日 
10. 田中里佳。TV 出演 「Growing New Vessels, Medical Frontiers」 NHK World, 2018

https://www.juntendo.ac.jp/graduate/laboratory/labo/lecture/l_261.html
https://www.juntendo.ac.jp/graduate/genome/info_index.html
http://www.juntendo.ac.jp/graduate/laboratory/labo/zinzo_naika/
http://www.juntendo.ac.jp/news/20170330-05.html
https://www.juntendo.ac.jp/med/labo/rinsyo_byori3.htmlhttps:/www.juntendo.ac.jp/hospital/clinic/rishobyori/about/https:/www.juntendo.ac.jp/hospital/clinic/rishobyori/about/https:/www.juntendo.ac.jp/hospital/clinic/rishobyori/about/
https://www.juntendo.ac.jp/hospital/clinic/keisei/kenkyu/grp03/
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年 4 月 17 日 
11. 田中里佳。次世代の血管・組織再生医療で足を救う！～低侵襲・高効果な下肢救済・

再生治療を目指して～。順天堂大学第 41 回都民公開講座、2018 年 2 月 17 日 
12. 水野博司。脂肪組織幹細胞の基礎と臨床 

AMED 平成 30 年度再生医療実用化研究事業「重症下肢虚血に対する脱分化脂肪細

胞（DFAT）を用いた再生医療の実用化」キックオフ公開シンポジウム（2018 年 東

京） 
13. 田中里佳、水野博司。フットケアから再生医療を駆使した順天堂下肢救済チーム医

療。順天堂医院：透析医療における病診連携を共に考える会、2017 年 12 月 9 日 
14. 田中里佳。糖尿病の下肢救済～フットケアから最先端治療～。第 33 回武蔵野糖尿

病研究会、2017 年 10 月 14 日 
15. 田中里佳。難治性四肢潰瘍患者を対象とした自己末梢血単核球生体外増幅培養細胞

移植による血管・組織再生治療。平成 29 年度 AMED 再生医療・研究交流、2017
年 9 月 15 日 

16. 田中里佳。透析患者さんの足を救う！明日から役立つフットケア～下肢救済の知

識。第 3 回透析患者の糖尿病診療セミナー、2017 年 7 月 20 日 
17. 田中里佳。次世代の血管・組織治療開発～現状と今後の展望～。第 19 回 KMU 研

究推進セミナー、2017 年 6 月 29 日 
18. 田中里佳。難治性潰瘍に対する 次世代型血管・組織再生治療の開発。2017 ワール

ド・アライアンス・フォーラム ＩＴあわじ会議、淡路夢舞台国際会議場、2017 年

3 月 27 日 
19. 田中里佳。東西の連携から発信できる再生医療。市民フォーラム「これからの未来

医療～未来医療、新時代！！～」、大阪大学市民フォーラム、2017 年 2 月 12 日 
20. 田中里佳。下肢救済治療への挑戦：地域連携から最先端治療を駆使して。第 19 回

多摩腎不全フォーラム、2016 年 11 月 9 日 
21. 田中里佳。創傷管理の HOW TO～基本から最先端治療まで～。チーム医療で足救済

に挑む！、2016 年 11 月 8 日 
22. 田中里佳。「フットケアのコツ」明日から出来る早期診断と治療。フットケア地域

連携セミナーin 両国～皆で足を守ろう！～、2016 年 9 月 6 日 
23. 田中里佳。難治性潰瘍のベストプラクティス。第 6 回横須賀三浦下肢創傷研究会、

2016 年 6 月 1 日 
24. 田中里佳。難治性四肢潰瘍患者を対象とした自己末梢血単核球生体外増幅培養細胞

移植による血管・組織再生治療。平成 28 年度再生医療プログラム間連携のための

情報交換会、2016 年 5 月 30 日 
25. 田中里佳。難治性四肢潰瘍患者を対象とした自己末梢血単核球生体外増幅培養細胞

移植による血管・組織再生治療の臨床研究。先端医療振興財団研修、2016 年 3 月

24 日 
26. 田中里佳。順天堂大学再生医療第１臨床研究プロジェクト：開始のための準備方法

と今後の展望。お茶の水再生医療懇話会、2016 年 3 月 4 日 
27. 田中里佳。救肢で一生を得る集学的治療最先端技術～地域連携を駆使して～。第 7

回西湘フットケアを考える会、2016 年 2 月 25 日 
28. 田中里佳。フットケアから最先端血管再生治療を駆使した下肢救済トータルマネジ

メント。第 10 回信濃町フットケア講演会、2016 年 2 月 10 日 
29. 田中里佳。生体外培養増幅末梢血単核球を用いた新しい創傷治療の開発。第 3 回お

茶の水サイエンス倶楽部、2016 年 1 月 8 日 
30. 田中里佳。新聞掲載 「200mL の外来採血で施工可能な血管組織再生医療を開発」、
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Medical Tribune、2015 年 12 月 24、31 日 
31. 田中里佳。新聞掲載 「低侵襲・高品質の製品提供へ、実用化志向の研究成果多く」 、

日経バイオテク、2015 年 4 月 13 日 
https://bio.nikkeibp.co.jp/article/news/20150413/183851/  

 
（生化学第 2） 
32. 生化学第二講座ホームページ 

https://www.juntendo.ac.jp/graduate/laboratory/labo/seikagaku_seitaibogyo/html/index_j.ht
ml 

33. 長岡功: 宿主細胞の細胞死に注目した、抗菌ペプチド LL-37 の敗血症マウスモデル

に対する効果. 未病と抗老化 27: 70, 2018. 
34. 長岡功: 第 16 回日本機能性食品医用学会総会 優秀演題賞 「運動競技選手の軟骨・

骨代謝に及ぼすグルコサミン含有食品摂取の効果」 新潟県新潟市, Dec 16, 2018. 
35. 長岡功: 抗菌ペプチド LL-37 はマクロファージのピロトーシスを抑制することに

よってマウス敗血症モデルの生存率を高める. 未病と抗老化 26: 78, 2017. 
36. 鈴木香：エンドトキシンによる宿主細胞応答に対する生体防御ペプチドの制御機

構. 第 22 回日本エンドトキシン・自然免疫研究会 奨励賞（最優秀賞）. 
37. Hu Z, Murakami T, Suzuki K, Tamura H, Reich J, Kuwahara-Arai K, Iba T, Nagaoka I: 

LL-37 affects macrophages and inhibits sepsis. In This Issue, Int Immunol 28: 210, 2016.
（本研究が雑誌の表紙を飾る） 

38. 長岡功: 健康ジャーナル 2016年 2月 16日号, 通巻第 339号, p. 6: 研究人 vol.01「医

学の基礎を追求、生体防御学が大きなテーマ」 
39. 第 14 回日本機能性食品医用学会総会（会長：長岡功） 2016 年 12 月 10 日（土）

-11 日（日） 
http://www.jsmuff.com/soukai2016/ 

40. 第 20 回日本エンドトキシン自然免疫研究会（会長：長岡功） 2014 年 12 月 5 日

（金）-6 日（土） 
https://www.juntendo.ac.jp/graduate/laboratory/labo/seikagaku_seitaibogyo/jeiis/pg72.html 

41. Hu Z: 2014 SLB Travel Award; Antimicrobial peptide LL-37 inhibits pyroptosis of 
macrophages and protects sepsis in a murine model. Joint Meeting of the Society for 
Leukocyte Biology and the International Endotoxin and Innate Immunity Society, Salt 
Lake City, Oct 2014. 

42. 田村弘志, 長岡功: 2014 年度版 注目情報はこれだ！！p. 47, 2014 年 3 月 25 日: バ
イオ・医療の産学連携開発上市支援で社会貢献. 

 
（免疫学） 
43. 免疫学講座ホームページ 

http://www.juntendo.ac.jp/graduate/laboratory/labo/meneki/home.html 
 
（脳神経内科） 
44. 脳神経内科ホームページ  

http://www.juntendo-neurology.com/ 
45. 服部信孝．新聞掲載、病気の診断 より正確に、パーキンソン病 増える治療法、診

療ガイドライン 7 年ぶりに改訂、医療・生活 朝日新聞 朝刊 p33, 2018 年 10 月 31
日 

46. 服部信孝、大山彦光．座談会、雑誌掲載、PD「医療従事者と患者会の座談会」パー

https://bio.nikkeibp.co.jp/article/news/20150413/183851/
https://www.juntendo.ac.jp/graduate/laboratory/labo/seikagaku_seitaibogyo/html/index_j.html
https://www.juntendo.ac.jp/graduate/laboratory/labo/seikagaku_seitaibogyo/html/index_j.html
http://www.jsmuff.com/soukai2016/
https://www.juntendo.ac.jp/graduate/laboratory/labo/seikagaku_seitaibogyo/jeiis/pg72.html
http://www.juntendo.ac.jp/graduate/laboratory/labo/meneki/home.html
http://www.juntendo-neurology.com/
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キンソン病患者の日常生活の質の向上のために、参加者は医師および患者会、Forum 
Report、Frontiers in Parkinson Disease 11:33-40, 2018 

47. 服部信孝．テレビ出演・講師、きょうの健康 、サインを見逃すな！脳・神経の病

気「パーキンソン病」、2018 年 8 月 24 日（先行放送）10：40-10：55、8 月 25 日

（再放送）4：15-4：30、27 日 20：30-20：45、9 月 3 日（再放送）13：35-13：50、
NHK 「きょうの健康」サインを見逃すな！脳・神経の病気 4 回シリーズの 1 回

目 
48. 服部信孝、樋口了一さん（ミュージシャン）．公開セミナー、トークショー、「病

気になってもあきらめない、意欲を失わない生き方」、パーキンソン病と脳・神経

の病気を知るセミナー in 東京、共催：神経内科フォーラム、アッヴィ合同会社、

後援：一般社団法人日本神経学会、2018 年 4 月 30 日、東京ビッグサイト、東京 
49. 藤巻基紀、斉木臣二、服部信孝．新聞掲載、血中カフェイン濃度でパーキンソン病

を診断、Medical Tribune, Vol 51, No. 3, pp21, 2018 
50. 服部信孝．新聞掲載、iPS でパーキンソン病改善、ヒト細胞 サルの脳に移植、朝

日新聞 東京版（日刊）1 面、2017 年 8 月 31 日 
51. 服部信孝．新聞掲載、パーキンソン病診断 血液中に役立つ物質、日本経済新聞、

科学技術 p9、2017 年 8 月 28 日 
52. 服部信孝．アウトリーチ活動、ミトコンドリアと神経疾患、「脳機能と病気」午前

の部、高校生・高卒生の ための春休み特別セミナー、文科省科学研究費補助金新

学術領域「脳内環境」「オートファジー」合同、順天堂大学 本郷・御茶ノ水キャ

ンパス、2016 年 3 月 28 日、東京 
53. 服部信孝、金井数明、宮元伸和、福嶋佳保里、荒野拓．アウトリーチ活動、東京学

芸大学附属国際中等教育学校学生インターンシップ（職場体験）、中学生の順天堂

大学医学部神経学講座研究室および病棟見学、2016 年 8 月 25 日、順天堂大学、東

京 
54. 服部信孝．オンラインニュース掲載、順天堂大 パーキンソン病治療で iPS 細胞バ

ンク設立へ、NHK, 日経等、平成 28 年 2 月 19 日 
55. 服部信孝．パーキンソン病患者会旅行同行、応個別相談、勉強会講師、「これから

のパーキンソン病治療について」、南房総富浦ロイヤルホテル、2016 年 10 月 19
日～20 日、南房総市 

56. 服部信孝、岡野栄之、赤松和土．プレスリリース、NHK テレビニュース、順天堂

大パーキンソン病治療で iPS 細胞バンク設立へ、午前 4 時 29 分、2016 年 2 月 19 日、

NHK ニュース 13. 服部信孝．新聞掲載、認知機能 アロマで刺激、脳の病気リス

クを減らす試み、匂いの信号は直接脳へ 多彩な香り・いつも身近に、日本経済新

聞（夕刊） pp9．「くらし」面、2016 年 6 月 30 日（木曜日） 夕刊 
57. 服部信孝．新聞掲載、パーキンソン病の手術療法「前編」、薬物療法の限界で脳深

部刺激療法に注目、東京スポーツ、p17、2016 年 10 月 18 日 
58. 服部信孝．新聞掲載、パーキンソン病の手術療法「後編」、状態が大きく改善する

脳深部刺激療法 適応する人は…、東京スポーツ、p17、2016 年 10 月 25 日 
59. 服部信孝．新聞掲載、パーキンソン病治療薬「デュオドーパ」、DBS よりも広く適

応できウェアリングオフを減少、ー治療薬最前線ー、ｐ8、The Doctor 秋季特集、

2016 年 10 月 31 日 
60. 服部信孝．新聞掲載、パーキンソン病治療薬「デュオドーパ」、DBS よりも広く適

応できウェアリングオフを減少、薬事ニュース、p4、2016 年 12 月 9 日 
61. 服部信孝、波田野 琢、飯嶋 睦、平野 成樹、野川 茂、市民講座 「こんなときは

神経内科に行こう！」、パーキンソン病の脳・神経の病気を知るセミナー in 東京、
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べるさーる渋谷ファースト、2016 年 4 月、東京 
62. 服部信孝；講演、「パーキンソン病にスマイルを：パーキンソン病と如何に向き合

って生きているか？」、パーキンソン病の未来を語る、市民公開講座、神戸市勤労

会館 7 階大ホール、2016 年 2 月 21 日、神戸市 
63. 服部信孝．市民公開講座、講師、「パーキンソン病との付き合い方」、パーキンソ

ン病健康教室 in 岡山、（岡山旭東病院・パーキンソン病友の会岡山支部、共済）、

岡山コンベンションセンター、2016 年 4 月 9 日 
64. 服部信孝．市民公開教育講演、「認知症と癌～その病態の類似性と違い～」、がん

と認知症は逆相関か？～Quality of Death～、日本地域医療連携システム学会、第 2
回シンポジウム・市民公開教育講演、フクダ電子本郷新館、2016 年 12 月 25 日、東

京 
 
（神経生物学） 
65. 神経生物学・形態学講座ホームページ 

https://www.juntendo.ac.jp/graduate/laboratory/labo/shinkei_kozo/  
66. 小池正人 順天堂大学・日本顕微鏡学会共催 公開市民講座「組織学実習室へよう

こそ〜光学顕微鏡・電子顕微鏡による多次元組織学実習体験〜」 2019 年 3 月 16
日 

67. 小池正人、Bruno Humbel. 順天堂大学・沖縄科学技術大学院大学共催 Tokuyasu 
Workshop 2019 2019 年 1 月 21-25 日 

 
（皮膚科） 
68. 皮膚科学講座ホームページ 
  https://www.juntendo.ac.jp/graduate/laboratory/labo/hihu/ 
69. 池田志斈 iPS 細胞などの各種幹細胞を用いた皮膚再生医療の現状と展望 —特に

脂肪組織幹細胞中に存在する表皮角化細胞前駆細胞の可能性— 平塚市医師会皮膚

科部会第 70 回例会、神奈川県平塚市、2016 年 1 月 20 日 
 
（生化学第 1） 
70. 生化学第一講座ホームページ 

http://plaza.umin.ac.jp/j_bio/ 
 
＜これから実施する予定のもの＞ 
これからも順天堂大学大学院医学研究科ゲノム・再生医療センターが中核となり、患

者細胞バンクおよび患者データベースの拡充を図るとともに、これら患者サンプルの利

用および器機の管理を行い、再生技術基盤の提供、定期的な研究会などにより各研究グ

ループのスムースな情報交流を行うことで、各研究グループの研究を推進してあらゆる

生活習慣病の病態解明および克服に貢献する。また成果は随時、学会や学術誌での発表

やプレスリリースなどを通じて広く公表していく予定である。 

 

 

１４ その他の研究成果等 

https://www.juntendo.ac.jp/graduate/laboratory/labo/shinkei_kozo/
https://www.juntendo.ac.jp/graduate/laboratory/labo/hihu/
http://plaza.umin.ac.jp/j_bio/
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【特許】 
（ゲノム・再生医療センター） 
1. 【P1U1-2674（PCT/JP2017/005291）】米国移行出願中 
発明の名称：多能性幹細胞の神経幹細胞への分化用培地及びその使用 
発明者：岡野栄之、赤松和土、藤森康希、安藤友子、安藤崇之、手塚俊樹、 松本拓也 
出願者：学校法人慶應義塾 
出願日：2017 年 2 月 14 日 
2. 【P1U1-2702（PCT/JP2017/012254）】 米国移行出願中 
発明の名称：分化促進型多能性幹細胞及びその使用 
発明者：岡野栄之、赤松和土、藤森康希、松本拓也、葛巻直子、木佐文彦 
出願者：学校法人慶應義塾 
出願日：2017 年 3 月 27 日 
3. 【特願 2018-077304】 国内出願中 
発明の名称：神経細胞の成熟老化促進剤 
発明者：赤松和土、志賀孝宏、岡野栄之、葛巻直子 
出願者：学校法人順天堂 
出願日：2018 年 4 月 13 日 
 
（形成外科） 
4. （*13） 【特願 2016-022313】 
発明の名称：単核球培養用無血清培地 
発明者：田中里佳、平野理恵 
出願者：学校法人順天堂 
出願日：2016 年 2 月 9 日 
5. 【特願 PCT/JP2018/008195】 
発明の名称：間葉系肝細胞による処置の効果を増幅するための組成物 
発明者：田中里佳 
出願者：学校法人順天堂 
出願日：2018 年 2 月 8 日 
 
（免疫学） 
6. 【特願 2017-220591】 
発明の名称：炎症性疾患又は虚血性疾患の改善剤 
発明者：三宅幸子、千葉麻子. 
出願者: 学校法人順天堂 
出願日: 2017 年 11 月 16 日 
 
（皮膚科） 
7. 【特許第 6410343 号】 2018 年 10 月 5 日登録 
発明の名称：脂肪組織由来幹細胞から表皮角化細胞への誘導 
発明者：池田志斈、長谷川敏男 
出願者：学校法人順天堂 
出願日：2014 年 7 月 1 日 
8. 【特願 2018-029385】 
発明の名称：栄養障害型表皮水疱症治療剤 
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発明者：池田志斈、長谷川敏男 
出願者：学校法人順天堂 
出願日：2018 年 2 月 22 日 
 
【企業との連携】 
（臨床検査医学） 
9. （＊12）遊離グリセロールの直接測定試薬の開発（試薬メーカーとの共同研究） 
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１５ 「選定時」及び「中間評価時」に付された留意事項及び対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 

特になし。 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 

特になし。 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項＞ 

特になし。 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項への対応＞ 

特になし。 

 

 



１６　施設・装置・設備・研究費の支出状況（実績概要） （千円）

１７　施設・装置・設備の整備状況  （私学助成を受けたものはすべて記載してください。）

《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。） （千円）

ゲノム・再生 H26 8268ｍ² 1 90

医療センター

研究費 80,221 40,331 39,890 0 0 0 うち一般補助6,121千円

　

装 置 0 0 0 0 0 0

平
成
3
0
年
度

施 設 0 0 0 0 0 0

設 備 0 0 0 0 0 0

研究費 76,519 39,452 37,067 0 0 0 うち一般補助7,533千円

装 置 0 0 0 0 0 0

平
成
2
9
年
度

施 設 0 0 0 0 0 0

設 備 0 0 0 0 0 0

0 0

施　設　の　名　称 整備年度 研究施設面積 研究室等数 使用者数 事業経費 補助金額

総 計 573,253 272,898 300,355 0 0

補助主体

研究費 386,772 202,417 184,355 0 0 0 0

0 0 0 0

設 備 186,481 70,481 116,000 0 0 0 0

0 うち一般補助7,667千円

総

額

施 設 0 0 0 0 0

研究費 85,631 46,760 38,871 0 0

0 0

装 置 0 0 0

装 置 0 0 0 0 0 0

平
成
2
8
年
度

施 設 0 0 0 0 0 0

設 備 0 0 0 0 0 0

研究費 92,592 49,691 42,901 0 0 0

設 備 19,107 6,372 12,735 0 0

うち一般補助6,073千円

装 置 0 0 0 0 0 0

平
成
2
7
年
度

施 設 0 0 0 0 0 0

0

研究費 51,809 26,183 25,626 0 0 0 うち一般補助1,343千円

装 置 0 0 0 0 0 0

平
成
2
6
年
度

施 設 0 0 0 0 0 0

設 備 167,374 64,109 103,265 0 0 0

法人番号 131025
プロジェクト番号 S1411007

年度・区分 支出額

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳

法　人
負　担

私　学
助　成

共同研
究機関
負担

受託
研究等

寄付金 その他（　　　　　　　　　　） 備　考



※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積

㎡

（千円）

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

１８　研究費の支出状況 （千円）

  平成 年度

図　　　　書

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 15,174

教育研究経費支出 0

計 0

人件費支出 0 0

（兼務職員）

計 34,952

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

（　修繕費　） 303 機器修理等 303 機器修理費

（　用品費　　） 917 実験用器具 917 実験用器具

報酬・委託料 300 分析委託 300 細胞染色体検査、セミナー謝金

（　会議会合費　　） 45 学会参加費 45 学会参加費

印刷製本費 0 0

旅費交通費 682 学会参加交通費 682 共同研究打ち合わせ・学会参加　出張費

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 58 電話料金等 58 電話料金、検体送付費

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 32,647 iPS細胞・体性幹細胞培養・保存 32,647 試薬、液体窒素、実験用器具等

年　　　度 26

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

12,735 私学助成

（情報処理関係設備）

iPS・体細胞バンク用システム H27 MVE TEC 3000 1 8,760 19,107

動物個体に移植したiPS細胞・体細胞解析システム H26 MHE-S1300A2-PJ 1 2,250 30,133 18,591 私学助成

幹細胞純化・解析システム H26 Xfe24　他 1 750 35,925

分化細胞解析システム H26 In Cell Analyxer 2200 system 1 1,500 39,603 24,435 私学助成

22,165 私学助成

私学助成

解析用倒立顕微鏡システム H26 LX83P2-TL-FL/PHID-2　他 1 6,000 38,891 23,995 私学助成

（研究設備）

iPS細胞・幹細胞樹立培養のための培養システム H26 single-cell Auto rep System 100-7000-JT 他 1 5,000 22,820 14,079

補助主体

（研究装置）

0

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

装置・設備の名称 整備年度 型　　番 台　　数 稼働時間数 事業経費 補助金額



（千円）

  平成 年度

（千円）

  平成 年度

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 15,432 研究用機器

教育研究経費支出

計

人件費支出 1,178 書類作成や整理等の事務作業

（兼務職員） 実人数 1人

計 63,708

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

　（　会議会合費　） 42 学会参加費 42 学会参加費

　（　　用品費　　） 988 実験用器具 988 実験用器具

報酬・委託料 6,283 分析委託、実験補助員派遣料 6,283 研究補助業務（試薬調整等）、分析委託

（　　修繕費　　） 229 機器修理等 229 機器修理費

印刷製本費 0 0

旅費交通費 49 学会参加交通費 49 学会参加旅費

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 334 電話料金等 334 電話料金、検体送付費

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 55,783 試薬、器具等 55,783 試薬、液体窒素、実験用器具等

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

計 17,527 学内6人

年　　　度 28

ポスト・ドクター 13,019 学内４人

研究支援推進経費 4,508 学内2人

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0

図　　　　書 0

計 44,483

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 44,483

教育研究経費支出 0

計 3,583

人件費支出 3,583

（兼務職員）

計 26,999

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 1,726 分析委託、実験補助員派遣料 1,726 研究補助業務（試薬調整等）

（　用品費　） 162 実験用器具 162 薬品庫

印刷製本費 109 ポスター作製 109 シンポジウムポスター作製費

旅費交通費 0 0

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 37 電話料金等 37 電話料金、検体送付費

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 24,965 試薬、器具等 24,965 試薬、液体窒素、実験用器具等

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

計 1,683 学内１人

年　　　度 27

ポスト・ドクター 1,683 学内１人　１０月より雇用

研究支援推進経費

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

計 15,174



  平成 年度

（千円）

  平成 年度

教育研究経費支出 0

計 6,686

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 書類作成や整理等の事務作業

（兼務職員） 6,686 実人数　2人

（　修繕費　） 1,246 実験用器具修理 実験用器具修理

計 54,452

旅費交通費 1,013 共同研究打ち合わせ・学会参加　出張費 共同研究打ち合わせ・学会参加　出張費

報酬・委託料

（　会議会合費　　）

（　用品費　）

3,404

213

631

分析委託 細胞染色体検査、セミナー謝金

学会参加費 学会参加費

実験用器具 エレクター他

通信運搬費 52 電話料金等 電話料金、検体送付費

印刷製本費 871 論文投稿料、ポスター印刷 論文投稿料、ポスター印刷

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 47,022 試薬、器具等 試薬、液体窒素、実験用器具等

光　熱　水　費 0

計 20,217 学内8人　

年　　　度 30

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

ポスト・ドクター 16,376 学内5人　

研究支援推進経費 1,232 学内2人　

計 5,990

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 2,609 学内1人　

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 5,990

図　　　　書

教育研究経費支出 0

計 2,718

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 2,718 書類作成や整理等の事務作業 実人数 1人

（兼務職員）

（　用品費　　） 754 実験用器具 754 実験用器具

計 61,358

（　会議会合費　　） 340 学会参加費 340 学会参加費

（　修繕費　） 275 機器修理等 275 機器修理費

旅費交通費 938 学会参加交通費 938 共同研究打ち合わせ・学会参加　出張費

報酬・委託料 10,152 分析委託 10,152 細胞染色体検査、セミナー謝金

通信運搬費 130 電話料金等 130 電話料金、検体送付費

印刷製本費 197 197

消　耗　品　費 48,572 iPS細胞・体性幹細胞培養・保存 48,572 試薬、液体窒素、実験用器具等

光　熱　水　費 0 0

年　　　度 29

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

計 20,559 学内8人　

ポスト・ドクター 15,988 学内5人　

研究支援推進経費 3,120 学内2人

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 1,451 学内1人　

図　　　　書

計 15,432



計 17,725 学内7人

ポスト・ドクター 14,536 学内4人

研究支援推進経費 1,859 学内2人

計 9,262

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 1,330 学内1人

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 9,262 微量高速冷却遠心機 他 微量高速冷却遠心機 他

図　　　　書 0



平成 26年度採択私立大学戦略的研究基盤形成支援事業
「再生技術を用いた生活習慣病の次世代型統合的研究基盤の構築」

外部評価表

評価委員名 公益財団法人東京都医学総合研究所 理事長

田中 啓二

プロジェク トの進捗状況・達成度に関して (該当するものに○を記入 )

1.(○ )基盤整備の効果が発揮 され当初の計画以上に研究が進展 している。

2.( )基 盤整備の効果が発揮 され当初の計画通 りに進展 している。

3.( )基 盤整備の効果が不十分であり、研究方針の再検討が必要である。

外部評価 コメン ト

生活習慣病は、疾病の素因が生体外病原体に起因する感染症型疾患 と異な り、

多くの場合、複数要因が重な り合った内因性疾患である。 しか し超高齢化社会

を迎えた我が国においては、生活習慣病の克服は、医学における喫緊の課題で

ある。本プロジェク トでは、基礎 と臨床の医師・研究者が緊密に連携 した体制

を構築 して課題の解決に挑戦 してきた。近年、ビッグデータの加速度的な集積

が様々な分野で大流行 しているが、その大部分が効率的に活用されずに利用価

値を失つてゴミ化 し、投入 した研究資金が無駄になっている場合 も少なくない。

本プロジェク トでは、脳神経内科 とゲノム・再生医療センターが中心 となって、

患者検体を大規模に収集、試料バンクとして保存するとともに臨床情報を含め

てデータベース化することを目指 してきたことは、有用な戦略であった。そ し

て学外協力者 として iPS細胞研究の第一人者である慶應義塾大学の岡野栄之教

授の参画を仰ぎ、短期間・効率的な神経分化誘導法を確立 して、数百にも及ぶ

多数の検体から解析可能な iPS細胞を数多く樹立 してきたことは、内外に大き

なインパク トを与える優れた成果 と高く評価できる。今後、これ らの解析から

疾病の発症機構解明や治療薬開発に資する研究が大きく進展することを期待 し

たい。他方、収集 した患者検体を活用 した生活習慣病の病態研究や解析技術開

発を目指 したプロジェク トは、腎臓内科・臨床病態検査医学・循環器内科・形

成外科・生化学 (第 2)。 免疫学・脳神経内科・神経形態学など多岐に亘るグル

ープが切磋琢磨 して活動 し、各々が独 自な技術開発に専念 して良質の成果を挙

げた。 さらに患者検体を活用 した生活習慣病の治療方法の開発では、代謝内分

泌内科・皮膚科 。生化学 (第 1)。 整形外科など夫々が、独創的な手法の開発に

成功 している。本プロジェク ト研究は 日進月歩に進捗 していることが窺えるが、

依然 として生活習慣病の全容解明には未解決な課題が山積 してお り、研究の停

滞は許 されない状況にあるので、さらなる研究の継続 と発展を期待 したい。研

究業績 (原著論文、総説 。図書)や学会発表は、膨大な数に上ってお り、個々

のメンバー間でやや高低差が見 られるものの総 じて質量 ともに破格の成果を挙

げたと高く評価できる。その結果 としての 8件の特許出願 1事秀逸である。z澤独
″
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平成 26年度採択私立大学戦略的研究基盤形成支援事業

「再生技術を用いた生活習慣病の次世代型統合的研究基盤の構築」

外部評価表

評価委員名 東京大学 薬学系研究科 教授

三浦 正幸

プロジェクトの進捗状況 0達成度に関して (該当するものに○を記入)

1.(○)基盤整備の効果が発揮され当初の計画以上に研究が進展している。

2.( )基盤整備の効果が発揮され当初の計画通 りに進展している。

3.( )基盤整備の効果が不十分であり、研究方針の再検討が必要である。

外部評価 コメン ト

孤発性の神経変性疾患 500症例に及ぶ検体のデータベース化 (臨床データ、遺伝子

解析情報、iPS化の状況等)が行われた。単核球の細胞バンクから効率よく iPS細

胞を樹立させる方法の開発に基づき、147検体が解析可能な状態になっている。こ

れらの リソースの充実をベースにした研究提案が、AttD難治性疾患実用化研究事

業、創薬基盤推進研究事業などの大型グラン トヘの採択につながっており、これか

らの研究展開に弾みがついた。生活習慣病の発症や進行には臓器連関が重要である

ため、多くの分野の専門的な研究グループが一緒になって行 うプロジェク ト全体を

みる体制作 りが必要である。この点に関して、再生技術を用いた研究には、ゲノム・

再生医療センターにて統一 したフォーマットで同意書・患者検体等を管理保存する

体制をとることで研究がしやすい仕組みが作られた。様々な分野の研究グループが

独自に必要とするサンプルに関しては、その管理体制をこれからも引き続き検討す

る必要があろう。しかしこのプロジェク トとしてより重要なのは、整備された再生

医療研究に有効な本 リソースを用いた研究の展開であり、iPS細胞からの細胞分化

誘導の手法が進んでいる神経系に関 してはオルガノイ ドを含めた研究の展開が期

待される。他の細胞、組織に関しては神経系での手法を参考にしつつ、進んだ細胞

分化誘導系を積極的に取 り込んだ研究を進めてほしい。多臓器連関の観点からは、

神経系の研究グループが他の臓器の細胞分化誘導系を取 り入れた研究、例えば同一

の iPS細胞から神経細胞 と免疫細胞 とを作 り、それらの相関などをみる研究も重要

になってくると思われる。本プロジェク トでは再生技術を用いる研究以外にも、新

規パーキンソン病原因遺伝子の同定、アルツハイマー病やパーキンソン病診断マー

カーの同定、パーキンソン病 とリソソーム病 との共通点の発見、BLTlの加齢黄斑

変性症への関わりや皮膚創傷治癒を促す BLT2作働薬の候補化合物の同定など、臨

床医学的にも基礎医学としても重要な研究が多く進められた。
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